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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　驚天動地のヘンタイＲＰＧ　～前編～







　冬のある日曜日のこと。

　俺おれは、部活に出るため桜さくら守もり高校に向かって歩いていた。

　校門のそばまで来たとき、見覚えのある人物の姿を見つけた。

「あれは……」

　そこにいるのは線の細い美少年。

　一年生で発明部に所属している、日ひ村むら雪ゆき之の丞じようだった。

　小さい女の子が大好きという、とても危険な属性を持つ少年だ。

　日村は、向かい合って立つ四十歳くらいの女性になにやら怒られている様子。

　その女性のそばには、小学校低学年くらいのかわいらしい女の子が立っている。

「どうしてこの子に話しかけたりしてたの!?　あなたもしかして、この子にいかがわしいことを……」

「違います！　ただ僕は、この子が一人でいたから迷子になってるんじゃないかと思って心配で……た、確かにすごくかわいい子だなとは思いましたけどハァハァハァ……」

「け、警察を……一刻も早く通報しないと……！」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　携帯電話を取り出した女性に向かって、日村は慌あわてて言う。

　俺はその場で立ち止まり、様子をうかがう。

　二人の話を聞いて推測すると――

　どうやら日村は、母親であるあの女性がちょっと離れているあいだに、あの女の子に話しかけようとしたらしい。

　そこを見つかり、日村を変質者かなにかだと思った母親に説教されている。

　というわけのようだった。

　うーむ……

　完かん璧ぺきに日村が悪い……同情の余地がない……

　いや、ほんとに迷子だと思って心配してたのかもしれないけど……

　そのとき。

　かんかんに怒っている女性の背後に、校門から出てきた小柄な人物がそーっと近づいていった。

　そして、女性の背中になにかを取り付ける。

　それはランドセルをちょっと小さくしたみたいな形をした機械だった。

　次の瞬間――

　そのランドセルのような機械の下方から、ジェット噴射のような炎が出る。

「え？　え？　え？　きゃあああああ!?」

　女性の体が宙に浮く。

　ぴゅーっと空高く舞い上がり、どこかに飛んでいってしまった。

「お、お母さん!?」

　いきなり空を飛んでいった母親に驚きよう愕がくした女の子が、ダッシュで母親のあとを追う。

　女性の背中になんかの機械を取り付け、お空に誘ったのは――

　頭の右側を結ゆった、小学生みたいに小柄な少女。

　発明部の部長である、柊ひいらぎノアさんだった。

「ひ、日ひ村むら！」

　柊さんが日村に向かって怒鳴る。

「買い物を頼んだのにいくら待っても帰ってこないですから、変に思って様子を見に来てみたら……また小さい女の子関連のトラブルですかっ!?」

「す、すみません、ノア様……」

「すみませんじゃあすまないですっ！」

　柊さんは両手を振り上げながら、ぷんぷん怒っている。

「もうこれで何度目ですか!?　いい加減にしてほしいです！」

「で、でも、あの幼女があまりにもかわいかったから……じゃなくて、迷子っぽかったから心配で……」

「シャラップです！」

　柊さんは怒りで顔を真っ赤にしている。

「おまえは一応発明部の部員！　もしなにか問題を起こしたら、発明部とノアにまで迷惑がかかるです！　おまえが警察に捕まろうがどうなろうがどうでもいいですが、ノアに迷惑をかけるのだけはやめてほしいです！」

「ノア様……」

「おまえみたいな気持ち悪い犯罪者予備軍は、もう家から出るなです！　自分の部屋でずっと引きこもっていればいいです！　それが社会のためです！」

「ひ、ひどい……」

　日村は全身をぷるぷる震わせながら、涙目になると、

「う、ううう、うわーんっ！　ノア様のアホー！」

　そう言い捨て、校門とは逆のほうに駆けていった。

「まったく……」

　柊ひいらぎさんは両手を腰に当て、駆けていった日ひ村むらの背中を見つめている。

　俺おれは、柊さんのほうに近づいていった。

「柊さん」

「は、はわっ!?　砂さ戸どくん！」

　柊さんはいきなりもじもじしはじめると、

「こ、こんにちはです、砂戸くん……」

「こんにちは、柊さん」

「あの……も、もしかして、さっきノアが日村と話してるところを見てたですか……？」

「え？　あ、はい」

「そ、そうだったですか。……なんか、恥ずかしいところを見られちゃったです」

　柊さんは顔を赤くしながらつぶやいたあと、

「あいつには困ったもんです……いつもいつもトラブルばかりで……」

　ぷーっと頬ほおを膨ふくらませながら告げる。

「今回は本当に怒ってるです。あいつはもう退部にしちゃうです」

　両腕を組みながら、すごく怒ってる様子の柊さん。

　怒ってる柊さんは、怖いというよりもなんだかかわいらしいな……とか思ってしまったことは秘密だ。




　それから数日経たったある日。

　放課後。

　俺はいつものように第二ボランティア部の部室に向かった。

「遅いわよ、ブタロウ！」

　部室に入ると、いきなりの怒声。

　両腕を組みながら眉まゆを逆立てているのは、とても整った容姿をお持ちの超絶美少女。

　第二ボランティア部の部長である、石動いするぎ美み緒お先輩だった。

　部室には、先輩のほかに、クラスメイトの結ゆう野の嵐あらし子こと保健医の鬼おに瓦がわらみちる先生もいる。

　結野はショートカット気味の髪にぱっちりとした大きな瞳ひとみが印象的な、かわいらしい女の子。男性恐怖症で、男性に触れるとその男性を殴ってしまうという習性を持っている。

　みちる先生は、長い髪を首の後ろで結ゆった長身の女性。私服の上に白衣を着込み、常に気け怠だるげな無表情を浮かべている。その内面はかなりカオスで困った人だ。

　三人は……

　なんか、いつもと少し違う格好をしていた。

　先輩はえんじ色のスーツ。

　結ゆう野のは青色のスーツ。

　みちる先生は、なぜかサンタクロースみたいな白い髭ひげを顔につけている。

　俺おれはきょとんとしながら三人を見つめる。

　そんな俺の視線には気付かない様子で、

「おいド変態！　ブタブタトップエリートであるあんたのために、神様であるこのあたしが、画期的で素晴らしいドＭ治療方法を考えてあげたわ！　眼球が飛び出るほど号泣しながら感謝しなさい！」

　石動いするぎ先輩は言うと、えっへんと薄い胸を張った。

　ああ、またハチャメチャなドＭ治療方法を思いついちゃったのか……

　俺はそっとため息をつく。

　先輩は俺を睨にらみ付けるように見て、

「その方法とは――裁判よっ！」

　と、大声で言い放はなった。

　俺はぽかんとしながら、

「裁判……ですか？」

「そう言ってんだろうがブタ！」

　先輩はびしっと俺を指差し、

「あんたには、罪の意識が足りないのよ！」

「つ、罪の意識？」

「そうよ！　あんたの変態ドＭ体質はキモい。恐ろしいほどにキモすぎる。それは、もはや犯罪級のキモさだわ！」

「はあ……」

「はあ……とか生ぬるいこと言ってんじゃねえ！」

「おぶるうっ!?」

　はい、ビンタいただきました！　ひゃはあっ！

「あんたのドＭ体質はもはや犯罪！　そのことをあんたが心から自覚することができれば、あんたのドＭ的興奮の頻度も減るはずだわ！　『俺が変態的に身み悶もだえる姿は犯罪なんだ……』という気持ちが心理的なブレーキとなって！」

　……相変わらず、意味不明な理屈だった。

「そのために、いまから裁判を行います！」

　先輩はそう言った。

「あたしが検事役となって、ブタロウの罪を暴くわ！」

　検事……

　ああ、だからスーツを……

「でも、検事だけだと不公平だから、あんたには嵐あらし子こを弁護士としてつけるわ！」

「べ、弁護士の嵐子です。よろしく、タロー」

　結ゆう野のはぺこりと頭を下げる。

　結野が弁護士……？

「で、みちる姉ねえには裁判長をやってもらうの！」

「了解だ」

　……裁判長だからって、なんであんな髭ひげを？

　みちる先生の中で、裁判官は髭もじゃとかいうイメージでもあるのだろうか。どうでもいいけど。

　――部室にあった机を並べ、裁判所の中みたいな感じのレイアウトにする。

　被告人である俺おれは、部屋の真ん中に立たされた。

　裁判長のみちる先生が、木き槌づちで机をカンカンと叩たたく。

「それでは裁判をはじめる。では石動いするぎ検事、なんかどうぞ」

　なんかどうぞって……適当すぎるだろ……

　先輩は「おほん」とわざとらしい咳せき払ばらいをすると、

「被告である砂さ戸ど太た郎ろうは、ドＭの変態野郎です。彼が変態的に身み悶もだえる姿は異様なほどに気持ち悪い。ということで、検事側は死刑を求刑します」












「し、死刑!?」

　俺おれは慌あわてて声を上げる。

「それはちょっと刑が重すぎませんか!?」

「では、被告は死刑ということで。これで裁判を終了します」

「ちょっと待って裁判長!?　終了早すぎるから！　あまりにも早すぎるから！」

「シャラップブタ！　犯罪者のくせに生意気な口を叩たたくんじゃないわよ！」

　そ、そんな……

　俺が愕がく然ぜんとしていると、

「――異議あり！」

　結ゆう野のが先輩のほうをびしっと指差し、大声で言った。

「いまの言葉はあまりに論理性に欠けます！」

　おお、いいぞ結野！

　みちる先生は小さくうなずいたあと、

「異議を認めます。……では弁護人、弁護を」

「え？　べ、弁護？」

　結野は目をぱちくりさせる。

「弁護ってどうやれば……」

　がんばれ結野！

　俺の運命はおまえにかかってるんだ！

「えっと……タ、タローは変態だけど、優しかったりいいところもあるから、だから無罪にしてほしいです」

「異議あり！　いまの発言こそ論理性に欠けます！」

「異議を認めます」

「あと、なんかいろいろめんどくさくなってきたから、もう死刑にしちゃって！」

「裁判長も同感ですので、もう死刑とします」

「えええええええええええ!?」

　裁判はあっさり終了してしまった。

　俺は死刑確定。

「さて……」

　石動いするぎ先輩はゆっくりと俺のほうに近づいてくる。

　その手には、いつの間にか金属バットが握られていた。

「死刑が決定したから……このジャスティスバットで、あんたを断罪するわ……」

　マジで死刑にしちゃうつもり!?

「え、冤えん罪ざいです！　もう一度裁判を！」

　先輩が金属バットを振り上げる。

　ああ、これはやばいです……はあ、はあ、はあ……

　と、そのとき――

　部室の扉が大きな音を立てながら開いた。

　部室にいる皆が一斉にそちらに顔を向ける。

　扉を開け部室に入ってきたのは――

　髪の右側だけを結ゆった、小学生みたいに幼く見える女の子。

　二年生で天才少女である、柊ひいらぎノアさんだった。

　柊さんは、立ち上がりかけていた俺おれの手を取ると、

「砂さ戸どくん！」

「は、はい？」

「大変なことが起きちゃったです！　ちょっと来てくださいです！」

「へ？　あ、あの……」

　柊さんは有無を言わさぬ感じで俺の手を引き、部室から連れ出した。




「柊さん、大変なことってのはいったい……」

「とにかく、発明部の部室まで来てくださいです！」

　柊さんはとても慌あわてた様子で言う。

　そして、発明部の部室にたどり着く。

　その部室の中には――

　なにやら、機械でできた棺かん桶おけみたいな装置が置いてあった。

　その装置はぜんぶで八つある。

　その装置が部室を占領していて、部室内はかなり狭く感じた。

　俺はその装置をぼんやり眺めながら、

「柊さん、この仰ぎよう々ぎようしい機械は……」

「これは、バーチャルゲーム装置です」

「バーチャルゲーム装置？」

「はいです」

　柊さんはうなずき、

「人間の精神をバーチャルリアリティの世界に接続し、まるで現実世界で冒険しているような感じでロールプレイングゲームの世界を楽しむ装置です。まだ実験段階で、完成はしていないのですが」

「へえ……」

　説明されてもよくわからなかったが、なんかすごそうだなと思った。

「で、さっき大変なことが起こったって……」

「そうなのです……じつは……」

　柊ひいらぎさんはつぶやくように言うと、棺かん桶おけのような装置の一つに視線を向けた。

　俺おれもその視線を追う。

　柊さんの視線の先にあった装置。

　半透明のカバーで包まれたその装置には……すでに人が入っていた。

　中に入っているのは――

「あれは……日ひ村むら？」

　発明部に所属する、線の細い美少年。

　日村雪ゆき之の丞じようだった。

　日村は装置の中に横たわり、静かに目を閉じている。

「ノアが目を離してる隙すきに、日村がこの装置を勝手に使ってしまったです。それに気付いたノアは、プレイヤーを半なかば強制的に目覚めさせる操作をしたのですが……どういうわけか、日村は目覚めないのです……」

　柊さんは、いまにも泣き出しそうに見えるほど沈ちん痛つうな面おも持もちをしながら告げた。

「このまま装置を停止させたら、日村の精神にどんな影響が出るかわからない……最悪、昏こん睡すい状態になって二度と目が覚めないかも……だから、ノアはとても焦あせってしまって、それで……」

　それで、ほとんどパニック状態になりながら、俺のもとに来てしまったらしい。

「原因は、まったくわからないんですか？」

　柊さんは首をふるふると横に振り、

「わからないです……どうしてこんなことになってしまったのか……」

「ど、どうにか日村を目覚めさせることは……」

「一つだけ、有効と思える方法が……」

　柊さんは言った。

「ほかのプレイヤーがこのバーチャルゲーム世界に入って、日村がどうして目覚めなくなってしまったのかその原因を見つけ出し、それを解決することによって日村を目覚めさせる。それしかないです」

　柊さんはがばっと顔を上げ、

「だから――お願いです、砂さ戸どくん！　この装置でノアと一緒にバーチャルゲーム世界に入って、日村を目覚めさせる方法を探してほしいのです！」

「えええええっ!?」

　俺が、柊さんと一緒に、バーチャルゲーム世界の中に……？

　で、でも、この装置ってまだ実験段階で完成していないとさっき言ってたのでは……実際、日ひ村むらも原因不明の昏こん睡すい状態に陥おちいってるし……

　下へ手たしたら、俺おれも柊ひいらぎさんも日村と同じようになってしまうかも……

　そんな気持ちが顔に出てしまっていたのか、俺を見つめる柊さんはハッとした顔になって、

「ノ、ノアはなんて自分勝手なことを言ってるですか……砂さ戸どくんにはなんの関係もないのに……」

　と、つぶやくように告げる。

「ごめんなさいです、砂戸くん。……あとはノアだけでなんとかするですから、砂戸くんは帰ってください」

　柊さんは、なんだか無理矢理な感じの笑みを浮かべながら、そう言った。

　その笑顔の裏に、不安と恐怖を隠しながら。

「…………」

　そんな笑顔を見てしまったら――

「俺の部屋に置いてあるコンポ、最近ちょっと調子が悪いんですよ」

「……？」

「もし、日村を無事に連れ帰ることができたら、ちょっとしたお礼代わりにそのコンポを直してくれませんか？　柊さんだったら簡単に直せると思うんですけど」

　そんな笑顔を見てしまったら、このまま帰ることなんてできないじゃないか。

　柊さんは大きく両目を見開き、全身をぷるぷる震わせながら、

「砂戸くん……」

「善は急げです。さっそくバーチャル世界に向かいましょう」

「砂戸くん……大好きですっ！」

「わっ!?　ひ、柊さん!?」

　柊さんは、いきなり俺に抱きついてきた。

　ふにふにやわらかい体が密着してきて、俺はかなりドギマギしてしまう。

　しかも、柊さんの体からはお菓子みたいな甘い匂においがして……ああ、もうなんかやばいです……

　そのとき。

「な、なななななにしてるんですかっ!?」

　発明部の部室の扉のほうから、そんな怒鳴り声が。

　その声を発したのは――

　結ゆう野のだった。

　いつの間にか発明部の部室までやって来ていた結野は、顔を真っ赤にしながら俺たちのほうに近づき、

「なんで抱きついてるんですか!?　は、離れてください！」

　俺おれと柊ひいらぎさんの肩を手で掴つかみ、強引に引きはがす。

「ゆ、結ゆう野の!?」

　俺は慌あわてて声を上げる。

　結野はいま、俺の肩を掴んでいる。

　結野は男性恐怖症で、男性の体に触れるとその男性を殴ってしまう。

　なので……

「あ……」

　結野はしばし呆ぼう然ぜんとしたあと、すぐ顔を真っ青にして、

「こ、こここ、こわい……おとこのここわいいいいいいよォォォォォォ――ッッ！」

「ぶらまよおおおおおおおおおおおおおおん!?」

　俺の顔面にメガトンパンチをプレゼントしてくださった！

　すごい勢いで床に倒れた俺は、びょーんっと両足を真横に広げながら跳び上がり、

「いやっっはああああああ――っっ！　キタキタキタキタキタめっちゃキモチいいパンチキタ――――ッッ！　だばだばフォー！　だばだばだばフォー！　ぺろりんちょ！」

「コワイイイイイイイイィィィィ――――ッッッ！」

　結野のとどめの鉄てつ拳けんを喰くらって再び床に沈む。

「ぱおう……ぱおぱおう……」

　うひいいい……

　それにしても、結野がなぜここに……

　いや、発明部の部室にやって来たのは結野だけではなかった。

　結野に続いて、石動いするぎ先輩とみちる先生も。

「うわ、なによこの前衛的な棺かん桶おけみたいなのは!?」

「こんな風ふ情ぜいのない棺桶は絶対にノーサンキューだな」

　二人は部室にあったバーチャルゲームの装置を眺めながら、そんなことを言っている。

　俺は上半身を起こしながら、

「三人ともなんで……」

「あんたがいきなり連れ去られたから、気になってやって来たのよ」

　と、石動先輩。

　それから柊さんのほうを見て、

「あんたは前に部室の扉をぶっ壊したチビッコね。なんかよくわかんないけどブタロウに花を渡しにきた」

「チ、チビッコじゃないです！」

「チビッコにしか見えないんだけど」

「違うです！　というか、おまえも充分ちっちゃいじゃないですか！　いろんなところがっ！」

　と叫ぶ柊ひいらぎさんは、先輩の薄い胸をじっと見つめている。

　その視線に気付いた先輩は、

「な――てめえのほうが小さいだろうが！　この貧乳！」

「黙れです、貧乳！」

　二人は壮絶な感じで「貧乳」と罵ののしりあっている。

　なんか……

　端はたから見てると、とてもむなしい争いだった。

「やめないか、二人とも」

　仲ちゆう裁さいに入ったのは、みちる先生だった。

　先輩はくわっと怖い顔をしながらみちる先生を見つめ、

「この際、どっちの胸が小さいかはっきりさせようじゃないの！　――みちる姉ねえ、どっちのほうが貧乳かはっきり言って！」

「遠慮はいらないから言ってくださいです！」

「どちらのほうが貧乳……？」

　みちる先生は二人の胸を交互に見つめると、

「うーむ。どちらもゼロなものを比べることはできないな。つまり、同点ということだ」

「どちらも……」

「ゼロ……」

　先輩と柊さんはショックを受けた顔で固まっていた。

　どちらもゼロって……

　それはちょっと酷ひどい。たとえそれが真実だとしても。

　男の子怖い状態から回復した結ゆう野のは、ちょっと怒ったような顔で柊さんを見つめ、

「貧乳さん――じゃなくて柊さん、どうしてタローをここに連れ去ったんですか？　ひと気のないところで抱きつくためですか？」

「ち、違うです！　さっきのは感極まって思わず……だ、だから、違うのです！」

　柊さんは顔を真っ赤にし、両手をばたばたさせながら言う。

　そして。

　柊さんは、俺おれに説明したのと同じ内容のことを先輩たちに告げた。

「なるほど……それでブタロウを頼って……」

「はいです……この学校でノアが頼れる人は、砂さ戸どくん以外にいないですから……」

「うむ……」

　石動いするぎ先輩は両腕を組みながらしばらく考えたあと、

「わかったわ！　じゃあ、あたしたちも日ひ村むらとかいう奴やつの救出を手伝ってあげるわよ！」

　と、叫ぶように言った。

「えっ!?」

　柊ひいらぎさんは驚いた顔で、

「ど、どうして……」

「あたしは神様で、生徒の願いを叶かなえる第二ボランティア部の部長よ！　困ってる生徒を放ほうっておくことはできないわ！」

「わたしは……タローと柊さんが二人っきりでなにかをするのはいろいろ不安だからしょうがなくというか……」

「私も手伝おう。おもしろそうだから」

　先輩たちはなんか簡単に手伝うことを決めてしまった。

「…………」

　柊さんはちょっとのあいだ呆ぼう然ぜんとしたあと、うつむき加減で言った。

「ありがとうです……感謝するです……」

　先輩は装置を眺め、

「ふむ、装置はぜんぶで八つあるようね。一つは日村って奴が使用中、ここにいるのは五人……つまり、バーチャルゲーム世界にはあと二人は入れるというわけね」

「はいです」

「どうせなら、人数は多いほうがいいわね」

　言ったあと、携帯電話を取り出した。

　そして――

「……石動先輩、急用ってなんですか？」

「……なんなのよ？　しかも、すぐに来なかったら殺すって」

　俺おれの親友である葉は山やま辰たつ吉きちと、結ゆう野のの親友である間ま宮みや由ゆ美みさんを呼び出した。

　辰吉は、金髪で小柄な男子。不良っぽい外見をしているが、中身は超がつくほどの優等生。あと、女装趣味という変態的な趣味をお持ちの人でもある。

　間宮さんは、長い髪をツインテールにした細身の少女。間宮流マッサージ術という怪しげなマッサージ術の使い手だったりする。

「あんたたちに、協力してもらいたいことがあんのよ」

　先輩はにこにこ笑顔で事の次第を説明した。

　すると、

「ええ!?」

「はあ!?」

　二人は両目を大きく見開き、

「日ひ村むらって奴やつをすくうために……」

「バーチャルゲーム世界の中に……？」

「そうよっ！　というわけで、この棺かん桶おけみたいな装置の中に入りなさい！」

　と、石動いするぎ先輩。

「な、なんでわたしたちがそんなことしなきゃいけないのよ!?」

　間ま宮みやさんがそう怒鳴った。

「いきなり呼び出されて、そんなわけのわからな――ぐぶっ!?」

　間宮さんの言葉が途中で呻うめき声に変わったのは……石動先輩が、間宮さんの腹に拳こぶしを突き刺したからだった。

　気絶した間宮さんの体を投げ捨てるようにして、装置の中に放ほうり込む。

　先輩はくるりと辰たつ吉きちのほうに顔を向ける。

　辰吉の全身がびくりと震える。

「……あんたは、どうする？」

「も、もちろん協力するに決まってるじゃないですか！　あははははは！」

　辰吉は引きつった笑みを浮かべながら、装置に横たわる。

　先輩は「うんうん」と満足そうにうなずいたあと、俺おれたちのほうを見て、

「じゃあ、あたしたちもバーチャル世界とやらに出発よっ！」

　と、大声で言った。

　――俺たち七人は、棺桶型の装置に横になった。

　柊ひいらぎさんから事前に説明されたとおり、装置の中にある首輪のようなデバイスを装着する。

　スタートボタンを押す。

　すると――

「……っ!?」

　視界がぐにゃりと歪ゆがんだあと、テレビの電源を切るようにぷつんと消失。

　そして、ほんの一瞬、全身の感覚を完全に喪そう失しつする。

「ふあ……!?」




　気が付くと――

　俺は、見慣れない街中に立っていた。

「え……？」

　中世ヨーロッパにある感じの、あまり栄さかえてはいないが、あたたかみを感じさせるようなとある街――なんとなくそんなふうな街並みだった。本当になんとなくだが。

「俺は、さっきまで発明部の部室にいたはずなのに……」

　じゃあ、ここがバーチャルゲーム世界の内部なのか……

　俺おれは自分の全身を見下ろす。

　両手を握ったり開いたりする。

　すげえな……

　ほとんど現実と変わらない感覚だ……

　と、そのとき――

「な、なによこれっ!?」

「え、ええええっ!?」

「は、はわわっ!?　これはどういうことですか!?」

　という騒がしい声が、近くから聞こえてきた。

　この声は、一緒にバーチャルゲーム世界に入った石動いするぎ先輩たちの……

　俺は声のほうに視線を向けて、

「ええっ!?」

　びっくり仰ぎよう天てんした。

　そこには、石動先輩、結ゆう野の、柊ひいらぎさんがいる。

　いるのだが……

　なぜか、三人は小さくなっていた。

　七歳くらいの小さな女の子……そんぐらいの感じ。

　ぽむぽむと頭を撫なでたくなるような、かわいらしい女の子。

　そんな姿になってしまった三人が、自分の体を見下ろしながらとても慌あわてた様子を見せている。

「な、なんで、みんな小さく……」

　俺は呆ぼう然ぜんとしながらつぶやく。

　すると、石動先輩がキッと俺を睨にらみ付けてきて、

「知らないわよっ！　気が付いたらこんな姿になってたんだから！」

　と、怒鳴るように言った。

「おい、チビッコ！　これはどういうことなのよ!?」

「わ、わからないです……」

「わからないってどういうことよっ!?　あんたが作った機械なんでしょうが！」

「それはそうですけど……でも、本当にわからないです……なんで、こんな姿で構成されてしまったのか……」

　柊さんが泣きそうな顔で言う。

　それから、ハッとした表情になって、

「ちょっとステータスを表示してみるです！　なにかわかるかも……」

　そう言ったあと、自分の近くの虚こ空くうを見つめる。

　すると。

　その視線の先の空間に、なんかフレームに囲まれた文字が現れた。

「これがステータス画面です。『自分のステータスを見たい』って心の中で思うと出てくるようになってるです」

　そのステータス画面には、柊ひいらぎさんのフルネーム、職業、最大ヒットポイント、最大マジックポイント、攻撃力や防御力などなど、ロールプレイングゲームではおなじみの項目が並んでいた。

　柊さんはそのステータス画面をまじまじと見つめる。

「えっと、ステータス画面におかしなところは……あああ!?」

　柊さんは両目を見開く。

「しょ、職業の欄が……」

「職業？」

　俺おれたちは声をそろえて言うと、職業の欄に視線を向ける。

　そこには、こう記しるされてあった。




『職業：幼女』




　俺たちは絶句した。

　職業……幼女って……

　柊さんは慌あわてた様子で、

「お、おかしいです……ゲーム開始時の職業は『旅人』のはずなのに……幼女なんて職業はないはずなのに……」

「わたしたちの職業も……」

「幼女となってるわね……」

　結ゆう野のと先輩が続けて言う。二人も自分のステータス画面を出し、それを眺めていた。

　俺は普通の格好みたいだけど、職業はどうなってるのだろう。それが気になってステータス画面を出そうとしたとき――気付いた。

「へ……？」

　中世ヨーロッパっぽい街並み。

　その通りには、多くの人々が歩いている。

　だが……

　そこには、大人おとなの女性は一人もいなかった。

　通りを歩いている女性は、小さな女の子――幼女ばっかり。

　幼女しかいなかったのだ。

　俺おれの視線を追った先輩たちが、俺と同じ驚きに見舞われる。

「な……みんな幼女……」

　先輩たちは愕がく然ぜんとしている。もちろん俺も。

　男性たちは普通だった。少年がいたり、青年がいたり、老人がいたり……だが、女性は違う。幼女しかいない。

「そんな……どうして……」

　柊ひいらぎさんはつぶやく。

　いったいこれは……どうなってるんだ……？

　俺はハッとして、

「そ、そうだ！　みちる先生と辰たつ吉きちと間ま宮みやさんはどこに？」

「そういえば、どこにもいないです」

　俺たちはきょろきょろ辺りを見回す。

　が、みちる先生たちの姿はどこにもない。

「このバーチャルゲームは四人パーティー制……でも、普通ならあまった三人でもう一つのパーティーを作っているはずなのに……」

　柊さんは困惑した顔で言う。

「ノアたちが幼女の姿になって……街には幼女ばっかりで……プレイヤー三人が行方不明……おかしなことが重なりすぎてるです……」

　柊さんはハッとした顔になって、

「そ、そうです！　まずは情報収集！　いろいろと村人に尋たずねてみるです！」

　村人の話を聞いて情報収集するのは、ロールプレイングゲームの基本。

　一般的なロールプレイングゲームをモチーフにしているらしいこのバーチャルゲーム世界も、その例に漏もれない。

　俺たちは近くにいた髭ひげもじゃの男性に近づき、話しかけてみた。

　どうしてこの街には幼女しかいないのか。

　それを尋ねてみると、村人は、

「それは、大魔王ヒムーラの魔法のせいだ」

　と、言った。

「悪の大魔王ヒムーラが、世界中の女性を幼女にする魔法をかけたんだよ。そのせいで、女はみんな幼女になっちまった……」

　俺たちはなんとなく無言になった。

　大魔王ヒムーラって、もしかして……

「幼女ばっかりだから男たちは恋愛できない……幼女だから子供も産めない……このままだと人類は子孫を残せず滅亡してしまう……」

　村人は暗い顔でつぶやく。

　なんか、地味に世界の危機な感じだった。

「まあ、それはそれとして……」

　いきなり村人が目つきを鋭くした。

　そして、

「おまえ……気持ち悪いから、ちょっと俺おれから離れてくれないか？」

　そんなことを言ってきた。

　俺に向かって。

「へ……？　お、俺ですか？」

「おまえ以外に誰だれがいるってんだよクソが。ああイライラする！　おまえの顔を見てるだけでムカついてくるんだよっ！」

「…………」

　ええー……

　なんですか、このいきなりの暴言は。

「ケッ！　おまえなんて一刻も早く死ね！」

　そう言い捨てると、村人はのしのしと俺たちから離れていった。

　俺は呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　一刻も早く死ねって……

　酷ひどすぎませんか……？

　先輩は不思議そうな顔で俺を見上げ、

「ブタロウ、あんたあの人になんかしたの？」

「いえなにも……というか、いま会ったばかりじゃないですか……」

「おかしいです……あんなふうにプレイヤーに暴言を吐くようなプログラミングはしてなかったはずですが……なんかいろいろおかしすぎるです……」

　柊ひいらぎさんは両腕を組んで考え込んでいる。

　その後も村人たち数人に話を聞いた。

　その話をまとめると――




　ある日、大魔王ヒムーラがこの世界にやってきた。

　大魔王ヒムーラの魔法で、世界中の女性が幼女化した。

　このままでは人類は子孫を残せず、世界は滅亡してしまう。

　世界を救うためには、大魔王ヒムーラを倒して、幼女化の魔法を解くしかない。

　大魔王ヒムーラは、北の大陸にある魔王城に住んでいるらしい。




「ということみたいです。あと……」

　柊ひいらぎさんは俺おれを見上げ、

「どうして、みんな砂さ戸どくんのことを嫌っているですか……？」

「それは俺のほうが訊ききたいですよ……」

　言って、ため息をつく。

　どういうわけか、村人たちは皆、俺に酷ひどい言葉を言ってくるのだ。

　意味がわからない。

　俺がなにかしたのですか？

「どうやら、この世界がおかしくなってしまったのは、大魔王ヒムーラのせいらしいです」

「柊さん、大魔王ヒムーラってのはもしかして、奴やつのことでは……」

「た、たぶん、奴のことだと思うです……」

　俺と柊さんはげんなりした顔を見合わせる。

　いま俺たちの脳裏には、線の細いロリコン野郎の顔が浮かんでいるはずだった。

　俺たちは奴を救うためにこの世界にやってきたはずなのに……どうして……

「でも、どうやって最初に存在していた大魔王と入れ替わったですか……？　普通のプレイヤーにはそんなこと不可能です……」

　とにかく。

　俺たちは、大魔王ヒムーラの城を目指すことにした。

　大魔王ヒムーラに会っていろいろ話を聞けば、この世界の異変も、日ひ村むらがバーチャルゲーム世界から帰ってこない原因も、すべてわかるはず。

「大魔王はこの世界で一番強い存在です。だから、ノアたちもパワーアップしないといけないです」

　と、柊さんが言った。

「パワーアップってことは……モンスターを倒して経験値を得て、レベルアップしていくとか……」

　普通のロールプレイングゲームだったらそんな感じなので、俺はそう言ってみた。

　柊さんは首を横に振り、

「このゲームには経験値とかレベルアップとかいう概念はないです」

「え？　じゃあ、どうやって強くなれば……」

「お店で売ってる武器や防具を買うです。そうすれば強くなるです」

　柊さんの説明によると、店で売っている武器や防具を買って装備すると、単純に攻撃力や防御力が上がるだけではなく、最大ヒットポイントや最大マジックポイントなどの項目も連動して上昇するのだという。

　だから、強い武器や防具を買ってそれを装備すれば全体的な能力も上がるという寸法。

　スキルや呪じゆ文もんもアクセサリーなどの装備によって覚えていくらしい。

　あと、特定の武器や防具の組み合わせで、飛躍的に能力が上昇したり、特殊なスキルや呪文を覚えることなどもあるらしい。同じ系統の武器や防具を装備することで全体的な能力が底上げされたり、見た目にかっこいい装備を選ぶことで敵モンスターを魅み了りようする『チャーム』のスキルを覚えたり。

「つまり、強くなるにはいい装備をそろえるしかないと……」

「はいです。そのためにお金を得る必要があるです。お金を得るためには、モンスターを倒したり、ギルドでいろんな依頼を受けてそれを達成したり、どっかのお店でアルバイトをするみたいな方法もあるです」

「なるほど……」

　俺おれはうなずく。

　石動いするぎ先輩は両腕を組みながら、

「なんでも金次第ってわけか。なんか世せ知ち辛がらいわね」

「そう言われたら身も蓋ふたもないですが……このバーチャルゲーム世界はまだ未完成で、いろいろ改善の余地があるです。レベルアップの方法とかも、いずれは見直すかもしれないです」

　と、柊ひいらぎさんは弱った顔で告げる。

「とりあえず、武器や防具を売ってる店に行ってみるです。そこで、一番いい装備を買うです。お金はたんまりありますから」

「たんまり？」

「はいです」

　柊さんはにっこり笑顔。

　そして、お金の入っているらしい袋を取り出す。

　表示された所持金は……

　50万Ｇ!?

　ちなみに『Ｇ』はこの世界の通貨単位らしい。

「本来なら、ゲームスタート時にデフォルトで与えられているお金は２０００Ｇなのですが、ゲーム世界に入る前にちょっとズルをして所持金を増やしたです。これだけあれば、お金に困ることはないはずです」

　お金がものを言うこのゲーム世界。

　これだけの所持金があれば、かなり楽に冒険を進められるはずだ。

　俺たちは、武器や防具を売っている店に向かった。

　剣と盾をかたどった看板が掲かかげられた店。

　俺おれたちはそこに足を踏み入れた。

　わりと広めの店内。

　店内のそこら中に、様々な武器や防具などが並んでいる。

　そして。

　その店の店主は幼女だった。

　もともとは大人おとなの女性だったのだろうが、いまはかわいらしい幼女となってしまっている。幼女は俺たちの姿を見ると、「いらっしゃいませ！」と大きな声で言った。

　俺たちは店内をきょろきょろ見回す。

「へえ、いろんな強そうな武器が並んでるじゃない」

　と、石動いするぎ先輩。

　確かに、強そうな武器や防具がたくさんある。

　そのとき。

　俺はなにやら視線を感じた。

　見ると――

　店主の幼女が、俺を睨にらみ付けていた。

　幼女はなんだか怖い顔をしながら俺のほうに近づくと、

「おまえ……気持ち悪い」

「え……？」

　いまなんと？

「気持ち悪いから出て行け！　この変態が！」

「えええええっ!?」

　幼女まで俺に罵ば倒とうを……

　幼女は店の中にあった剣を構えると、

「出て行かないなら……斬きるしかないわね」

「なんで!?」

　そ、そんな……

　俺はなにもしてないのに、どうして斬られないと……はあ、はあ、はあ……

　幼女の攻撃的な気配に、俺はかなり興奮してしまっていた。

　幼女が「うりゃあああ！」と声を上げながら剣を振り下ろしてくる。

「ぬぼおおお!?」

　俺はなんとかそれを避よけた。

　ほんとに斬り付けてきやがった!?

「あんたいきなりなんなの!?」

「タ、タロー、大丈夫!?　ちょっと、やめてください！」

「やめるです！」

　先輩と結ゆう野のと柊ひいらぎさんが必死に幼女を押さえつけてくれる。

　その隙すきに俺おれは店から逃げ出した。




「ふう……酷ひどい目にあった……」

　店の外で、俺は大きく息をつく。

　そこで――気付いた。

　街にいる人々が……

　全員が……

　俺を、侮ぶ蔑べつと軽けい蔑べつと憎ぞう悪おのまなざしで見つめていることに。

　街にいる少年、青年、老人……幼女たちもみんな……

　そして。

「この変態が！」

「キモいんだよ！」

「迅じん速そくに死ね！」

　街の人々が口々に俺を罵ののしりながら、俺に向かって石を投げつけてきた。

「ぐはおおうっ!?」

　俺の体にぶつけられる、無数の石。

　その中には、当然、幼女の投げつけた石もある。

　というわけで、俺は――

「あひやんひやんちゃああああああああああああ――――っっ！」

　すっごく気持ちよくなってしまったのよ！　あはん！

　俺は聖者のように透明で穏やかな笑みを浮かべながら、両手を広げ、叫んだ。

「ま、街のみなさんっ！　もっとわたくしに石をぶつけなされ！　も、ももも、もっともっとぶつけなされええええ――っ！　あひゅうううう！」

　飛んでくる石の数が増える。

　罵ば倒とうの数も。

　おおおおおお、超絶きもちいいいい！

　痛くて痛くてきもちいいいぽおおおおお！　マゾヒストに生まれてよかったああああああああああ！

「こ、この騒ぎはなに!?」

　店から外に出てきた石動いするぎ先輩が驚きの声を上げる。

「ちょ、ちょっとあんたたち、やめなさいよっ！」

「やめてくださいっ！」

「やめるですっ！」

　先輩と結ゆう野のと柊ひいらぎさんが怒鳴るように言う。

　街の人々は蜘く蛛もの子を散らすように去っていった。

「いったいなにがあったのよ？」

　と、石動いするぎ先輩が尋たずねてくる。

　ドＭ的興奮を落ち着かせたあと、俺おれは言う。

「わかりません……いきなりみんなに罵ば倒とうされて、石を投げつけられて……」

　本当にわけがわからない。

「いったいなにがどうなってるですか……そうだ、砂さ戸どくん。ちょっとステータス画面を表示してくださいです。それを見たら、砂戸くんが街の人に酷ひどいことをされる原因がわかるかも……」

「わかりました」

　俺は心の中で「ステータス画面出ろ」と強く念じた。

　ステータス画面が空間に投影される。

　俺の名前や職業、最大ヒットポイントや最大マジックポイントなどが記しるされたステータス画面。

　それをみんなで眺めて、

「あああああああっ!?　こ、これは……」

　同時に声を上げた。

　おかしかったのは、先輩たちと同じく『職業』の欄。

　そこには、こう記されてあった。




『職業：変態』




「そんなものを職業にした覚えはありませんが!?」

　た、確かに俺はドＭの変態かもしれないけど、それは職業じゃないからね！　絶対に違うからね！

「なるほど……これですべての謎なぞが解けたわね……」

　と、先輩が神妙な顔でつぶやく。

「ブタロウの職業は変態……つまり、このゲーム世界内でブタロウは変態として認識されている。だから、街の人々から冷たく扱われたのよ。なぜならあんたは気持ち悪い変態だから」

「そ、そんな……」

　俺は言葉を失う。

「幼女なんて職業も変態なんて職業もおかしすぎるです……これは、誰だれかがプログラムをいじったとしか考えられません……」

　柊ひいらぎさんは難しい顔をしながらつぶやいている。

　なんとなく場は変な空気になってしまった。

　皆、押し黙っている。

「とにかく――」

　先輩は言った。

「当初の予定通り、大魔王ヒムーラの城に向かうわよ」

「は、はいです。それしかないです」

「まずはさっきの店で武器と防具を揃そろえる。ブタロウは店の外で待ってなさい。あんたの分の装備もあたしたちが買ってきてあげるから」

「は、はい……」

　俺おれはうなずく。

　そして――

　俺たちは、この街で一番高価な装備を揃えた。




　石動いするぎ美み緒お

　職業：幼女戦士

　武器：鋼はがねのバット

　頭部：綺き麗れいな髪飾り

　上半身：鉄の胸当て

　下半身：バトルスカート

　アクセサリー：デンジャラスな腕輪




　結ゆう野の嵐あらし子こ

　職業：幼女武闘家

　武器：ギザギザナックル

　頭部：いい感じのターバン

　上半身：軽かる業わざ師しの服

　下半身：軽業師のスカート

　アクセサリー：丈じよう夫ぶな腕当て




　柊ノア

　職業：幼女魔法使い

　武器：マジカルな杖つえ

　頭部：マジカルハット

　上半身：魔術師のローブ

　下半身：聖なるスカート

　アクセサリー：精霊のペンダント




　砂さ戸ど太た郎ろう

　職業：変態

　武器：スカートめくり用の釣つり竿ざお

　頭部：なし

　上半身：ボロい服

　下半身：恥ずかしいズボン

　アクセサリー：エロい雑誌




「ちょ、ちょっと！」

　俺おれは激しく怒鳴った。

「お、俺の装備、なんかおかしくないですか!?」

「しょうがないじゃない。職業が変態であるあんたに装備できるのは、これくらいしかなかったんだから」

　先輩は淡々と言った。

　職業によって装備できる武器や防具が違う。

　まあ、それはわかる。

　でも、いくらなんでもこれは……

　しかも、俺以外のみんなはいい武器や防具を装備したことによって最大ヒットポイントや攻撃力などもかなり上がっているのだが……俺だけはほとんど変わっていない。なぜですか。

　ちなみに、職業の欄も装備したものによって少し変わったりするらしい。俺は変態のままだったが……

「ちくしょう……こんなので、どう戦えばいいんだよ……」

　俺はスカートめくり用の釣り竿をぷらんぷらん揺らしながらつぶやく。

　というか、スカートめくり用って……

　俺は泣きそうになりながら、ヤケクソ気味に釣り竿を振り回す。

　そのとき。

　釣り竿の先、金属製のフックになっている部分が――

　柊ひいらぎさんのスカートに引っかかった。

「あ、すみません！」

　俺おれはフックを外そうと、慌あわてて釣つり竿ざおを引っ張る。

　すると――

　柊さんのスカートがめくり上がり、ショーツが丸見えに……

「は、はわっ!?」

「ぶっ！　す、すすすすすみません、柊さん！」

　真っ赤になりながらスカートを押さえる柊さん。

　俺はめちゃくちゃ焦あせりながら、釣り竿を振り回す。

　柊さんのスカートからフックが外れた。

　だが……

　外れたフックが、今度は結ゆう野ののスカートに――

「え……ひゃあっ!?」

「ぬがあ!?　す、すまん結野！」

　スカートをめくられた結野が、涙目でしゃがみこむ。

　なんてこった！

　これじゃあマジで変態じゃねえか！

「す、すぐに外さないと……えいやあ！」

　俺はテンパりながら釣り竿を引っ張る。

　フックが外れる。

　空中をさまよったフックは――

　なんと、石動いするぎ先輩のスカートに引っかかってしまいました。

「ブ、ブタロウ!?」

「おおおおお!?　す、すみません先輩！」

　やばい。

　早く外さないと殺される。

　焦りすぎてこれまで以上に力が入ってしまった。

「う、うおりゃ！」

　俺は真上に放ほうり投げる勢いで釣り竿を上げてしまって……

　その動きに連動して、スカートもすぽーんと……

「あ……」

　見事なほどにめくり上げられたスカート。

　先輩の真っ白なショーツが、この上なく丸見えになってしまって――

　恐ろしい殺気が周囲に迸ほとばしった。

「ど、どどど、どうやら、マジで死にたいようね……」

　先輩が鋼はがねのバットを構える。

「ち、違うんです先輩！　わざとでは――」

「この変態があああああああああ！」

「ぎゃばあああああああああああ！」

　俺おれは、死ぬほどおしおきされてしまった。




　俺たちは街の外に出た。

　次に向かう場所は――

「北東にある、トトゥース城です」

　と、柊ひいらぎさんが言った。

「トトゥース城は、この大陸を支配している王様が住んでいる場所です。この王様に会って、中央大陸への関所を開けてもらう。その関所を開けてもらう交換条件として、西の塔に住み着いた魔物を倒してくれと頼まれるはずです……普通なら……」

　柊さんはむむむと眉まゆ根ねを寄せ、

「でも……このゲーム世界はいろいろおかしくなってしまってるですから、なにが起こるかは行ってみるまでわからないです……」

「とりあえず、北東にあるなんとか城に向かえばいいのよね。じゃあ行きましょう！」

　石動いするぎ先輩が元気よく言った。

　と、そのとき――

　タッタタリラ～という軽快な音楽がなりはじめた。どこからともなく。

　え、この音楽はなんだ？

「これは……モンスターと遭遇したときの音です！　モンスターが現れるです！」

　その柊さんの言葉通り――

　俺たちの前に立ちふさがるようにして、モンスターが出現した。




　プルチョンが三匹、現れた！




　そんな文字が空中に投影される。

　プルチョンという名前のモンスター。それが三匹。

　俺たち四人は武器を構えた。

　だが――

　モンスターの姿を見た瞬間、俺たちはきょとんとしてしまった。

「こいつが……モンスター……？」

　体長一メートルぐらいの、黄色い色をした、丸くてぷるぷるした生き物。

　その真ん中に愛あい嬌きようのある大きな目と口がついている。

　なんか……

「か、かわいいな……」

　俺おれは思わずつぶやいていた。

「うん、かわいい……」

「かわいいです……」

　結ゆう野のと柊ひいらぎさんが、なごんだ顔をしながら言う。

「プルチョンは、このゲーム世界で一番弱いモンスターなのですが……ま、まさか、こんなにかわいらしいとは思わなかったです……」

　プルチョンはぷるぷる震えている。

　なんか、怯おびえているように見える。

　その怯えている姿もかわいらしい……癒いやされる……

　三匹のうちの一匹――プルチョンＡが、えいやっという感じで、結野に飛びかかってくる。

　が、結野はまったくダメージを受けない。

　プルチョンはぽよんと弾はじかれ、ふにゃあと倒れる。両目が『×』のマークになっていた。












　ほかの二匹、プルチョンＢとプルチョンＣが心配そうに近づき、慰なぐさめるように「ぷるぷる」と声をかけている。

　か、かわいすぎる……

　その倒れたプルチョンに――

「どりゃあああああああああああああ！」

　石動いするぎ先輩が鋼はがねのバットを振り下ろした。

　ぐちゃあああと無惨に破裂するプルチョンＡ。黄色の飛沫しぶきが辺りに飛んだ。




　プルチョンＡを倒した！

　２Ｇを手に入れた！




「…………」

　しん……と、その場が静まる。

「よっしゃあああ！　ぶち殺してやったわ！」

　先輩は鋼のバットを振り上げながら、歓喜の声を上げる。

「せ、先輩……」

「あ？　なによ？」

「いや、えっと……」

　よく、あのかわいい生き物を攻撃できましたね……

　俺おれと結ゆう野のと柊ひいらぎさんの視線の意味には気付かず、先輩は残りの二匹に目を向けると、

「よし、こいつらもぶち殺してやるわ！」

　びくり、と大きく震える二匹のプルチョン。

　そして――

　眼前に迫る死の恐怖に耐えられなかったのだろう、プルチョンＢとプルチョンＣはその場でれろれろと嘔おう吐とした。

　よく見ると、おしっこ的なものまで漏もらしている様子。

　おお、モンスターのくせに、なんて心が弱いんだ……

　そんなプルチョンに向けて、石動先輩が鋼のバットを振り上げる。

「み、美み緒おさん！　もうやめてあげて！」

「やめるです！」

　結野と柊さんが先輩にしがみつき、動きを止めた。

「な、なによあんたたち。あたしはただモンスターを倒そうと……」

　先輩が呆ぼう然ぜんとつぶやいているあいだに、プルチョンＢとプルチョンＣは「ぷるぷる」と言いながらこの場から逃げ出した。

「あーあ、逃げられちゃったじゃない！」

　先輩は怒っていたが、俺おれたちはホッと安心した。

　柊ひいらぎさんはばたばた両手を動かしながら、

「も、もうノアたちは充分なお金を持ってるです！　モンスターを倒してお金を稼ぐ必要もないのです！　だから、無駄な争いは避けるべきです！」

「でも、身に降りかかる火の粉は……」

「美み緒おさん、ここは柊さんの言うとおりにしましょう！」

「そうですよ、先輩！」

「わ、わかったわよ……」

　俺たちはなるべくモンスターから逃げるようにして、先を進んだ。




　しばらく歩くと、辺りが薄暗くなってきた。

「あ、夜になってきたです」

　と、柊さん。

　この世界にはちゃんと昼夜の区別があるんだな。

「今日はこの辺りで休憩することにするです」

　言うと、柊さんはアイテム欄を表示した。

　アイテム『コテージ』を選び、使用する。

　すると――

「おおっ!?」

　目の前に、一階建ての小こ綺ぎ麗れいな建築物が出現した。

「すごいわね……」

「わあ……」

　先輩と結ゆう野のも驚いた表情を浮かべている。

　俺たちはコテージの中に足を踏み入れた。

　かなり広めの小屋の中、というような感じだろうか。

　キッチンやお風ふ呂ろ場ばなどもあって、充分に住めるレベルの建物だった。

　このコテージ内にいる限り、敵モンスターと戦闘になることもないらしい。

　俺たちはいったん装備を外し、コテージに用意してあった軽装に着替えた。

「なんか、旅行に来てる気分だなあ……」

「そうね」

「うん」

　俺と先輩と結野はまったりくつろぐ。

「さて……まずは食事にするです」

　柊ひいらぎさんが言った。

　食事？

　俺おれたち四人はキッチンのそばにある、大きなテーブルにつく。

　テーブルの上には、ファミレスのメニュー表っぽいものが置いてあった。

　いろいろな料理が写真付きで紹介されており、その料理名の横には小さなボタンが付いている。

「気に入った料理があったら、その料理名の横にあるボタンを押してくださいです」

　ボタンを押すと……どうなるのだろう。

　俺は『松まつ阪ざか牛ぎゆうのステーキ』のボタンを押した。

　目の前のテーブルの上に――

　皿に盛りつけられたステーキが現れた。

「うおっ!?」

「注文した料理が一瞬で出てくるようになっているです。食材だけを出現させてキッチンで料理する……みたいなこともできるですよ」

「すげえ……」

　でも味のほうは……

　俺は、ナイフとフォークを手に取る。松阪牛のステーキにナイフを入れる。

　はむっと食べる。

「ぬは……っ！」

　う、うまい！

　マジでうまい！

「このバーチャルゲーム世界では味覚もちゃんと再現してるです。だから、本物の料理を食べたみたいな感覚が得られるはずです」

　確かにその通り。

　俺はがつがつとステーキを食べる。

　そんな俺の様子を眺めていた先輩と結ゆう野のはごくりと喉のどを鳴らし、

「あたしはキャビアとかアワビとか松まつ茸たけとかツバメの巣とか……高そうなもんが入った料理をしこたま頼むわっ！」

「わ、わたしは三つ星レストランの最高級フレンチのセットを……」

　俺たちはおのおの好きな料理を頼み、食べまくった。

「ふうううう……」

「ちょっと食い過ぎて苦しいわ……」

「堪たん能のうしました……」

「おなかいっぱいです……」

　俺おれたちは至福の表情を浮かべている。

　しばらくして、

「あ、そうだ……」

　先輩は椅い子すから立ち上がり、言った。

「せっかくお風ふ呂ろがあるんだから、ちょっと入ってくるわ」

　そっか、このコテージには風呂まであるんだ……

　先輩はお風ふ呂ろ場ばまで向かおうとして、途中で立ち止まる。

　それから振り返り、

「そうだ。嵐あらし子こ、チビッコ。せっかくだから一緒に入るわよ」

　と、告げる。

「これから冒険をともにする仲間なんだから、裸の付き合いをして親しん睦ぼくを深めるべきだわ。うん、さすがあたし。ナイス案」

「え……は、裸の付き合い……？」

　そんな声を上げたのは、柊ひいらぎさんだった。

　ちょっともじもじしながら、

「ノ、ノアはそういうのには慣れてないので遠慮したいというか、えっと、その……」

「うっさいわね。リーダーの言うことにはおとなしく従いなさい」

「やめてくださいです！　あと、なんでおまえがリーダーなのですか!?」

　先輩は柊さんの服の後ろ襟を掴つかむと、強引にお風呂場に連行していく。

「嵐子も来なさい」

「あ、はい、じゃあ……」

　結ゆう野のもお風呂場に向かう。

　先輩は俺のほうに顔を向けると、

「ブタロウも、来る？」

「えええっ!?」

　お、俺も!?

　いや、さすがにそれは……

　でも、パーティーの親睦を深めるためだったら、俺も加わらないといけないような気がしないでもないような……

　俺がもごもごしてると、先輩は目つきを鋭くし、

「……冗談に決まってるじゃない。あんたなに真剣に悩んでるのよ。キモッ」

　と、侮ぶ蔑べつした。

「つーか、幼女の格好してるあたしたちと一緒にお風呂入りたいなんて……あんたってそういう性癖まで持ち合わせてたの？　救いようがないくらい残念ね」

「タロー、まさか……」

「砂さ戸どくんも日ひ村むらと同じで……」

「ち、ちちち、違う！　それは誤解だ！　俺おれは幼女になんて興味ありませんから！」

「とにかく……もし覗のぞいたりなんかしたら、マジで死刑だから」

「覗きませんよ絶対に！」

　三人は警戒するような目を俺に向けながら、お風ふ呂ろ場ばに入っていく。

　やれやれ……ほんと酷ひどいな、先輩は……

　しばらくして、お風呂場からこんな声が――

「おらチビッコ！　あんたタオルなんか巻いてんじゃねーわよっ！」

「ひ、ひやあっ!?　なにするですか!?」

「嵐あらし子こもタオルは取りなさい！　裸の付き合いをするんだから！　とりゃあ！」

「きゃっ!?」

「な……ば、馬ば鹿かな、幼女のくせに胸がそこそこ……」

「あ、あり得ないです……バグってるです……」

「あたしたちはペッタンコなのに……完全なるペッタンコなのに……」

「ううう……おまえが裸の付き合いとか言い出すから、こんな敗北感を……」

「うるせえ！　なんかムカつくからあんたたち二人に恥ずかしい格好をさせてやる！」

「み、みみみ、美み緒おさんなにを!?」

「錯さく乱らんしたですか!?」

　……なんか、無駄に騒がしい。

　やがて。

　三人がお風呂から上がってくる。

「ふうーっ。気持ちよかったわー」

「あ、あんな恥ずかしい格好を……」

「は、裸の付き合いはもうこりごりです……」

　三人が上がってきたことだし、今度は俺が風呂に入るかな。

「あ……美緒さん、髪の毛をちゃんと拭ふかないと……」

　結ゆう野のは、濡ぬれ髪のままお風呂場を出た先輩に向かって言った。

「めんどくさい。……あ、そうだ。ブタロウ、あたしの髪を拭きなさい」

「へ？　俺がですか？」

「そうよ。早くしなさい」

　言うと、先輩は俺に背を向けぺたんと座り込む。

「わ、わかりました……」

　俺は先輩の後ろに座り込み、バスタオルで先輩の髪をわしゃわしゃと拭く。

「んー。気持ちいいわ」

　先輩は満足そうな声で言う。

　小さい女の子の濡ぬれた髪を拭ふいてあげる……なんか、ちょっとお父さんになった気分だな。

　と――

「あ、あの……」

　柊ひいらぎさんが顔を赤らめながら言う。

「ノ、ノアも、髪が濡れてるから……拭いてもらいたいです……」

「え？」

　柊さんも？

「ダ、ダメですか……？」

「いえ、ダメじゃないですけど……」

　というわけで。

　先輩の髪を拭き終わったあと、今度は柊さんの髪を拭いてあげた。

　いつもは頭の右側で結んでいる髪を解ほどいた柊さん。俺おれはバスタオルで柊さんの頭を包むような感じで、その髪を拭いてあげる。

「あ、あああ……すんごくいいです……」

「タ、タロー！」

　叫ぶように言ったのは、結ゆう野のだった。

「わたしも……わたしも拭いてほしい！」

「え……で、でも……」

　結野は男性恐怖症なんだから、それは無理なんじゃないかと……

　そう言うと――

「…………」

　結野はぷ～っと頬ほおを膨ふくらませた。

　そして、

「大丈夫！　きっと大丈夫だから！」

　と、ヤケクソ気味に叫ぶ。

　いや、大丈夫じゃないだろう。

　いくらそう言っても、結野は納得しない。完全に駄だ々だっ子状態。

　俺はかなり迷ったが――

　しょうがなく、髪を拭いてあげることにした。

　ちっちゃい結野と向かい合って立つ。

　結野は緊張した様子で立っている。

　俺おれはすぐ逃げ出せるようにと腰を引きながら、結ゆう野のの髪をバスタオルで包み、拭ふいてあげた。

　その瞬間。

　結野の表情が固まった。

　両目が泳ぐ。

　全身がぷるぷる震える。

　ああ、やっぱり……

「ここここ、こわいいいい――っ！」

「ヒッ――！」

　結野が拳こぶしを振り上げ、俺を殴りつける。

　だが――

「こわいこわいこわい！　おとこのここわい！」

　ぽかぽか。

　ぽかぽかぽか。

　幼女状態の結野の拳は……とても軽かった。

「こわいよ～っ！　ふえーんっ！」

　涙目で両拳を振り上げ、俺の腰の辺りをぽかぽか叩たたいている。

　まったく痛くないというわけではないのだが、ドＭが発動するほどでもない。

　まあ、いまの結野は幼女状態なのだし、装備も外してるし戦闘中でもないのだし、叩かれても痛くないのは当たり前か……

　なんかほほ笑ましくなって、俺は結野の頭に手を乗せる。なでなでと撫なでてやる。

「お、おおおおおとこのこ、こわいよおおお――っっ！」

　結野が大きく右みぎ拳こぶしを振り上げ、フィニッシュブロー。

　その、渾こん身しんの力を込めた右拳が――

　俺の股こ間かん部分に突き刺さった。

「ぼまあど――っ!?」

　いくら幼女の拳とはいえ――ここは例外。

　俺は悶もん絶ぜつしながら、床に崩れ落ちた。

　かなり気持ちよくなりながら。

「お、おおう、ちょういたくてきもちいい、はあ、はあ、はあ……」

「……あんたたち、なにやってんのよ？」

　先輩が呆あきれ顔でつぶやいていた。




　朝が来ると、俺たちは再び冒険に出発した。

　夜になるとコテージで休憩。朝に出発。

　そんなふうにして、十日間ほど平原を進むと――前方に大きな城が見えてきた。

「あれがトトゥース城です」

　柊ひいらぎさんが告げる。

　おお、あれが目的地のトトゥース城……

　俺おれたちはトトゥース城の城下町に入った。

　その瞬間――

　俺たちの周りを、武装した兵士たちが囲んだ。

「えっ!?」

　俺たちは驚きの声を上げる。

　兵士たちは剣や槍やりを俺たちに向けている。

　その数は……五十人以上。

　俺たちも武器を構える。

「なによあんたたち！」

　先輩が大声を上げる。

　と、兵士たちの中で一番年長者っぽい大柄な男が、

「女王様がお呼びだ。おとなしく、我らについてこい」

「はあ？　女王様？」

　先輩は挑発的な口く調ちようで、

「ふざけんな！　なんであたしたちがあんたらに従わなきゃいけないのよボケ！」

「せ、先輩！」

　俺は慌あわてて声を上げる。

「あんまり乱暴なことは言わないでください！」

「ああ？　なんでよ？」

「なんでって……状況がやばいから……」

「そんなもん知るか！」

「トトゥース城の兵士たちは、とても強力です……」

　柊さんが怯おびえた口調で言う。

「その兵士が五十人以上……いまのノアたちの力では、彼らを倒すことはできないです。ここはおとなしく言うとおりにしたほうがいいです」

「み、美み緒おさん、わたしもそう思います」

「……ちっ」

　柊さんと結ゆう野のに説得された先輩は、しぶしぶ鋼はがねのバットを下げる。

　やれやれ……この人は本当に好戦的だな……

「でも、どうして兵士たちが……こんなゲームシナリオは存在しないはずなのに……あと、女王様ってなんですか？　トトゥース城には王様しかいないはずです……」

　柊ひいらぎさんはぶつぶつつぶやいている。

　俺おれたちは困惑しながら、兵士たちに連行されるようにして城に向かった。




　兵士たちに連れられてトトゥース城に入る。

　王の間に通される。

　広く豪ごう奢しやな部屋。

　部屋の真ん中に太い線を引くような感じで赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、その終着地点には玉ぎよく座ざがある。

　その玉座には――

「オーホッホッホッホッ！」

　聞き慣れた高笑いをする人物が座っていた。

「愚ぐ鈍どんな兵士どもにしてはちゃんと仕事をしましたわね！　偉いですわよ！　オーホッホッホッホッ！」

　長い黒髪に涼やかな目元。

　あいつは――

　間違いなく、女装した辰たつ吉きちでございました。

「た、辰吉！　おまえなにやってやがる!?」

「お黙りなさい！　わたくしは辰吉ではなく、タツミ・アントワネット！　このトトゥース城の女王様ですわ！」

「な……」

　俺たち四人は絶句する。

　こいつが、この城の女王様だと？

「ど、どういうことですか!?」

　柊さんが慌あわてた口く調ちようで尋たずねる。

　玉座に座る女装辰吉は足を組み替えると、

「ゲーム世界に入って……気が付くと、わたくしは一人でこのトトゥース城の城下町にいましたわ。そして、城下町には幼女しかいないことを知った」

　静かな口調で告げる。

「そのときにふと思ったのですわ、もし、この世界にたった一人だけ幼女ではない女性がいたら……その女性は、神のように崇あがめられるのではないかと……」

　それで、こいつは女装を……

「予想は的中しましたわ。わたくしは、城下町で死ぬほどちやほやされ、崇められ、やがてはこの城の女王様となってすべてを支配するようになった……」

　ふっ……と、辰たつ吉きちは笑みを浮かべたあと。

　立ち上がり、両手を広げ、

「わたくしはこの世界で唯一の女性！　幼女ばかりだったこの世界に出現した、救いの女神！　世の男性どもは全員わたくしにひれ伏す！　ああ、なんて気持ちいい！　これこそわたくしの理想の世界ですわ！　オーホッホッホッホッ！」

「ふ、ふざけんじゃないわよ！」

　石動いするぎ先輩が怖い顔をしながら言った。

「あんた、当初の目的を忘れたの!?」

「当初の目的？」

「日ひ村むらって奴やつを現実世界に連れ戻すっていう目的よ！」

「ああ、そのことですの。そんな些さ細さいなことはもうどうでもいいですわ」

　些細なことって……

「わたくしは、この世界でずっと女王様をやりたいのですわ！　ちやほやされたいのですわ！　だから……」

　辰吉は目つきを鋭くする。

「あなたたちを、捕らえることにしたのですわ」












「え……？」

　俺おれたちを捕らえるって……

「残念な凡民であるあなたたちは、このゲームのシナリオ通りに大魔王の城に向かっているのでしょう？」

「あ、ああ……」

　俺はうなずく。

　大魔王ヒムーラ。

　その、あまりにもストレートな名前が表す人物が誰だれなのか……そんなことは簡単にわかる。俺たちは大魔王のもとにたどり着き、いったいどういうことなのか話を聞こうと思っているのだ。

「あなたたちが大魔王のもとまでたどり着き、大魔王と戦うことになって、もしも倒してしまったら……幼女化の魔法は解け、幼女ばかりの世界ではなくなってしまう。そうなったら、わたくしはちやほやされない」

　女装辰たつ吉きちはかなりイヤな笑顔で、

「というわけで、あなたたちが先に進むと困るのですわ！　だから、この城の地ち下か牢ろうで一生監禁することに決めたのでしてよ！　オーホッホッホッホッ！」

「い、一生監禁……」

　結ゆう野のが泣きそうな顔でつぶやく。

　お、おい、マジですか辰吉さん……

　自分がずっとちやほやされるために、俺たちを監禁するなんて……

「あんた、頭おかしいんじゃないの!?　このキモ変態が！」

　先輩が怒鳴る。

「貴様！　タツミ女王様になんて口の利き方を！」

　と、兵士の一人が恫どう喝かつする。

　先輩は兵士たちのほうを見て、叫ぶ。

「うるせえ！　おまえらも簡単に騙だまされてんじゃないわよ！　いい、よく聞きなさい！」

　それから辰吉のほうを指差し、

「――あいつはね、男なのよ！」

　大声で言った。

「……は？　男？」

　一瞬、きょとんとする兵士たち。

　そのあと。

　兵士たちはげらげらと笑い出した。

「いったいなにを言うと思ったら……無礼なことを言うな！　あんなにお美しいタツミ女王様が男性なわけないだろうが！」

「そうだそうだ！　あんなに女性らしい女性はほかにはいない！」

「大魔王ヒムーラの幼女化の魔法も、世界で一番お美しいタツミ女王様には効かなかった！　それは、女王様の美しさが魔法をはね返したからなのだ！」

「ああ、美しすぎるタツミ様！　結婚したい！」

「それが無理ならせめて踏まれたい！」

「オーホッホッホッホッ！　ほんと、そこの頭の悪そうな愚民はなにをほざいていますの？　兵士の言うとおり、わたくしほど女性らしい女性はこの世に存在しませんわよ！」

　あ、あの野郎、いけしゃあしゃあと……

　女装辰たつ吉きちはふふんと笑うと、

「どっちかというと、わたくしよりもあなたのほうが男性っぽくなくて？　その小さすぎる胸は、とても女性のものとは思えませんわ」

「な……い、いまあたしは幼女の姿になってんだから、胸が小さいのはしょうがないでしょうが！」

「では、幼女ではなく普通の状態だったら、人並みの胸を持っているというのでして？」

「ぐ……」

　先輩は言葉に詰まった。詰まってしまった。

　女装辰吉はにやにやしながら、

「この貧乳凡民は、自分の胸が小さいのを幼女化のせいにしてらっしゃるわよ！　本当は、幼女になってなくても貧乳ですのに！　むしろ幼女より貧乳ですのに！」

「て、てめえ……」

　先輩の殺気が高まっていく。

　兵士たちは嘲ちよう笑しようしながら、

「この貧乳が！　タツミ女王様に言いがかりをつけるのは、豊胸手術のあとにしやがれっ！」

「そうだそうだ！　このまな板女！」

「おまえこそ女装してるんじゃねえのか？　ゲラゲラゲラ！」

「おとなしく女王様に跪ひざまずきやがれ、貧乳！」

「貧乳！」

「貧乳！」

「貧乳！」

　王の間に広がる、貧乳コール。

　石動いするぎ先輩は、

「…………」

　なんかもう、言葉にはできないほど恐ろしい顔をしていた。

　子供の頃ころにこの顔を見ていたら絶対にトラウマになっていただろうって感じの、鬼よりも恐ろしい形ぎよう相そうだ。

　それから、絞り出すように、

「……貧乳で、なにが悪い」

「……そうです。なにが悪いですか」

　恐ろしい顔をしているのは、石動いするぎ先輩だけではなかった。

　柊ひいらぎさんも、めちゃくちゃ怖い顔をしている。

「ひ、柊さん？」

「貧乳だって……必死に生きてるです……」

「いやまあ、それは当たり前だと思いますけど……」

「み、美み緒おさんも、柊さんも、落ち着いてください……柊さん、さっき言ってたじゃないですか。ここの兵士たちは強力で、いまのわたしたちじゃあ勝てないって……」

「嵐あらし子こ……あんたにはわからないわ、この悔しさが……」

「そうです、貧乳ではないおまえにはわからないです……」

　石動先輩と柊さんが顔を見合わせ、ゆっくりとうなずき合う。

　同志を見つけた――二人はそんな顔をしていた。

　俺おれは嫌な予感がした。

　とても嫌な予感が。

　柊さんはキッと目つきを鋭くし、手に持っていた杖つえを掲かかげると、

「攻撃魔法――〈ファイヤーストーム〉」

　と、叫んだ。

　杖の先から炎が生まれる。

　膨張する炎と、激しい熱波。

　荒れ狂う炎はまるで生き物のように兵士たちに襲いかかる。柊さんのそばにいた兵士たちから「ぎゃあああ！」という苦く悶もんの声が漏もれる。

「ひ、柊さん!?」

　攻撃しちゃった！　強力な兵士たちに攻撃しちゃった！

　さらには、石動先輩も――

「スキル――〈猛烈バットクラッシュ〉」

　攻撃スキルを発動。

「おらああああああああああああ！」

　スキルの力で攻撃力を増した鋼はがねのバットを、柊さんの魔法でダメージを負おった兵士の体に問答無用で叩たたきつける。

「死ね！　死ね死ね死ね――っ！　生まれてきたことを後悔しながら死ね！」

「せ、先輩！」

　半狂乱になってバットを叩たたきつける石動いするぎ先輩。かなり怖かった。

「攻撃魔法――〈ライトニングアロー〉」

　柊ひいらぎさんの魔法が炸さく裂れつ。

　空中に生まれた数本の光の矢が、高速で飛ひ翔しようし、兵士たちの肉体を貫つらぬく。

「貧乳をなめるなです！　ライトニングアロー！　ライトニングアロー！　ライトニングアロォオォォオオォォ――――ッッ！」

　さらに出現する光の矢。

　雨のように兵士たちに降り注ぐ。

　狂ったように攻撃魔法を連発する柊さんも、かなり怖い……

「スキル――〈急所攻撃〉　死ねやボケエエエ！」

　石動先輩が、鋼はがねのバットの先端を槍やりのように突き出す。

　急所攻撃というスキルは、敵の弱点を攻撃してクリティカルヒットを出すというもの。

　石動先輩のバットの先端は――

　兵士の股こ間かん部分に突き刺さっていた。

　完かん璧ぺきなクリティカルヒット。

「げ、げぶす……っ！」

　兵士は悶もん絶ぜつして床に転がる。

　おお、なんて恐ろしいスキル……

　仲間を攻撃された兵士が黙っているはずがない。柊さんと石動先輩を中心に、戦闘は拡大していく。もうあやまってもゆるしてくれないだろう。

「ひいいいいい！　男の人こわいよおおおお！」

「げばあ!?」

　ああ、いつの間にか結ゆう野のまで戦闘に参加してるし……

「オーホッホッホッホッ！」

　騒然となった王の間に、耳みみ障ざわりな高笑いが響き渡る。

「おとなしく監禁されていれば死なずにすんだものを……もういいですわ！　兵士たち、その愚おろかなゴミどもを始末しなさい！」

　あ、あの野郎……

「うおおおお！」

「どらあああ！」

「でやあああ！」

　兵士たちが一斉に攻撃してくる。

　多勢に無勢。

　俺おれたちは次第にヒットポイントを減らしていった。

「く……このままじゃあ、全滅しちゃうわね……」

「は、はいです……」

「おとこのひとこわい……」

「ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　一カ所に集まる俺たち。

　皆、ヒットポイントが最大値の十分の一ぐらいまで減っている。スキルや魔法を使うために必要なマジックポイントも残りわずか。回復アイテムもない。

　満まん身しん創そう痍い。

　全滅寸前。

　くそ、いったいどうすれば……

「愚おろか！　愚か愚か愚か愚か愚かですわああああ！　自分たちの愚かさをあの世で悔やみなさい！　オーホッホッホッホッ！　オーホッホッホッホッホッ！」

　ムカつく……あいつ、すげえムカつく……

　俺は女装辰たつ吉きちを睨にらみ付け――

「そ、そうだ！」

　一つ、いい方法を思いついた。

「どうしたの、ブタロウ？」

「みんな……俺に一つ作戦があります！　道を切り開いてください！」

「え？」

　俺は――

　玉ぎよく座ざに向けて駆け出した。

「ブ、ブタロウ!?」

「砂さ戸どくん!?」

「タロー!?」

　駆ける俺の前方には――兵士たちの壁が。

　半分近くは倒したが、まだ多くの兵士たちが生き残っている。

「くそ、あのバカ、最弱のくせに！」

「タ、タロー！」

　石動いするぎ先輩と結ゆう野のが俺に続いてダッシュする。

　俺の前を塞ふさぐ数人の兵士たち。

　その兵士たちが、

「うりゅあああああああ！」

「こわいこわいこわいっ！」

　先輩と結ゆう野のの攻撃によって吹っ飛ばされる。

　俺おれは倒れた兵士を踏みつけ、前に進む。

　目指すは、辰たつ吉きちが座る玉ぎよく座ざ。

　兵士の振るった剣をなんとか避よけ、進む。

　だが――

「う……」

　目の前に大柄な兵士が立ちふさがる。

　一瞬足を止めてしまった隙すきに、兵士たちが俺を囲み込んでくる。

「攻撃魔法――〈ウインドクロー〉」

　その兵士たちが、柊ひいらぎさんの放はなった攻撃魔法によって吹っ飛ばされる。

　ナイスです、柊さん！

　玉座までの距離は十メートルほど。

　よし、ここまで近づけば……

「スキル――〈狙ねらったスカートは逃さない〉」

　俺がいま持っている唯一のスキルを発動させる。

　俺の持っている武器、スカートめくり用の釣つり竿ざおがほのかに輝き出す。

　狙ったスカートは逃さない――このスキルは、使用者の攻撃命中精度を劇的に上げるもの。

　本来なら、スカートめくりを確実に成功させるためのスキルなのだが……

　俺は釣り竿を後ろに振りかぶる。

　いま狙うのは――

　スカートではない。

「うおりゃあああああああああああ！」

　釣り竿を振り下ろす。

　釣り糸の先端についているフックが、兵士たちの頭上を越え、玉座に向かう。

　女装辰吉が目を見開く。

　逃げようとするが、もう遅い。

　フックは、俺の狙い通り――

　辰吉の頭に引っかかった。

「りゃああああああ！」

　俺は大声を上げながら、釣り竿を振り上げる。魚を釣り上げるような感じで。

　今回釣り上げたのは、スカートではない。もちろん魚でもない。

　フックの先に引っかかっているのは……

　長い髪のカツラ。

　辰たつ吉きちが女装するためにかぶっていたカツラだった。

　よし、成功だ！

　カツラが取れ、短めの金髪が露あらわになる。

　辰吉本来の髪が。

　いま、玉ぎよく座ざにいるのは、タツミ・アントワネット女王ではなく――

　ただの、葉は山やま辰吉だった。

「あ、あああああ!?」

　辰吉が「しまった」という表情をしながら頭を抱える。

「…………」

　突然の無音。

　兵士たちは辰吉のほうを見つめながら、時間が停止したように固まっている。

　やがて、

「え……？」

　兵士たちの一人が、ぽつりとつぶやいた。

「タツミ女王様は……男？」

　その一言をきっかけに、ざわざわと不審の波紋が広がる。

「男……なのか？　マジで？」

「ほんとに女装してたのかよ……」

「お、俺おれたちを騙だまして……」

「ハ、ハハハ、ジョークだと言ってくれよオイ……」

「げぼす！　げぼすげぼすげぼす！」

　玉座にいる辰吉は、顔を青くしている。

　そして。

　言うまでもなく、暴動が起こった。




「……本当に、すまなかった」

　兵士たちを束たばねているという兵士長が、深々と頭を下げた。その後ろにいる兵士たちも同じように頭を下げる。

「あんな女装変態に簡単に騙されてしまうとは……俺たちも焼きが回ったものだ……」

　さっきまで戦闘が行われていた王の間。

　いま、玉座には誰だれも座っていない。

　そこに座っていた奴やつは……いま、地下で拷ごう問もんを受けているらしい。

　自業自得とはいえ、ちょっとかわいそうになってくる……

　――辰たつ吉きちのカツラを取り、奴やつが本当は男だということをバラす。

　それに成功したら、兵士たちが奴にかしずく理由もなくなり、戦闘も終わるだろう。

　それが俺おれの考えた作戦だった。

「なんとかうまくいってよかった……」

　と、つぶやく。

「そういえば……」

　俺はふと気付いて、

「この城にいたのは辰吉だけ……みちる先生と間ま宮みやさんはどこに……」

「あ……ほんとです。三人でパーティーを組んで一緒にいると思ってたですが……」

　柊ひいらぎさんが首をかしげながら言う。

　どうやらスタート地点が違っただけではなく、パーティーすら組んでなかったらしい。

　みちる先生と間宮さんはどこにいるのだろうか？

　このまま冒険を続けていれば、どこかで会えるのだろうか？

　と――

「お詫わびの印に、これを受け取ってくれ」

　兵士長は謝罪の言葉を述べたあと、なんか紋章の描かれた大きな札を差し出してきた。

「これは、関所を通るための通行手形だ。これがあれば北にある関所を通ることができるだろう」

「この通行手形があれば、関所を通って中央大陸に行くことができるです！」

　柊さんがうれしそうに言った。

「じゃあ、すぐに出発よ！　中央大陸に向かって！」

　そんな先輩の声に俺たちは「おー！」と大声で応こたえた。

　城をあとにする俺たち。

　地下に続く階段のほうから、なにやら断だん末まつ魔まじみた声が聞こえたような気がしたが、俺たちは無視した。



















第二話　間奏　～太た郎ろうと七なな葉はのウソウソデート大作戦～







　ある休日の朝。

　俺おれ、砂さ戸ど太郎は、目を覚ました。

　自室のベッドから降りようとしたところで、

「……ん？」

　ベッドの横に、めちゃくちゃ大きな段ボール箱が置いてあることに気付いた。

　一辺が一メートルくらいある、四角い段ボール箱。

「な、なんだこれ？」

　よく見ると。

　その段ボール箱には、『砂戸太郎さまへ』という文字が書いてあった。

　その字には……

　とても見覚えがあった。

「…………」

　俺は段ボール箱を無視し、服を着替える。

　ジーンズを履はき、コートを羽は織おる。

　段ボール箱は見なかったことにして、部屋から退散しようと思ったのだが――

　部屋のドアを開けたとき、段ボール箱がガタガタともの悲しそうに音を立てた。

　このまま放置するのも……

　ちょっと、かわいそうかもしれない……

「……はあ」

　俺はため息をついたあと、段ボール箱に近づいた。

　あーあ。マジめんどくせ。

　段ボール箱に貼はってあるガムテープをびりびり剥はがす。

　ぱかっと開け、中を見る。

　その中には。

　さらさらの髪を肩ぐらいまで伸ばした、小柄な女性が入っていた。三角座りで。

　段ボール箱の中に入っているその人物は――

　俺の残念な姉貴である、砂戸静しず香かに間違いなかった。

　あまりにも予想通りの光景に、なんかブルーになる。

　やっぱ無視すればよかった。

「……なにやってんだよ、姉貴」

　俺おれは冷たい声で尋たずねる。

　が、姉貴は返事をしてこない。

　それどころか、三角座りをしたままぴくりとも動かない。

　顔は、怖いくらいの無表情。

　なんか虚こ空くうを見つめている。

　あと、よくわからないけど、姉貴は両耳の辺りにアンテナっぽいものを付けたりしていた。頭頂部には、ハット型の帽子をすごく小さくしたようなものも付いている。着ている服も微妙に変で、銀色のチカチカしたワンピースだったりした。

　なに、その格好？

　なんかのコスプレか？

「おい！　姉貴！　……ん？」

　そのとき気付いた。

　段ボール箱に『マニュアル』と書かれた冊子が入っていることに。

　俺はその冊子を手に取り、中を開く。












『このロボットを起動させるには、頭頂部の起動ボタンを押してください』

　という文字が手書きで書いてあった。間違いなく姉貴の字で。

「…………」

　ロボット？

　起動ボタン？

　かなり意味不明だったが、とりあえず俺おれは姉貴の頭にあるボタンらしきものを押してみることにした。このままでは話が進みそうになかったから。

　すると――

「……ウィーン」

　姉貴はなんか起動音っぽいものを言いながら立ち上がった。

　それから。

　俺のほうを見て、にぱっと笑みを浮かべる。

「ウィーン。おはようございます、マスター！」

「…………」

「わたしは、マスターに仕つかえるために作られた人型ロボットだよ！　マスターの命令ならなんでもきくの！　なんでも！　そう、どんなにエッチな命令でも……ぽっ……」

「姉貴……」

「なにも言わないでマスター！　わたしにはマスターの気持ちがわかるから！　……マスターが、もう辛しん抱ぼうたまらん感じで美少女ロボットであるわたしを視し姦かんしていることには、気付いてるから！」

「なにを言って――」

「だから、もう我慢しなくていいんだよとりゃああああああ！」

「うおっ!?」

　姉貴は俺に飛びつき、ベッドに押し倒した。

　ぎゅーっと俺に抱きつき、顔を上気させながら、

「ハァハァハァ。た、太た郎ろうちゃん――じゃなくてマスター！　いいんだよ、マスターの溢あふれんばかりの性欲を、わたしの体に思う存分そそぎ込んでいいんだよ！　遠慮なんかしなくていいんだよ！　ウィーン！」

「わけわかんないこと言ってんじゃねえ離れろやこらああああ！」

「ひゃあ――っ!?」

　俺は姉貴の体をベッドの横に投げ捨てた。

　俺は立ち上がり、

「姉貴！　いまの一連の茶番はなんだ!?　ロボットとかマスターとかなんなの!?　ついに脳みそが取り返しのつかないくらい気の毒な状態になっちゃったんですか!?」

「わたしはお姉ちゃんではありません。ロボットです。ウィーン」

「うるせえ！　それはもういいって言ってんだろうが！」

　そう怒鳴ると、姉貴は驚いた顔をして、

「太た郎ろうちゃん……わたしがロボットじゃないって気付いてたんだ……？」

「むしろ気付かないと思ってたのかよ!?　あんたの中の砂さ戸ど太郎はどこまでお馬ば鹿かさんに設定されてるんだい!?」

　まったく、このアホ姉貴は……

　姉貴は俺おれを見つめ、

「太郎ちゃんはね、意外と真面目まじめで道徳を重んじる性格だと思うの」

　と、言った。

「は？」

「だから……お姉ちゃんの愛情に応こたえることができない。だって、わたしと太郎ちゃんは姉弟きようだいだから。心と体はどうしようもなくお姉ちゃんを求めているのに、理性がそれをゆるさない……」

「いや、心と体も求めてないけど……」

「だからね、もしもどこかの研究所からお姉ちゃんにそっくりなロボットが送られてきたら……太郎ちゃんはいろんな束縛から解放されて、そのロボットに対してエッチなことをしまくるって思ったの。えへっ」

「おまえはどこまで馬鹿なんだ！」

　俺は叫んだ。

「ロボット!?　エッチなことをしまくる!?　そんなわけあるか！　アホ！」

「……ウィーン」

「ショボーンみたいな感じでウィーンを使うな！」

「……ウ、ウィーン」

「今度はなぜエロい表情で!?　そのウィーンのバリエーションわけわかんねえよ！」

　マジで馬鹿馬鹿しすぎる。悲しくなってくるほどに。

「おまえみたいなアホには付き合いきれん！　ちょっと散歩に行ってきます！」

　俺はドアを開け、部屋を出た。

　と――

　部屋に入ってこようとしていた母さんに遭遇した。

　母さんは……

　なぜか、七色に光り輝くあり得ない服を着ていた。

「母さん、その格好は……」

「私は母さんではありません！」

　母さんは叫ぶように言った。

「私は、セクシー星からやって来た異星人オカサーン！　だから地球人ではないのですっ！　もし私の姿があなたの大好きなある人に似ていたとしても、それはただの偶然！　だから、血のつながりとか道徳とかを気にせず性的な欲望を――」

「はあ……」

　コンセプトがまったくおんなじ。さすがアホ親子。

「あと、セクシー星って語句のセンスに昭和の匂においを感じるよな……」

　俺おれは母さんを無視し、階段を下りた。

「あ、あれ!?　た、太た郎ろうさん、なんか私の扱いがぞんざいすぎませんか!?　もうちょっとだけ私と絡んでくださいお願いプリーズ！」

　母さんが泣きながらなんか言ってたが、やっぱり無視した。




　玄関を出て、ぶらぶらと歩く。

　なんか勢いで家を出てきてしまったけど……

　どうしようかな……

　ちなみに。

　今日は、第二ボランティア部の活動はお休みなのである。

　石動いするぎ先輩と結ゆう野のとみちる先生が三人で買い物に行くから――という理由。

　なんでも、三人で下着を買いに行くらしい。

　というわけで、今日は暇なのだ。

「辰たつ吉きちも部活だしなあ……」

　俺は空を眺めながら、つぶやく。

　そこらへんを適当に歩いたり、図書館に行ってみたり、喫茶店に入ったりしてたら、時刻は正午近く。

　腹も減ったしそろそろ家に帰るかと思った、そのとき。

　俺の携帯電話が鳴った。

「メール……誰だれからだ？」

　俺は携帯電話を取り出し、ディスプレイを見る。

　メールの送信者は――

「七なな葉はちゃん？」

　俺の従姉妹いとこである、砂さ戸ど七葉ちゃんだった。

　七葉ちゃんからメールが来るなんて珍しいな。

　そんなことを思いながら、メールを表示する。

　メールには、

『いますぐ駅前の広場に来て！　速攻！』

　と書いてあった。

「いまから駅前の広場に……？」

　駅前の広場というのは、すぐそこにある広場のことだろうか？

　ということは、いま七なな葉はちゃんはこの街に来ているということである。

　でも、なんで急に呼び出したり……

「まあいいか。暇だし」

　俺おれはあまり深く考えず、駅前の広場に向かうことにした。




　駅前にある広場。

　そこにあるベンチの近くに、長身の美少女が立っている。

　光を通すと金色に輝いているように見える美しい髪に、綺き麗れいな光沢が印象的な瞳ひとみ。そして八頭身の完かん璧ぺきなスタイル。

　彼女は、俺の従姉妹いとこである七葉ちゃんだった。

　外面は完璧、でも内面はかなり黒いという、微妙に残念な感じの女の子だ。

　そして、そのそばには――長身の、かなり整った顔立ちをした男子が立っている。

　あれはいったい誰だれだろうか？

　俺は二人のいるほうに近づいていった。

　俺に気付いた七葉ちゃんは、ぱっと花が咲いたような笑顔を見せ、

「太た郎ろうくん！」

　と、言った。

　……太郎くん？

　いつもは太郎お兄ちゃんなのに、なんで今日は太郎くん？

　七葉ちゃんはたたたっと小走りで俺のほうに近づくと、

「もう！　約束の時間に遅れて！　太郎くんはほんとに遅刻魔なんだから！」

　ぷんぷんと怒る七葉ちゃん。

　約束？

　約束なんかしてなかったはずなんですけど……

「でも……」

　七葉ちゃんはすぐにまた笑顔に戻ると、

「太郎くんの顔を見たら、怒る気持ちよりもうれしい気持ちが勝っちゃって、やっぱり笑顔になっちゃうな。えへっ」

「…………」

　どうしたんだろう、今日の七葉ちゃんは。

　なんだかいつも以上に猫かぶりな感じだった。

　そのとき俺おれは、そばに立つ男子がちょっとつらそうな顔をしていることに気付いた。

　そうだ、彼はいったい……

「あ……風かざ峰みね先輩、紹介しますね」

　と、七なな葉はちゃんは男子のほうに向かって言う。

「この人が……あたしの彼氏の、太た郎ろうくんです」

「か、彼氏!?」

　いったいなにを言ってるんだよ、七葉ちゃん！

　俺は彼氏じゃなくて、ただの親しん戚せきなんだけど……

　七葉ちゃんは、混乱している俺の耳元に唇くちびるを寄せると、

「とりあえず口くち裏うらあわせて！　マジお願いだから！」

　素早く言った。

　口裏をあわせる……？

「彼氏……」

　低い声で言ったのは、男子――風峰くんとやらだった。

　風峰くんは真剣な顔で俺を見つめると、

「本当に……あなたが七葉さんの彼氏なんですか？」

「え？」

　違います。

　反射的にそう言ってしまいそうになったが、なんとかその言葉を呑のみ込む。

「そ、そうだよ、俺が彼氏の砂さ戸ど――ゴルバァ!?」

　言葉の途中で呻うめき声を上げたのは、七葉ちゃんが俺の背中の肉を千ち切ぎりそうな勢いでねじったからだった。

　や、やばいって……

　マジ千切れるって……

　風峰くんは怪け訝げんな顔をしながら、

「サドゴルバァ？　もしかして、外国の方なんですか？」

「さ、佐さ藤とう！　彼の名前は佐藤太郎っていうんです！」

　七葉ちゃんがちょっと慌あわてた様子で言う。

　それから、一瞬だけ怖い顔をして俺を見ると小声で言った。

「ちょっと！　彼氏と彼女の名みよう字じが同じだと不自然でしょ！　そこらへん少しは考えてくんないマジで！」

「あ……そ、そっか……」

　俺と七葉ちゃんの名字はどっちも砂戸だった。

　確かに、二人が同じ名みよう字じなのは不自然だ。そんな平凡な名字でもないし。

　七なな葉はちゃんは猫かぶりモードで、

「あの……これでわかってもらえましたか？」

　風かざ峰みねくんに告げる。

「…………」

　風峰くんは、しばらく俺おれたちのほうを見つめると、

「……いえ、まだ信じられません」

　首を振りながら言った。

「僕は、七葉さんと仲のいい友人全員に訊きいたんです。いま、七葉さんは誰だれか付き合ってる人がいるのかと。みんな首を横に振り、七葉さんに彼氏はいないと言いました」

「そ、それは照れくさくて隠してたから……」

「本当にそうでしょうか？　もしかして……僕のアプローチを断る理由を作るために、そこの人に彼氏のフリをしてもらってるのでは……」

「そ、そそ、そんなことないですよ。風峰先輩、疑いすぎです」

　七葉ちゃんは笑顔で告げる。

　が、そのこめかみが微妙に引きつっていた。

「と、とにかく、いまからあたしたちはデートの時間なので、これで失礼します」

「ご同行してもよろしいですか？」

「……はい？」

　七葉ちゃんが首をかしげる。

「あなたたちが本当の恋人どうしか確かめるために、デートに同行してもいいですか？」

「…………」

　七葉ちゃんはにこにこ笑顔。

　が、その笑顔の裏ではきっとこう思ってるだろう。なに言ってんだこいつ？　デートに同行したいとか言い出すのってマジあり得ないんですけど。ていうか頭おかしいの？

「えっと、それはさすがに……」

「やっぱり本当の恋人どうしではないんですね。だから、デートに同行してほしくない」

「そういうわけじゃないんですけど……」

「じゃあ、同行させてください。大丈夫です、後ろからこそっとついていくだけで、デートの邪魔は決してしませんから。お願いします」

「…………」

　七葉ちゃんは相変わらずの笑顔。

　が、その額ひたいには怒りマークが浮いているのだった。




「なにあいつ？　マジあり得ないんですけど。マジで。もう死ねよ」

　七なな葉はちゃんはギシギシ奥歯を噛かみしめながらつぶやいている。

「……七葉ちゃん、ちょっと落ち着けよ。風かざ峰みねくんに聞こえるぞ？」

　俺おれと七葉ちゃんは、繁はん華か街がいを並んで歩いている。

　その五メートル後ろを、風峰くんが尾行するようについてきているのだった。

　……いや、尾行みたいにこそこそはしてないけど。

「というか七葉ちゃん、いったいこれはどういうことなんだ？　まだなんの説明もされてないから、かなり意味不明なんだけど」

　俺は風峰くんには聞こえないよう、小声で言う。

　七葉ちゃんはむすっとした顔をして、

「あいつ……風峰先輩は、同じ中学校の三年生なのよ」

「中三……俺の一つ下か……」

　それにしては落ち着いてるし、大人おとなびて見える。

「あいつさ、あたしと付き合いたいって言って、すげえアプローチしてくんのよ。あんなのと付き合いたくなかったから、やんわり断ってたんだけど……でも、あいつ死ぬほど諦あきらめ悪くて……」

　へえ、あいつは七葉ちゃんのことが好きなのか……

「でさ、最悪なことに、今日地元の街を歩いてたら、偶然あいつと会っちゃったのよ。そしたらあいつ、いまからどこか遊びに行きましょうってすげえ勢いで誘ってきて……もういい加減うんざりしてたから、つい『今日はこれから彼氏とデートなんです』って言っちゃったわけなのよ」

　はあ、とため息。

「そこまで言ったら諦めると思ってたんだけど……あいつ、信じられないことに、彼氏に会わせてほしいとか言ってきやがったの。本当に彼氏がいるのか疑わしいって。……まあ、いないんだけどさ」

「なるほど……で、俺に代役を」

「そういうわけ。奴やつの隙すきをついて太た郎ろうお兄ちゃんにメールして、待ち合わせ場所に来てもらったのよ。彼氏に会ったら今度こそ諦めてくれると思ったんだけど……結果はこの有あり様さま。マジあいつイカれてんじゃないの？　あり得ないんですけど」

　七葉ちゃんはかなり苛いら々いらしている様子だった。

「そんなに嫌なら、もっとはっきり言えばいいんじゃないのか？　あんたなんか大嫌いだから二度と近づいてくんなとか」

「んなこと言えるわけないじゃん」

「七葉ちゃんなら言えそうだけど……」

　七なな葉はちゃんは再びため息。

「あいつ、顔はけっこうイケメンでしょ？　で、親も医者をやってるとかで金持ちなわけよ。成績もいいし前は生徒会長とかもやってたし人望もあるわけ。まあ、学校で一目置かれてる奴やつって感じ？　そういう奴だから、あんま下へ手たにあしらえないのよ……あたしの学校での立場や評判に傷が付いたりしたら最悪だから……」

「七葉ちゃんって、学校でも猫かぶってるのか？」

「猫かぶってるとか言わないでほしいんですけど。ただ、いい子ちゃんのフリをしてお馬ば鹿かな周りの人間を利用してるだけなんだから」

「…………」

　うーん、やっぱり七葉ちゃんは黒いなあ……

「だから、なるべく穏おん便びんな感じで方かたを付けたいんだけど……いや、なるべくじゃなくて絶対に……」

「というか、七葉ちゃんはなんであいつと付き合うのが嫌なんだ？」

「え？」

　七葉ちゃんはきょとんとした顔をする。

「イケメンだし金持ちだし頭がいいんだろ？　なんかかなり完かん璧ぺきっぽい感じがするんだけど……だから、付き合うのもアリなんじゃないかというか……」

「嫌よ、あんな奴。なんかちょっとナルシスト入ってるし」

　言ったあと、七葉ちゃんは俺おれを見上げ、

「つーか、付き合うのもアリとか……太た郎ろうお兄ちゃんは――」

「なんだ？」

「……た、太郎お兄ちゃんは、前に、あたしのこと妹みたいにかわいいって……そんなかわいい妹が、変な男と付き合うことになっても心配したりしないのかというか、えっと、その……」

　七葉ちゃんはなぜか少し顔を赤くしながら、ぶつぶつつぶやいてる。

「確かに、変な男だったら心配だけどな……」

「あいつは変な男なのよマジで！　デートに同行したいとか意味不明なこと言ってる時点でわかるでしょ!?」

　まあ、そうかもしれないけど……

　そのくらい七葉ちゃんを好きだからなのかもしれないし……もちろん、好きだったらなにをしてもいいってことにはならないが……

　と、そのとき――

　後ろをついてきている風かざ峰みねくんが、とても疑心に満ちたまなざしで俺たちを見つめていることに気付いた。

「な、なんだあの疑わしいものを見るような目は？」

「こわっ。そしてキモッ」

　もしかして、俺おれたちの会話が聞こえてしまっていたのでは……

　いや、そうじゃないっぽい。

　だったらどうして……

「わかったわ……」

　七なな葉はちゃんは神妙な顔でつぶやく。

「あいつがどうしてあんな疑わしい目をしてるのか……」

「え？」

　七葉ちゃんは――

　俺の左腕に、ぎゅーっと抱きつくようにして腕を組んできた。

「な、七葉ちゃん!?」

　突然のスキンシップに、俺は激しく動揺してしまう。

　な、なんか、七葉ちゃんのふくよかでやわらかい部分がもろに当たって……

「な、七葉ちゃん、突然なにを……」

「……恋人どうしなんだから、腕を組んだりするのは当たり前でしょ」

　七葉ちゃんは唇くちびるを尖とがらせるようにして、囁ささやいた。

　その顔は真っ赤になっていた。

「か、勘違いしないでよねマジで。これは、あいつの目をごまかすためにしょうがなくやってるんだから……ほんとなんだから……」

「あ、ああ、それはわかってるけど……」

　確かに、俺と七葉ちゃんが腕を組んだ瞬間、風かざ峰みねくんの体から放はなたれていた疑心暗鬼オーラがやわらいだ。

　俺と七葉ちゃんは、腕を組んだまま繁はん華か街がいを歩く。

　二人とも慣れてないので、かなりギクシャクしながら。

　このギクシャク具合で恋人のフリをしていることがバレないか冷や冷やしながら、繁華街を進む。

「……というか、七葉ちゃん。これからどうするんだ？」

「えっと……」

　俺たちは本当にデートをするつもりではなかった。

　だから、なにをして遊ぶかとかまったく決めてない。

　いまどこに向かっているのかさえわからない。

「まずはお昼ごはんね」

　と、七葉ちゃんが言った。

「まだごはん食べてないから、チョー腹へってんの」

「俺おれもまだ食べてなかったな」

　午前中、喫茶店に入ったりしたが、紅茶を飲んだだけだった。

　というわけで。

　俺たちは、繁はん華か街がいにあるファミレスに向かった。

　ファミレスに入り、二人がけの席に向かい合って座る。

　その隣の席に――

　風かざ峰みねくんが腰を下ろした。

「…………」

「…………」

　俺と七なな葉はちゃんは風峰くんを見つめる。

　風峰くんは、俺たちの視線に気が付くと、

「僕のことは気にしないでください。ここで観察してるだけですから」

　いや、気にするなと言われましても……

　まあ、彼のことはなるべく考えないことにしよう。

　俺はハンバーグ定食。

　七葉ちゃんはパスタを頼む。

　俺たちは普通に昼食を食べ終える。

　そのとき――

　隣の席に座る風峰くんが、再び疑心に満ちた目を俺たちに向けてきた。

　ちなみに、風峰くんは料理などはなにも頼まず、ただそこに座ってお冷やをすすっている。かなり迷惑な客だった。

　俺はぎょっとしながら、風峰くんを見る。

　な、なんであんな目を!?

　風峰くん的に、俺たちの食事は恋人っぽくなかったのか!?

「や、やばいんですけど。なにか恋人っぽいことをしないと……」

　七葉ちゃんは微妙にうろたえながら、

「あの――こ、これを注文しますっ！」

　メニューに載っていたとあるデザートを指差し、ウエイトレスに注文する。

　そして。

　ウエイトレスが運んできたそのデザートは……

「お待たせしましたー。スーパーバカップルジュースですー」

　大きな器うつわに注がれたジュースに、ストローが二本刺さっているというもの。

　カップル用のメニューだった。

　俺おれは戦せん慄りつの表情とともに、

「な、七なな葉はちゃん……これは……」

「しょ、しょうがないじゃない！　これぐらいやんないと……」

　テーブルの真ん中に置かれている、スーパーバカップルジュース。どうでもいいけど、このネーミングは酷ひどいと思うよ。

　俺と七葉ちゃんは。

　お互い、ストローを指でつまむ。

　おいおい、マジでこれやるんですか？

　一つのジュースを二人で飲むなんて……

　そんなの、いまどき恋人どうしだってやらないだろ……

「…………」

　七葉ちゃんはストローをつまみながら、高熱があるのではと心配になるほど顔を真っ赤にしている。

　や、やっぱりこれは恥ずかしいよな……

　こんな恥ずかしいジュース、いくら恋人どうしでも飲めないよなー。冗談っぽくそう言ってごまかすか？

　いや、疑い深い風かざ峰みねくんのことだ、そんなことをしたら即アウト、こいつらは恋人どうしではないという判定を下すだろう。

　風峰くんは俺たちをじーっと見つめている。

　いかん。

　躊ちゆう躇ちよの時間が長くなればなるほど、風峰くんの不審感は高まっていく。

　それは七葉ちゃんも悟っているだろう。

　俺は七葉ちゃんの目を見て、小さくうなずいた。

　七葉ちゃんは唇くちびるをふるふる震わせながらも、同じようにうなずいて見せる。

　俺と七葉ちゃんは、決死の表情で――

「ふぐ……っ！」

「はむ……っ！」

　ストローに口を付け、ジュースを吸い込んだ。

　ズゴゴゴゴゴとジュースを吸い込む。息継ぎなしで。

　すごい勢いで減っていくジュース。

　あっという間になくなる。

　ジュースを飲み干すと、俺と七葉ちゃんはストローから口を離し「ぷはぁ！」と大きく息をついた。

「ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

「はあ、はあ、はあ……」

　俺おれたちはしばしのあいだ呼吸を整えると、

「おいしかったな、七なな葉はちゃん！」

「そうね、太た郎ろうくん！」

　かなり神かみ懸がかった作り笑いをしながら、言い合った。




　ファミレスを出て、再び繁はん華か街がいを歩く。

　もちろん、腕を組んだまま。

「…………」

「…………」

　やっぱり腕を組むのには慣れないな。

　七葉ちゃんだってそうなのだろう。いつもは攻撃的な七葉ちゃんが、いまは借りてきた猫みたいに縮ちぢこまっている。もしかしたら、さっきのジュースの影響が残っているからかもしれないが……

「七葉ちゃん、次はどうする？」

「えっと……太郎くんが決めて。あたし、太郎くんが行きたいところなら、どこでもいいから」

　七葉ちゃんはかわいらしく言ってくる。もちろん演技なのだが。

「そうだな……じゃあ、ボウリングでも行くか」

　というわけで――

　俺と七葉ちゃんは、ボウリングをすることにした。

　靴を借り、ボウリング場に入る。

　八レーンのボウリング場。

　俺と七葉ちゃんは、一番端のレーン。

　その隣のレーンには……

　やっぱり、張りつめた顔をした風かざ峰みねくんが座っているのだった。

　じーっと俺たちを見つめている風峰くん。

「……や、やりにくいな」

「……マジでキモいんですけど」

　俺と七葉ちゃんは普通にボウリングを行う。

　七葉ちゃんはボウリングの球を持ち、「えいっ」という感じで投げる。

　ボールはころころと転がり、ガーターに。

「やだぁ。ガーターに行っちゃったよぉ」

　あくまで猫かぶりを続ける七葉ちゃん。

　俺おれも投げる。

　一投目は七本倒し、二投目でスペアを取る。

「よし！」

「太た郎ろうくん、やったぁ！」

　ハイタッチをする俺と七なな葉はちゃん。

　うんうん、普通のカップルっぽい行動だ。たぶん。

　風かざ峰みねくんも「ここはまあいいでしょう」みたいな顔をしている。

　俺は風峰くんに、

「あ、あのさ、風峰くん……」

「なんですか？」

「風峰くんもせっかく来たんだから、ちょっと投げていけばいいんじゃないか？　お金は払ってるんだし、もったいないから……」

「……そうですね。じゃあ、ちょっとだけ」

　言って、風峰くんは立ち上がる。

　ボールを持ち、投げる。

　見事にストライク。

　二回目もストライク。

　三回目もストライク。

「……ふう」

　風峰くんは息をつき、

「簡単すぎてつまらないな。こんな遊びで楽しめるみんながうらやましい」

「…………」

　こいつ、じつはちょっとヤな奴やつなんじゃなかろうか。そう思った。




　ボウリング場から出ると、ゲームセンターに向かった。

　ＵＦＯキャッチャーの筐きよう体たいの前で、七葉ちゃんが、

「わあ。このぬいぐるみ、すごくかわいいなぁ」

　と、中に置かれているタヌキのぬいぐるみを眺めながら言う。

「あたし、やってみるね」

　言って、七葉ちゃんは筐体に百円玉を投入する。

　クレーンを動かし、タヌキのぬいぐるみを狙ねらう。

　が、失敗。

「あーん、くやし～。もう一回」

　再びチャレンジ。

　また失敗してしまう。

「もう一回だけ……」

　三度目のチャレンジ。

　これも残念ながら失敗してしまう。

「もおー。なんで取れないのかなぁ」

　七なな葉はちゃんは頬ほおを膨ふくらませながら言う。

　もちろんこれは猫かぶりモード。

　そのとき――

　俺おれは、またもや風かざ峰みねくんが不審に満ちた目をしていることに気付いた。

　そ、そうか！

　今度はわかりやすい。

　俺は七葉ちゃんの肩に手を置き、

「代わろう、七葉ちゃん」

「え……？」

「あのぬいぐるみは、俺が取ってやるよ」

「太た郎ろうくん……」

　これが正解なんだろ、風峰くん。彼氏として。

　案の定、風峰くんは不審オーラをやわらげている。

　でも……

　俺って、じつはこういう系統のゲーム、あんまりうまくないんだよな……

「とりあえず、やってみるか」

　俺は百円玉を投入し、ゲームをスタートさせた。

　一回目はまあ失敗。

　二回目も失敗してしまった。

　三回目も失敗。

　四回目も、五回目も、六回目も、七回目も――

「ふ、ふぐぐ……」

「た、太郎お兄ちゃん、もうやめときなよ……」

　七葉ちゃんが囁ささやくように言ってくる。

　俺はその忠告を無視し、百円玉を投入する。

　これで、ちょうど二十回目。

　結果は……

　当然のように失敗。

「…………」

　つまり。

　合計で二千円もの大金が、このゲーム機の中に吸い込まれていったことになる。もちろん、ぬいぐるみは一つも取れていない。

　ば、馬ば鹿かな……これは悪魔のゲームか……？

「太た郎ろうお兄ちゃん……」

　七なな葉はちゃんが、風かざ峰みねくんに聞こえないよう注意しながら告げる。

「もうマジでやめときなって。いくらやっても、太郎お兄ちゃんの腕前じゃあ無理だと思うし。ていうか、あたし本当はあのぬいぐるみほしいとか思ってないし。そう言ったほうが女の子的にかわいいかなーって思って言っただけで」

「そ、そうなのか……？」

「うん」

　七葉ちゃんはこくりとうなずき、

「だから、これ以上はやめときなよ」

「…………」

　だが……

　ここでやめてしまえば、いままで投入した二千円が無駄になる。

　無駄死にということになってしまう。

　それは……あまりにもつらい。

　だから俺おれは――

　財布の中から、百円玉を取り出した。

「た、太郎お兄ちゃん、まだやるの？」

「ああ……どうせ、これが最後の百円玉だしな……」

「さ、最後？」

　言うまでもないことだが、札はもうないし、五百円玉が残っているということでもない。正真正銘、最後の百円玉なのである。

　これがラストチャンス。

　いけ、ラスト百円玉。仲間の死を無駄にするな。

　そんな想おもいを込め、百円玉を投入する。

　そして、慎重にボタン操作。

　クレーンが動く。

　俺は意識を集中させ、

「ここだっ！」

　びしっと最後のボタンを押した。

　クレーンがゆっくりと下がっていく。

　ぱかっと開く。

　閉じる。

「あっ！」

　と、七なな葉はちゃん。

　クレーンは――タヌキのぬいぐるみを掴つかんでいた。

「ナイス！」

　だが、クレーンはがっつりぬいぐるみを掴んでいるわけではない。ぎりぎりで掴んでいるだけ。いつ落ちてもおかしくはない状態。

　クレーンはぬいぐるみを吊つるしたまま、のろのろ出口に向かう。

　頼む、落ちないでくれ……っ！

　その願いが天に通じたのか――

　タヌキのぬいぐるみは、無事に出口まで到達した。

「よしっ！」

「やったぁ！」

　歓声を上げる俺おれと七葉ちゃん。

　俺は出口から、タヌキのぬいぐるみを取り出した。

　俺はそのぬいぐるみを、

「はい、七葉ちゃん」

　七葉ちゃんに手渡した。

「え……？」

　七葉ちゃんは驚いた顔で、

「い、いいの？　あたしがもらっても」

「そりゃあ……七葉ちゃんのために取ったものだから」

「でも、あんな大金を使って取ったもんだし……」

　本気で遠慮している様子の七葉ちゃん。

　俺は笑いながら、

「いいって、そんなの気にしなくて。……あ、そっか、七葉ちゃんはべつにそのぬいぐるみがほしかったわけじゃなかったっけ。じゃあいらないか」

「……んーん」

　七葉ちゃんはふるふると首を横に振る。

　そして、タヌキのぬいぐるみをきゅっと胸に抱き、

「……ありがとう、太た郎ろうくん。大事にする」

「あ、ああ……」

　とても優しい顔でぬいぐるみを見つめている七葉ちゃん。

　そのほほ笑みは……猫かぶりにしてはあまりにも綺き麗れいすぎると、そう思った。




　で、本日のデートは終了した。お金が尽きたから。

　夕暮れ近く。

　俺おれと七なな葉はちゃんと風かざ峰みねくんは、一番最初に集まった駅前の広場に立っている。

「こ、これでわかってもらえたかな？　俺と七葉ちゃんが本当に恋人どうしだって」

　俺は風峰くんに告げる。

　風峰くんは両腕を組みながら、じっと考え込んでいる。

　そして――

「いえ……やっぱり納得できません」

「へ？　な、なんで？」

　風峰くんは俺を指差し、

「あなたから、七葉さんを大切に思う気持ちが感じられなかったからです」

　と、言った。

「そもそも、本当にあなたが七葉さんの彼氏だったら、しつこくつきまとったりデートにまでついてくる僕をゆるしたりはしないはずです。怒って殴りかかってくるくらいが普通だと思います」

　……確かに言われてみればその通りかもしれないけど、いまさらそれを言いますか？　できれば最初のほうに言っておいてほしかったです。

「だから、あなたは七葉さんの彼氏じゃないということです。……仮に、あなたが本当の彼氏だったとしても――」

　風峰くんは堂々と言い放はなつ。

「僕のほうが、あなたよりも七葉さんにふさわしい」

　おお、すげえ自信だ……

　風峰くんは自分の胸に右手を添えるような格好で、

「自分で言うのもなんですが、僕はイケメンです。あと、自分で言うのもなんですが、家が金持ちです。それと、自分で言うのもなんですが、優秀な頭脳を持っています。さらに、自分で言うのもなんですが、器うつわも大きいし性格も優しいです」

「はあ……」

「というわけで、僕のほうが七葉さんにふさわしい。だから、僕は七葉さんを諦あきらめません。絶対に」

　……うーん、じつはこいつ、あんまり完かん璧ぺき人間ではないような気がしてきた。なんとなくだけど。

　七葉ちゃんは――

　俺おれの横で、とても困った顔をしていた。

　俺はその顔をじっと見つめる。

　もしかすると……

　七なな葉はちゃんは、俺が思っていた以上にこいつから言い寄られることを嫌がっていたのかもしれない。

「…………」

　俺は――

「黙って聞いてりゃあ……」

　目つきを鋭くし、風かざ峰みねくんを睨にらみ付けた。

「好き勝手言ってくれるじゃねえか？　ああ？」

「た、太た郎ろうくん？」

　七葉ちゃんはちょっと驚いた顔をしながら言ってくる。

　俺はそれを無視し、続ける。

「おまえに殴りかからなかったのは、七葉ちゃんの学校での立場を考えてのことだ！　そうでなかったら、おまえなんて一秒でぶっ飛ばしてる！」

　ここで、こいつを諦あきらめさせないと――

　七葉ちゃんが、もっと苦しむことになる。

　俺の大事な、妹みたいにかわいい従姉妹いとこの女の子が。

「七葉ちゃんには自分のほうがふさわしい？　笑わせんな！　おまえが俺たちのあいだに入る隙すき間まなんてねえんだよ！」

「僕にはそうは思えません」

　風峰くんはきっぱりと言う。

　うーむ、慣れない脅おどしを仕掛けても、効果はあんまりないか……

　もっとちゃんとした証拠を見せないと……

「本当に馬ば鹿かだな、おまえは！　いいか、よく見てろ！」

　言うと――

　俺は、七葉ちゃんを強く抱きしめた。

「――っ!?　た、たたた、たたたろうくん!?」

　七葉ちゃんは俺の腕の中でかなりうろたえている様子。

　顔がリンゴみたいに真っ赤になり、ちょっと体が震えている。

　ごめん、七葉ちゃん。もうちょっとだけ我慢してくれ。

　俺はさらに強く七葉ちゃんを抱きしめると、

「どうだ!?　俺たちはこんなにも愛し合ってるんだ！　公衆の面前で抱き合ったりできちゃうほどに！」

「…………」

「これでわかっただろうが！　俺おれと七なな葉はちゃんはラブラブな恋人どうし！　この愛を邪魔することは誰だれにもできないって！」

「…………」

「わかったらさっさと帰りやがれっ！　そして二度と七葉ちゃんにちょっかいをかけんな！　もし、今度七葉ちゃんにちょっかいをかけたら……カポエラ十七段の俺が、おまえをボコボコにするぜ……」

　決まった。

　俺はそう思った。

「カポエラ十七段……あなたには格闘技の心得が？」

「ああ！　ワールドクラスの強さだ！」

「なるほど……」

　風かざ峰みねくんはなぜか全身から殺気を迸ほとばしらせながら、

「……どうして、あなたみたいな人間と七葉さんがお付き合いしているのか……その理由が、いまわかりました……」

「へ？」

「あなたは、その格闘能力で七葉さんを脅おどしていた……自分の恋人になるように……」

「えーっと……おまえ、なに言ってるんだ？」

「か弱い女性を暴力で屈服させるなんて、ゆるせません……」

「…………」

「奇遇なことに――」

　風峰くんは半身に構え、

「僕にも格闘技の心得があるんです」

「え？」

「物心ついた頃ころから空手をやっていて、いまでは七段です」

「か、空手七段……」

「あなたのカポエラ十七段と勝負しましょう……七葉さんを守るために……」

　風峰くんは本気で言っているようだった。

「…………」

　他人の迷惑を顧かえりみないほど自己中心的で、思いこみの激しい性格。そして微妙にストーカー気質。

　もしかして、こいつかなり駄目な奴やつなのではないだろうか……？

　俺は七葉ちゃんから離れる。

　風峰くんはじりじり俺に近づいてくる。

　え、この人、マジでケンカするつもり？

　マジですか？

　もちろん俺おれに格闘技経験などない。

　俺は慌あわてながら、

「ちょ、ちょちょ、ちょっと待って風かざ峰みねくん！　冷静に話し合おう！」

「キエエエエエエエエエ――ッッ！」

　風峰くんは気合いの声を上げると――

　右の正せい拳けん突づきを放はなってきた。

「――っ!?」

　めちゃくちゃ鋭い。避よけられるわけがない。

「ぐ、ぐはあああ――っ！」

　風峰くんの正拳突きをもろに顔面に喰くらった俺は、激しく後方に吹っ飛んだ。

　無ぶ様ざまに地面に倒れる。

　う、うおおおお……死ぬほど痛い……

「た、太た郎ろうくん!?」

　七なな葉はちゃんが血相を変えながら駆け寄ってくる。地面に膝ひざをつき、

「太郎くん、大丈夫!?」

「いつつ……」

　大丈夫、と言いたいところだが、あんまり大丈夫ではない。

　かなりいいところに入ってしまったようだ。なんか頭がぐらぐらする。

「太郎くん……」

　そのとき――

　俺は確かに『ブチッ』という音を聞いた。

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる音を。

　七葉ちゃんはすっと立ち上がると、うつむき加減でつぶやくように言う。

「あり得ないんだけど……こいつ、マジあり得ないんだけど……」

「な、七葉ちゃん？」

「よくも太郎お兄ちゃんを……マジゆるせないんだけど……」

　七葉ちゃんの全身から立ちのぼる殺気。

　それは、姉貴や母さんが本気でキレるときと同じ匂においを放っていた。

　風峰くんは晴れやかな笑顔を見せながら、七葉ちゃんに近づいていき、

「七葉さん！　七葉さんを暴力で屈服させている男を僕は――ボゲルバアアァ!?」

　七葉ちゃんの強烈な掌しよう底ていを顎あごに喰らって、三メートルくらい吹っ飛んでいった。

　そういえば、前に七葉ちゃんは言ってたな……小さい頃ころから少しよう林りん寺じ拳けん法ぽうを習ってたって……

　地面に仰あお向むけで倒れる風かざ峰みねくん。

　そんな彼に向かって、七なな葉はちゃんはゆっくりと近づいていく。

「な、七葉さん……？」

　七葉ちゃんは愛あい想そゼロパーセント、絶対零度の視線で見下ろしながら、

「気安く下の名前で呼んでほしくないんですけど。特にゴミ人間であるあんたには」

「え……？」

「ほんと、あんたってマジ救いようがないくらいキモいわよね。どうやったらそんなにキモくなれんの？　マジ信じらんないって感じ」

　七葉ちゃんは冷たく言うと。

　風峰くんのみぞおちを強く踏んづけた。

「ごばふ……っ!?」

「あたしにしつこく言い寄ってくるだけじゃなく、太た郎ろうお兄ちゃんまで……ていうか、よくそこまでカス野郎に育ったわね。逆にすごいって感じなんですけどマジで」

　言いながら、みぞおちをぐりぐり踏みつける七葉ちゃん。

　風峰くんは泣きそうな顔で首を振りながら、

「そんな……ち、違う、僕の愛する七葉さんはこんなんじゃない……も、もっと清純で、おしとやかで、優しくて……」

「うっせえ！　寝言は寝てから言えタコッ！」

「げぶうっ!?」

　顎あごを蹴けられた風峰くんは、かくんと昏こん倒とうした。

「ふん。マジ最低」

　七葉ちゃんは両腕を組みながら、つぶやく。

　こ、こわい……

　俺おれは心からそう思った。




　俺と七葉ちゃんは、広場のベンチに並んで座った。

　少し離れた場所では、まだ風峰くんが昏倒している。しばらく起きそうにない。

「なあ……よかったのか？　風峰くんにあんなことして。七葉ちゃん、必死になって外面の良さを保とうとしてたのに……」

「いいのよ、もう。あいつはもうすぐ卒業するし。それに、あいつ一人がぎゃーぎゃー言ったくらいで、あたしの完かん璧ぺきな外面と評判に傷なんてつかないわよ」

　あっけらかんと言う。

　それが強がりなのは俺でもわかったが……まあ、七葉ちゃんならなんとかするだろう。

「それよりも、太た郎ろうお兄ちゃん大丈夫なの？　病院行く？」

　と言ってくる七なな葉はちゃん。殴られたことを心配してくれているのだ。

「いや、病院までは……まあ、まだ頭が痛いけど。なんか早く家に帰って横になりたい気分だ。でも、家まで歩くのが億おつ劫くうというか……」

「じゃ、じゃあ……」

　七葉ちゃんは囁ささやくような小さな声で、

「ここで寝たらいいじゃん。あ、あたしが膝ひざ枕まくらしてあげるから」

「え？　膝枕？」

「そ、そうよっ！」

　なぜか怒ったような顔をしながら言う七葉ちゃん。顔が真っ赤だ。

「いや、でも……」

「いいから！」

　七葉ちゃんは俺おれの頭を掴つかみ、やや強引に膝枕ポジションに導く。

　とてもやわらかい太ももに、俺の頭が沈む。

　うおお……なんかすげえ緊張する……

「…………」

「…………」












　二人とも、なんとなく無言になった。

　最初は緊張していた俺おれだったが――

　膝ひざ枕まくらのあまりの気持ちよさに、なんだか眠気が……

　やばい、もう寝てしまいそう……

「……太た郎ろうお兄ちゃん？　寝ちゃったの？」

　いえ、まだ完全には寝てません。でも半分は眠った状態です。

　ああ、気持ちいい……

「なんか、太郎お兄ちゃんの寝顔って子供みたい……」

　まだ完全に寝てないぞ……七割は眠ってるけど……

　誰だれかの手が、俺の髪を撫なでる感触。そして。

「太郎お兄ちゃん……ありがと」

　眠りに落ちる寸前、そんな声を聞いたような気がした。












第三話　驚天動地のヘンタイＲＰＧ　～後編～







　関所を通り、中央大陸にたどりつく。

　そこから北に向かって十三日ほど――

　俺おれたちは、中央大陸で……いや、この世界で最大の都市である、ズグターンズシティに到着した。

「おお、なんかすげえ栄さかえてる街ね……」

「はい、すごいです……」

　石動いするぎ先輩と結ゆう野のが、街中を眺めながら言った。

　確かに、ズグターンズシティはとても栄えている街だった。

　高層ビルが数多く建ち並び、道なども広くちゃんと整備されている。道行く人々の格好などもかなり洗練されている感じだった。

　高層ビルには大きなモニターが取り付けてあって、そのモニターにはアイテムなどの商品のコマーシャルが流されている。俺たちが普通に住んでいる街の繁はん華か街がいとあまり変わらない。この世界で最大の都市というのもうなずける。

　……まあ、最初の街は中世ヨーロッパっぽかったのに、この街はなんか現代風で、世界観が微妙に意味不明だったけど。

「このズグターンズシティには空港があるです」

　と、柊ひいらぎさん。

「空港ですか？」

「はいです。空港から出てる飛行船の定期便に乗って、次の大陸を目指すです」

「飛行船……なんかすごいですね……」

「空港に向かう前に、武器と防具の店に行って装備を調ととのえるです。ズグターンズシティはこの世界で最も栄えた街ですから、かなり最強装備に近いものが揃そろえられると思うです」

　と、いうことで――

　俺たちは武器と防具の店に向かった。

　例によって、俺は店の前でお留守番だ。

　この街でも、職業が変態である俺は微妙に迫害を受けている。

　道行く人々が、嫌悪感丸出しの顔で俺のほうを見つめているのだ。

　ほら、いまも幼女が汚いゴミでも眺めるような目で俺おれを……はあ、はあ、はあ……

「待たせたわね、ブタロウ！」

　店から出てきた石動いするぎ先輩が言った。

「かなりいい武器や防具があって、あたしたちすげえパワーアップしたわよ！　あんた用の装備も買ってきてあげたから、ちゃんと装備しなさい！」

　で、俺たちのいまの装備はこんな感じに――




　石動美み緒お

　職業：幼女超戦士

　武器：オリハルコンバット

　頭部：聖騎士のイヤリング

　上半身：竜王の鎧よろい

　下半身：魔神の膝ひざ当あて

　アクセサリー：戦乙女の指輪




　結ゆう野の嵐あらし子こ

　職業：幼女武神

　武器：カイザーナックル

　頭部：奇跡のターバン

　上半身：仙人の服

　下半身：達人のスカート

　アクセサリー：神速の腕輪




　柊ひいらぎノア

　職業：幼女賢者

　武器：ホーリーロッド

　頭部：妖よう精せい王おうの帽子

　上半身：幻げん竜りゆうの法ほう衣え

　下半身：エンジェルスカート

　アクセサリー：七色のロザリオ




　砂さ戸ど太た郎ろう

　職業：ド変態

　武器：女王様のポケットティッシュ

　頭部：なし

　上半身：アニメオタクの残念シャツ

　下半身：あまりにも汚れすぎたブリーフ

　アクセサリー：奴ど隷れいの首輪




「な、なんじゃこの装備!?」

　俺おれは力いっぱい叫んだ。

「もういろいろおかしすぎるだろ!?　いつの間にか職業も『変態』から『ド変態』に変わっちゃってるし！」

「ブタロウ……その格好はちょっとどうかと思うわよ……」

「なに引いた顔してるんですか先輩！　これは先輩が買ってきてくれた装備ですよ!?」

「だって、あんたが装備できるのはこれしかなかったし……」

「だ、だからって、この装備は酷ひどすぎます！」

　しかも、下半身がブリーフだけって……

「…………」

「…………」

　結ゆう野のと柊ひいらぎさんは顔を真っ赤にしながら、俺から目を逸そらしている。

　まあ、気持ちはわかるけど……なんか悲しい気持ちになってくる……

　あと、ちょっと気持ちよくもなってくる……はあ、はあ、はあ……

「え、ええい！　こんな装備はずしてやる！　ステータスもほとんど上がってないし！」

　こんなのだったら、初期装備の旅人の服のほうがマシだ！

　俺はいま着ている装備を外そうとした。

　すると、デロデロデロリンラン～というなんか不吉な音が鳴り響き――




　この装備は呪のろわれている！

　外すことができない！




「呪われちゃってるの!?」

　お店で買った装備なのに、なんで!?

「ぐ、ぐおおお……外れろ……」

　いくらがんばっても、装備は外れない。

　ち、ちくしょう……

「あきらめなさい、ブタロウ。もうその姿で冒険を続けるしかないわ」

「い、嫌ですよ！　こんな姿で歩いてたら、完全に変態じゃないですか！」

「違うわ、ブタロウ……あんたは変態ではなく、ド変態なのよ」

「なおさら嫌ですよ！　せめてこの装備を外して普通の変態に戻りたい！　普通の変態ってなんだよ!?」

「自分で自分にツッコミを……かなり末期的ね。これも呪のろいのせいなのかしら」

　どうあがいても、呪いの装備は外れず――

　俺おれは、この恥ずかしい格好で街を歩くことになった。

「さあ、飛行船に乗るため、空港に向かうわよ！」

　俺たちは空港に向かって歩く。

　それにしても、街の人たちの視線が痛すぎる……はあ、はあ、はあ……

　はあはあはあはあはあ……

「……ブタロウ」

「なんですか、先輩？」

「てめえがキモすぎるから――あたしたち、変な目で見られてるだろうが！」

「おぶっ!?」

　先輩に蹴けられ、俺は地面に転がった。

「おまえのせいですげえ恥ずかしいじゃない！　どうしてくれんのよ!?」

「どうしてくれんのよと言われましても……」

「おまえみたいなのと仲間だと思われるのは嫌すぎるわ！　定期便に乗る手続きはあたしたちでやっとくから、あんたはそのへんを散歩でもしてなさい！」

「そ、そんな……」

「さっさとどっか行け！」

　先輩に怒鳴られ、俺は逃げるようにその場を去った。




「ううう……先輩、酷ひどすぎる……」

　俺はとぼとぼと街中を歩く。

　だが。

　どこに行っても、他人の冷たい目が。

　俺は人の視線から逃げるようにして、裏路地に入った。

　建物を背にして、膝ひざを抱える。

「はあ……」

　深くため息。

　そのとき――

「こんなところで暗い顔をして、どうしたんだい？」

　誰だれかが、俺に話しかけてきた。

　それは、ホストみたいなかっこいい容姿の男性。

「へ……？」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとしながら言う。

「て、店長……？」

　彼は、俺がアルバイトしているコンビニの店長とまったく同じ顔をしていた。

　どうして店長がゲーム世界に……

　男性は眉まゆをひそめ、

「店長？　僕は店長じゃないけど」

「え……」

　じゃあ、ただの店長によく似たキャラクターだったのか。

　それにしてもよく似ている……

「僕の名前はドーミョジー。この街でニートをしているんだ」

「ニート……」

「君があまりにもかなしそうな顔をしているから、放ほうっておけなかったんだ」

「……ちょっと酷ひどい仕打ちを受けてヘコんでたんです。俺の話聞いてくれますか？　じつは――」

「まあそれはそれとして、二次元の美少女についてどう思う？」

「はい？」

「世界中の女性が幼女となってしまった昨今、二次元美少女の需要はこれまで以上に高まると思うんだ」

　ドーミョジーはとても爽さわやかな笑顔で言った。

「そのことについて僕と語り合わないかい？　朝まで」

「えっと……それは勘弁してほしいというか……」

「僕が最近夢中になっているのは、総そう竜りゆう・ルスカ・ランクレーという女の子なんだ」

　ドーミョジーはうっとりしながら告げる。

「ルスカはとってもかわいいツンデレ美少女で……ああ、ほんとにかわいすぎて僕はもうどうにかなってしまいそうだ……」

「すでにどうにかなっちゃってるように見えますが……」

「君ももちろんルスカのことは知ってるよね？」

「いえ、まったく……」

「あんたバカァ!?」

「すみません……」

「しょうがないなあ。じゃあ、これから僕がルスカの魅力についてじっくり教えてあげよう。三日後の朝まで」

「あの……俺おれ、用事があるのでこれで失礼します」

「あ！　ちょっと、君！」

　俺は急いでドーミョジーから離れた。

　――ドーミョジーから逃げた俺は、ばったり先輩たちと遭遇する。

「……探してたのよ、ブタロウ」

　先輩はちょっとばつが悪そうな顔をしながら言った。

「嵐あらし子ことチビッコに怒られたの。さっきのは酷ひどすぎだって。……まあ、あたしたちは一緒に冒険する仲間だもんね。言い過ぎたわ」

「先輩……」

　珍しく殊勝な態度。俺はちょっと感動してしまった。

　俺たちは再び一つのパーティーとなり、空港に向かった。




　空港は街の北西のほうにあった。

　俺たちは次の大陸に向かうため、定期便に乗る手続きをしようとしたが――

「え……定期便が、出てないですか……？」

　柊ひいらぎさんは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「はい。誠に申し訳ありませんが……」












　と、空港の職員が告げる。

　空港の乗船手続きをする場所。

　そこでチケットを買おうとしたら、もう飛行船の定期便は出ていない、今後も出る予定はないというようなことを言われたのだ。

「ど、どうしてですか？」

「大魔王ヒムーラのせいです……」

　職員は困り果てた表情で言う。

「今後、この街から飛行船を飛ばすことは許さない。そういう命令が出されて……逆らったら、いったいなにをされるか……」

「大魔王ヒムーラが……」

　自分の居城へのルートを潰つぶすため、飛行船の定期便を廃止させたのだろう。

　なんて奴やつだ。

　というか、それはいくらなんでもアンフェアだろ。

　俺おれたちはかなり食い下がったが、どうしても飛行船は飛ばせないとのこと。

　俺たちは落胆した面おも持もちで空港をあとにした。

「チビッコ。飛行船の定期便に乗る以外に、冒険を先に進める方法はないの？」

　先輩が柊ひいらぎさんに尋たずねる。

　柊さんは首を横に振り、

「ないです。ここから飛行船に乗るしか……」

「…………」

　俺たちは重いため息をついた。

　あてもなく、とぼとぼと街を歩く。

　そのとき――

「え……？　あ、あれって、もしかして……」

　結ゆう野のが突然立ち止まり、頭上を見つめながら、なんか驚いた声を出した。

「結野？　どうしたんだ？」

「あれを……」

　結野が指差す先に視線を向ける。

　そこにあるのは、高層ビルに埋め込まれるようにして作られた、巨大なモニター。

　そのモニターに、白衣姿の幼女が映っている。

　最初は、それが誰だれだかわからなかった。だって幼女の姿だったから。

　でも、よく見てみると、その白衣姿の人物は――

「み、みちる先生!?」

　幼女化したみちる先生に間違いなかった。

　それは、なにかのテレビ番組のようだった。

　みちる先生は、インタビュアーからインタビューを受けている様子。

　俺おれたちは呆ぼう然ぜんとしながら、モニターを眺めていた。

　と――

「きゃあああ！　あれはみちるプロデューサーよ！」

　街を歩く幼女のグループが、モニターを見ながらそんなことを言う。

「ＭＣＲみちる48やみちーる工房というようなアイドルユニットを作りだした名プロデューサー！　ああ、なんて素敵なのかしら！」

「わたしも彼女にプロデュースされたい！」

　そんな会話を聞いた俺たちは、ぽかんとした顔を見合わせる。

「みちるプロデューサー……？」




　俺たちは街中で情報を集め――

　現在、みちる先生が住んでいるという場所を突き止めた。

　超高層ビルの、最上階。

　そこにみちる先生はいるらしい。

「ここにみちる姉ねえは住んでるの？」

　その超高層ビルは、この街でもトップクラスに豪ごう奢しやな建物だった。

　俺たちはエレベーターで最上階に上がる。

　扉の前にたどり着く。

「みちる姉！」

　石動いするぎ先輩は扉をどんどん叩たたきながら、大声で言った。

「みちる姉！　あたし、美み緒およ！　開けて！」

　すると。

　扉がゆっくりと開き、そこからみちる先生が顔を出した。

　みちる先生はいつもの無表情。体だけが小さくなっている。

「美緒。それに、砂さ戸ど太た郎ろうたちも」

「みちる姉、あのね……」

「うむ。話は部屋の中でしよう」

　俺たちは部屋の中に通された。

「おお……」

　思わず感嘆の声が漏もれる。

　びっくりするほど広い部屋。

　ベッドはお姫様が使うような感じの天てん蓋がいつき。

　毛の長い絨じゆう毯たん。

　天井にはシャンデリアまで。

「すげえ部屋……現実世界だったら、家賃がとんでもないだろうな……」

　みちる先生は、大きなソファーに腰を下ろす。

　石動いするぎ先輩はちょっと困惑した様子で、

「みちる姉ねえ、なんでこんなすごい部屋に住んでるの？　あと、なんかみちるプロデューサーとか言われててテレビに出てて……」

「それはだな……」

　みちる先生はいつも通り淡々とした口く調ちようで告げる。

「最初から説明しようか。バーチャルゲーム世界に入った私は、気が付くと一人でこのズグターンズシティにいた。さてどうしようかと思って街をふらふら歩きながら観察しているときに、ふと思ったのだ。この街はとても発達していてテレビや放送局まであるというのに、あるものが決定的に足りない」

「あるものって？」

　先輩が首をかしげながら尋たずねる。

「それは――アイドルだ」

　と、みちる先生は告げた。

　アイドルって……

「そう思った私は、街のかわいい幼女たちをスカウトし、アイドルグループを作ってみた。それで、街頭ライブなどの活動から人気に火がつき、テレビに呼ばれ……私の作ったアイドルたちはトップスターになった。その後も私は次々とアイドルを発掘し、グループを作り、いつしか名プロデューサーと呼ばれるようになったのだ。当然、収入もすごいことになり、ズグターンズシティの年収長者番付で一位になったりもした。私は、この街で最高の地位と名誉と金銭を手に入れたのだ」

「…………」

　俺おれたちはなんとも言えない表情でみちる先生を見つめる。

　あんた、いったいなにしてんだよ……

「だが、私は当初の目的を忘れたわけではない」

　みちる先生は言う。

「君たちと合流することができたら、日ひ村むら雪ゆき之の丞じようを現実世界に連れ戻すという目的のために協力しようと思っていたのだ。聞くところによると、大魔王ヒムーラという存在が魔法で世界中の女性を幼女に変えてしまったらしいが……」

「その大魔王ヒムーラに会うのが、ノアたちの目的を達成する一番の方法だと思うです。だから、大魔王ヒムーラのいる北の大陸に向かうため冒険を進めていたですが……」

「なにか問題でも発生したのか？」

「はいです……」

　柊ひいらぎさんは暗い顔でうなずく。

　俺おれたちは、大魔王ヒムーラのせいで飛行船の定期便がなくなってしまっていることをみちる先生に告げた。それで手詰まりになっているのだと。

「なるほどな……」

　みちる先生は両腕を組みながら、つぶやくように言う。

「飛行船か……」

「ほんと、どうしたらいいものやら。みちる姉ねえ、なんかいい考えない？」

「あるぞ」

「え？」

　石動いするぎ先輩は両目を大きく見開く。

「ほ、ほんとに？」

「ああ」

　みちる先生はうなずき、

「空港から飛行船の定期便が出ない。ならば、自分たちで飛行船を買えばいいのだ」

「買えばいい……？」

「ああ。飛行船を作っている会社から飛行船を買う。柊ノア、それは可能か？」

「へ？　えっと……このゲームは自由度をかなり高くしてるですから、いちおう可能ですけど……」

「けど、なによ？」

「飛行船は、一体で確か１００億Ｇぐらいするはずです……」

「１００億Ｇ!?」

　１００万じゃなくて１００億!?

「チビッコ。あんた、初期設定をいじってお金を増やしたって言ってたけど、それっていまからでも変更できるの？」

「む、無理です……一度ゲーム世界の中に入ってしまったら……」

「ちっ！　あんた、なんで最初から５００億くらいに増やさなかったのよ!?」

「だって……飛行船を買うことになるなんて思わなかったですし……」

「クソが。使えないわね」

「ううう……ごめんなさいです……」

　えぐえぐ涙ぐんでしまった柊さん。

「先輩、酷ひどいですよ。……柊さん、気にしなくていいですからね」

　俺は柊さんの肩に手を置き、言った。

　柊ひいらぎさんは涙目で俺おれを見上げ、

「砂さ戸どくん……ノアを慰なぐさめてくれてるですか……？」

「え？　まあ……」

「……砂戸くんは、やっぱり優しいです。砂戸くんのおかげで元気が出たです」

　えへへ、と笑顔を見せる柊さん。

「ほんっと、柊さんって使えないですよね。驚くほどに」

「う、ううう……」

「ゆ、結ゆう野のまでなんてこと言うんだよ！」

　ああ、柊さんがまた涙ぐんで……

　つーか、結野は普段そんなこと言う子じゃないだろ？　いったいどうした？

「タローは柊さんにばっかり優しい気がする……」

「ん？　結野、なんか言ったか？」

「なんでもありません！」

　ぷいっと顔を背そむける結野。

　なんか不機嫌なご様子。

　わけがわからなかった。

「１００億Ｇか……」

「みちる姉ねえ、もしかして１００億Ｇくらい持ってるの？」

「いや、さすがにそこまでは持っていない。いまの総資産はその半分くらいだ」

　半分って……

　それでもめちゃくちゃすごいんですけど……

「あと50億Ｇ稼がないとな」

「みちる姉の力ですぐに稼げないの？　名プロデューサーなんでしょ？」

「ふむ……すぐにか……」

　みちる先生はつぶやくと、石動いするぎ先輩の顔をじーっと眺めた。

　そのあと、結野と柊さんの顔も。

　そして、

「いいことを思いついた」

　と、言った。

「いいこと？」

「ああ」

　みちる先生はうなずいたあと、告げた。

「美み緒おと嵐あらし子こと柊ノア……君たち三人に、アイドルになってもらう」




　みちる先生はこう言った。

「私はいま、数多くのアイドルの面倒を見ている。が、その中にも君たち三人ほどかわいらしい者はいない。で、私は思ったのだ。君たちでアイドルユニットを作れば、もしかするとこれまで以上の大成功を収められるかもしれないと」

　みちるプロデューサーによる新ユニット。

　そのお披露目は、ズグターンズシティで一番大きなコンサート会場であるスーパーブドウカンで行われることになった。新人ユニットとしては異例のことらしい。

　会場は満員。

　ステージの上には、石動いするぎ先輩、結ゆう野の、柊ひいらぎさんが立っている。

　石動先輩がセンター。

　左に柊さん。

　右に結野。

　先輩たち三人は、とてもかわいらしくて華やかな衣装に身を包んでいた。

　かわいらしくて華やかで……

　そして、ちょっと露出度が高い衣装に。

　肌色面積の多い衣装。

　三人はかなり恥ずかしそうだった。

　微妙に顔を赤くしながら、なんだかもじもじしている。

「まさかこんなことをさせられるとはね……」

「こんな水着みたいな服で人前に出るなんて、とっても恥ずかしいです……」

「あ、あんなに人がたくさん……もういっぱいいっぱい……」

　そして、俺おれはというと――

「…………」

　お、俺はというと……はあ、はあ、はあ……

　俺は……

　石動先輩に――踏まれていた。

　俺は、呪のろわれた変態装備のまま、地面に四つんばいになっている。

　その俺の背中に、先輩が足を乗せているのだった。

　つまり、俺は先輩の台座代わりで……はあ、はあ、はあ……

　ちょっとこれは酷ひどすぎるというか気持ちよすぎるというか、はあはあはあはあ……

　暗かった会場に、まぶしい明かりがともる。

　俺たちの姿が露あらわになる。

　爆音のような歓声。

　それが落ち着いたあと。

　結ゆう野の、石動いするぎ先輩、柊ひいらぎさんは、

「あ～ちゃんです！」

「いすみおです！」

「のっちです！」

　そう言ってから声を合わせて、

「三人合わせて――『バキューム』です！」

　と、三人のユニット名を観衆に告げた。

　俺おれはぼそぼそと「……台座のブタロウです」と告げる。

　再び、耳をつんざくような歓声。

　そして。

　会場に軽快な音楽が流れる。

　三人はその音楽に合わせて簡単な振り付けをしながら、歌をうたった。

　三人の歌声は、意外なほど綺き麗れいで心ここ地ちよくていい感じ。

　あと、先輩が歌の振り付けで微妙に前後に動いたりぴょんと跳ねたりするたびに俺の背中に気持ちいい負荷がかかってこっちもいい感じいいい！

　観客もすごく盛り上がっている。

　やがて――












　予定されていたすべての曲が終わった。

　会場が破裂するのではないかというほどの歓声が響く。

「ブラボー！」

「いすみおサイコーっ」

「あ～ちゃんこっち向いてー！」

「のっちかわいいっ！」

「ブタロウ死ね！」

　それが――

　アイドルユニット『バキューム』の伝説の幕開けだった。




　みちるプロデュースのアイドルユニット『バキューム』は、ズグターンズシティで絶大な人気を獲得した。

　発売したデビューＣＤは当然のようにランキング一位。

　五万人を収容する野外ステージのコンサートのチケットは即日ソールドアウト。

　ブロマイド写真などの関連グッズは売れまくり。

　石動いするぎ先輩、結ゆう野の、柊ひいらぎさんの三人はテレビコマーシャルに出まくり。

　あと、バラエティ番組やドラマにも出まくり。

　初の冠番組『バババババキューム』が放送開始され、視聴率は50パーセントを超える。

　その番組内のワンコーナー、石動先輩が視聴者の家を突撃訪問してサディスティックに罵ば倒とうしまくるという『いすみおのブタをおしおき！』のコーナーが爆発的な人気を誇り、瞬間最高視聴率は70パーセントを超える。

　バキュームの人気はもはや社会現象となった。




　街で一番高価な宿屋。

　そこのスペシャルＶＩＰルームに俺おれたちはいた。

「…………」

　石動先輩、結野、柊さんの三人はベッドやソファーに寝ころんでいる。廃人のような顔で。

　……無理もない。

　あの三人はもう一生分は働いたのだから。

　俺もバキュームの台座としていろいろ働いたが、あの三人にはまったくかなわない。アイドルという職業がいかに大変か、痛感した気分だった。

「よく働いたな、三人とも」

　と、みちる先生がねぎらいの言葉をかける。

「君たちの働きのおかげで、１００億Ｇ稼ぐことができた。これで飛行船を買うことができる」

　おお、こんな短期間で……バキュームすげえ……

「……なんかもう、いろいろどうでもよくなりそうだわ……しんどすぎて……」

「ど、同感です……」

「ノア……休みがほしいです……」

　三人はかなり参っている様子。

　ほんと、お疲れさまです。

「よし、では飛行船を買い付けに行こう」

　みちる先生はそう告げた。

　――久しぶりの戦闘用装備に着替え、俺おれたちは宿屋を出る。俺は呪のろわれた装備を着ていたのでいつも同じ姿だったが。

　飛行船の買い付け交渉は問題なく進んだ。

　いま飛行船を飛ばすのはかなり危険だと忠告されたりしたが、そんなことは百も承知だ。俺たちは前に進まないといけないのだ。

　飛行船を作っているドック。

　そこで、自分たちの飛行船と対面した。

「おお、これが飛行船……わりとでっかいわね……」

「わあ、すごい……」

「飛行船は、このゲーム世界内の最先端技術の結晶なのです」

「ふむ。さすが１００億Ｇもするだけあるな」

　飛行船は本当に船の形をしている。

　大きさは、小型の旅客船ぐらい。

　飛行船の内部には飛行石というものが内蔵されてあって、この飛行石のおかげで空を飛ぶことができるらしい。

「これで、ようやくあのクソ忙しいアイドルの仕事から解放される……よーしみんな、やっと冒険を進めることができるわ！　飛行船に乗り込むわよ！」

　俺たちは飛行船の内部に進もうとした。

　と、そのとき――

　数人の警備兵たちが、怖い形ぎよう相そうをしながら俺たちのところに駆けてきた。

　え、なんだこいつら？

　警備兵の一人が、言う。

「鬼おに瓦がわらみちる。あなたに逮捕状が出ている」

　逮捕状……？

「自分がプロデュースしたアイドル幼女たちのヌード写真を盗撮、アイドル幼女たちへの卑ひ猥わいな行為、そして脱税の疑いもある」

「……ふむ、なかなか仕事が速い。この街の警備兵は優秀だな」

「えーっと、みちる姉ねえ……？」

「美み緒お。どうやら私はしばらくのあいだお勤つとめをしなければならないようだ。君たちと一緒に冒険したかったが、どうやら無理らしい」

「へ？」

「あとは君たちだけでがんばってくれ。グッドラック」

　そして。

　みちる先生は、警備兵たちに連行されていった。

「…………」

　俺おれたちは呆ぼう然ぜんとその姿を見つめる。

「……と、とにかく、飛行船で北の大陸を目指すです」

　柊ひいらぎさんの言葉に、俺たちはうなずいた。

　みちる先生……

　お勤め、がんばってください……




「この飛行船の名前は、みちる号にしましょう。追つい悼とうの意を込めて」

　石動いするぎ先輩が言う。

　いや、べつにみちる先生は死んだわけじゃないですから……

　飛行船――みちる号に乗り込む。

　みちる号を操そう縦じゆうする場所は、デッキの前のほうにあった。

　屋内ではなく屋外に操そう舵だ輪りんが備そなえ付けられてあり、そこに立って操縦するようだった。足もとには二つのペダルがある。

　柊さんは、飛行船のマニュアルをめくりながら、

「この操舵輪で飛行船を操縦するです。足もとにあるペダルは、右がアクセルで左がブレーキとなってるみたいです」

「操縦はあたしがやるわ！　なんかおもしろそうだから！」

　と、石動先輩が大声で言う。

　先輩は操舵輪を両手で握る。

「じゃあ、出発！」

　みちる号が。

　ゆっくりと宙に浮かぶ。

「おお……」

　すげえ。

　ほんとに浮いてる。

「よおし――いけ、みちる号！」

　先輩がアクセルペダルを踏む。

　みちる号が急発進。

　大気を引き裂きながら進む。

　高度もかなり上昇し、すぐに街が小さくなる。

「うおおお！　なんかすげえな！」

　よくわからないけどテンションが上がってきた。

「すごくいい景色……」

「ほんとです……」

　結ゆう野のと柊ひいらぎさんは眼下を見下ろしながらつぶやいている。

　みちる号はかなりの高速飛行中。だというのに、屋外にいる俺おれたちが飛ばされたりせず普通に立っていられるのは、これがゲーム世界内だからだろう。そういう細かい物理法則は都合よく処理してくれているらしい。

「ひゃっほー！　なんかすげえ楽しいわ！」

　操そう舵だ輪りんを握りながら、先輩が叫ぶ。

　なんか俺も操そう縦じゆうしたいなあとか思ってきちゃった。

　あとでちょっと代わってもらおうかな……

「飛行船も手に入ったですし、このまま北の大陸――大魔王ヒムーラのいる魔王城に向かうことにするです」

　柊さんが真剣な顔で告げる。

「本来なら、ズグターンズシティからの定期便で次の大陸に向かったあと、いくつかのシナリオをクリアーしないと北の大陸へのルートは開けないですが、ノアたちはもう自分たちの飛行船を持っている。だから、中盤のシナリオを省略して魔王城に向かうことが可能です」

「オッケーよ！　このまま北に進路を取るわ！」

　先輩は操舵輪を回す。

　みちる号が北に向かって飛ひ翔しようする。

「ノアは、ちょっと動力室を見てくるです」

　言って、柊さんは船内のほうに向かった。

　石動いするぎ先輩は操縦中、柊さんは動力室。

　残された俺と結野は、デッキの端に並び、外の景色を見ている。

「うわあ……本当にすんごい景色。すごいすごい」

　結ゆう野のは目をキラキラさせている。幼女状態なのでちょっと背伸びをしながら、デッキの縁ふちに両腕を乗せ、はしゃいだ様子で景色を眺めていた。

　眼前に広がるのは、夢のように幻想的で美しい光景。結野がはしゃぐ気持ちもわかる。俺おれだって心からすごいと思っていた。

「あ！　タロー、あれ見て！」

「ん？　おお！」

　結野が指差した先。

　そこには、透明な羽で空を飛ぶ妖よう精せいたちの群れがいた。

　結野が妖精に向かって手を振ると、妖精はにこっと笑みを浮かべながらくるっと宙返りをする。

「うわーっ！　か、かわいい！　すごい！」

　結野のテンションがさらに上がる。

　俺も結野と同じように手を振ってみる。

　すると、妖精は侮ぶ蔑べつの表情を浮かべながら、つばを吐くような仕草をした。……変態は、妖精さんにも嫌われる存在らしい。

　妖精が結野に手を振りながら遠ざかっていく。

　結野はぴょんぴょん跳ねながら手を振り返している。俺は、そんな結野の姿をほほ笑ましい気持ちで見つめていた。

　俺の視線に気付いた結野が、不思議そうな顔をしながら、

「タロー、どうしたの？　……わたし、なんか変なことしたかな？」

「いや……」

　俺はほほ笑みを浮かべながら、告げる。

「なんか、はしゃいでる結野はすげえかわいいなって思って」

　小さな女の子が無邪気にはしゃいでいる姿は、本当にかわいらしい。

　と、結野は、

「か、かかか、かわいいとか……そんな……」

　なぜか顔を真っ赤にしながら、ぱたぱたとデッキの前のほうに駆けていってしまった。

　結野の奴やつ、急にどうしたんだろう？

　わけがわからず、俺は首をかしげた。

　そのとき――

「みんな！」

　石動いするぎ先輩が叫ぶように言った。

「前方に大陸が見えてきたわよ！　黒い大陸が！」

　ちょうど船内からデッキのほうに出てきた柊ひいらぎさんが、前方を見つめながら、

「あれが、魔王城のある北の大陸です……」

　と、言った。

　みちる号が北の大陸に侵入する。

　不吉な黒い大地。

　そして、その真ん中に。

　禍まが々まがしいフォルムをした、巨大な城が建っていた。

　あれが大魔王ヒムーラがいる魔王城……

　と、そのときだった。

　テテッテテッテラリラーという、なんか緊迫感のある音楽が流れはじめた。

　柊ひいらぎさんがハッと顔を上げ、

「これは……ボスクラスの敵モンスターと遭遇したときの音楽!?」

「えっ？」

「タ、タロー！　あれ！」

　みちる号の周囲に――

　黒い影が。

「あ、あれはいったい……」

　夜のように真っ黒な色をした、翼のある竜。

　飛行船より一回り大きい体たい躯くをした、とてつもなく巨大なモンスター。

　それが、飛行船の周囲を飛んでいた。

　しかもモンスターは一体だけではなく……十体以上いる……

　俺おれたちは愕がく然ぜんとしながら、その恐ろしくも幻想的な光景を見つめていた。




　暗黒竜が十三体、現れた！




「あ、暗黒竜!?」

　柊さんが悲鳴のような声を上げる。

「そんな……暗黒竜は、本来のラスボスを倒したあとの隠れボスキャラなのに……しかも、それが十三体も……」

　どうやら、あの暗黒竜というのはとてつもなく強いモンスターらしい。

　……まあ、見た目だけでそれはわかるけど。

「チ、チビッコ！　どうすんのよ!?」

「まともに戦っても勝てるわけないです！　ここは逃げるしかないです！」

「逃げるっていっても……」

　みちる号は完全に包囲されている。

　この包囲網を突破するのは……容易なことではない。

「ええい、くそ！　アクセル全開！」

　先輩はアクセルペダルをめいっぱい踏み込んだ。

　みちる号が限界速度まで加速する。

　包囲網の隙すき間まを抜け、その危険な領域から離り脱だつすることに成功する――と思ったのも一瞬、暗黒竜は背中に生えた大きな翼をばさばさと羽ばたかせ、すぐにみちる号に追いついてしまった。

　どうやら、速度で振り切ることは難しいようだった。

　やばい……

　これはマジでやばい……

　と――

　船の側面を飛んでいた暗黒竜Ａが、がばっと口を広げる。

　剣のような牙きばが並んだ口こう腔こうに紫色の光が溜たまっていく。

　そこに在あるエネルギーの大きさに、辺りの大気が怯おびえるように震える。

　そして。

　とてつもなく巨大な紫色の光球が――暗黒竜Ａの口腔から発射された。

「暗黒竜の〈メテオブレス〉です……っ！」

「先輩！」

「ぬおおおおおお！」

　石動いするぎ先輩が慌あわてて面おも舵かじを切る。

　だが、避よけきることはできなかった。

　暗黒竜の放はなった光球は、みちる号の側面やや後ろのほうに着弾した。

　鼓膜を裂くような轟ごう音おんと、激しい振動。

「うはああああ!?」

「きゃああああ！」

「ひいいいいい！」

　俺おれ、結ゆう野の、柊ひいらぎさんが悲鳴を上げる。

　先輩は奥歯を噛かみしめながら操そう舵だ輪りんを握りしめている。

「このブタ竜が……あたしのみちる号に……」

　まずい、まずすぎる。

　こうなったら暗黒竜と戦うか？

　いや、それは却下だ。あんなのと普通に戦って勝てるはずがない。

　じゃあ、どうすれば……

　俺たちがおろおろしているあいだに、暗黒竜Ｂが口腔にエネルギーを溜めはじめる。

　暗黒竜Ｂが紫色の光球を発射した。

「おらああああああ！」

　先輩が叫びながらの取り舵かじいっぱい。

　今度は、ぎりぎりで光球を回避することに成功した。

　俺おれたちは安あん堵どの息を吐く。

　マジで寿命が縮ちぢむ……

「あっ！」

　柊ひいらぎさんが声を上げた。

「飛行船のマニュアルのあいだにメモが挟んである……みちる先生からです……」

　みちる先生からのメモ。

「どうしようもなくなったときは、操そう舵だ輪りんの真ん中にあるボタンを押せ――そう書いてあるです」

「真ん中のボタン!?」

　石動いするぎ先輩が叫ぶように言う。

「あ……確かにボタンがあるわ！」

　そのボタンを押せばなにが起こるのだろうか。

　もしかして、すげえ兵器とかが出てきたりするんじゃあ……暗黒竜を一掃できるようなすごい兵器が……

「みちる姉ねえ――頼んだわよっ！」

　先輩はそのボタンを押した。

　すると――

　デッキの前方、その一部がゆっくりと開く。

　そこからなにかがせり出してくる。

　それは……

　テレビモニターだった。

　モニターがぴかっと光り、そこに――

　かわいらしい幼女の姿が映し出される。

　見覚えのある顔……

　あの子は確か、ＭＣＲみちる48で一番人気のある幼女……

　モニターの中の幼女は、なんだか恥ずかしそうにもじもじしている。

　モニターから音声が流れてくる。

『あ、あの、みちるプロデューサー……ほんとに脱がないとダメですか……？』

『ああ。君のプロポーションをじっくりと観察したいのだ。今後の戦略をいろいろ練るために』

『で、でも、恥ずかしいです……』

『大丈夫だ、ここにいるのは私たちだけ……なにも恥ずかしがることはない。さあ、早く脱ぐんだ』

『そのビデオカメラは……』

『これは気にしなくていい。さあ、早く』

『…………』

『そうだ、いいぞ。今度はその下着も……』

『や、やっぱり嫌です！　全裸になんてなれません！』

『ほう、この名プロデューサーである私に逆らうというのか？　もう業界では生きていけなくなるぞ？』

『そんな……』

『それが嫌なら脱ぐんだ。君の未来のためにも』

『う、うう、ぐす……』

　モニターの中の幼女は、顔を真っ赤にしながら涙ぐんでいる。

「――って、なんじゃこりゃ!?」

　俺おれはモニターに向かって怒鳴った。

「なにこの映像!?　ただのみちる先生の犯罪ビデオじゃねえか！」

「どうしようもなくなったときは、この映像を見て心を落ち着かせろ……そういうことなんでしょうね……」

　先輩がげんなりしながらつぶやく。

　確かに、あの人の考えそうなことだ。

　この映像で心が落ち着くのは、あの人ぐらいだろうけど。

　どうでもいいけど、いつの間にこんなモニターを仕込んだんだよ……

「つーか、呆あきれてるあいだに暗黒竜たちに前を塞ふさがれてる!?」

　先輩がせっぱ詰まった声を上げる。

　暗黒竜Ｃ、暗黒竜Ｄが、船の前方にいた。

　二体の暗黒竜は前足のツメを振り上げる。

「くそっ！」

　先輩は船首を上に向け、急上昇。

　なんとかツメの攻撃を避よける。

　だが――

「――ぬあっ!?」

　その進路に先回りするようにして、暗黒竜Ｅが。

　暗黒竜Ｅの口こう腔こうが大きく開く。圧倒的なエネルギーが充じゆう填てんされていく。

　絶対に避よけられないタイミング。

　俺おれたちは死を覚悟した。

　――そのときだった。

「――っ!?」

　空間に走った一筋の光が――

　暗黒竜Ｅの頭部を横殴りにするようにして、吹っ飛ばした。

　充じゆう填てん途中だったエネルギーが暗黒竜Ｅの頭部で爆裂する。

　暗黒竜Ｅは、真まっ逆さかさまに地上に落ちていった。




　暗黒竜Ｅを倒した！




「い、いったいなにが……」

　俺たちは呆ぼう然ぜんとその場に突っ立っている。

　あの光はいったい……

　暗黒竜Ｅを殴りつけた光は、旋回してこちらに戻ってくる。

　そして、みちる号のデッキの上空で停止した。

「え……？」

　その光の正体――

　それは、まばゆい光に包まれた、幼女だった。

「ゆ……」

　結ゆう野のは唖あ然ぜんとしながらつぶやく。

「由ゆ美み……？」

「そうよ、嵐あらし子こ」

　と、その幼女――間ま宮みや由美さんはほほ笑みながら告げる。

　俺たちはぽかんとしながら、そのツインテールの幼女を見上げる。

　さっき暗黒竜を倒したのは、間宮さん……？

「どうして由美が……それに、その力は……」

「……ゲーム世界内に入って、気が付くとわたしは南の砂漠地帯にいたわ……」

　遠くを見つめるようにして、間宮さんは告げる。

「そこは、とても過酷な大陸だった……装備もお金もないわたしは、死にものぐるいでモンスターを倒し、熱ねつ砂さや飢き餓がに耐え、なんとか生き続けた。前に進み続けた。たった一人で」

　……どうやら、間宮さんだけめちゃくちゃ過酷な状況に放ほうり込まれていたらしい。

「何度も死線をくぐり抜け、冒険を続けた。そんなある日、わたしは砂漠の奥に隠されていた洞どう窟くつを見つけたの。洞窟を進み、その最下層で、出会ったの……伝説のマッサージドラゴンに……」

「マ、マッサージドラゴン？」

「そうよ。齢よわい四千年を重ねる、世界最古の竜族……でも、彼にはもう死期が迫っていた。死の間際に、わたしに力を託たくしてくれたの」

　マッサージドラゴンの力……

　なんかよくわからないけど、すごいっぽい気がする。




　間ま宮みや由ゆ美み

　職業：幼女マッサージマスター

　武器：始し祖そ竜りゆうの指輪

　頭部：始祖竜の髪飾り

　上半身：始祖竜の鎧よろい

　下半身：始祖竜の膝ひざ当あて

　アクセサリー：マッサージドラゴンの紋章




　装備もかなりすごい感じ……

　間宮さんが一人で戦いながら手に入れた装備。すごくないはずがない。

　たった一人で戦い続けた間宮さんは、俺おれたちを遥はるかに凌りよう駕がする力を手に入れたのだ。

「あ……あれは……！」

　柊ひいらぎさんが暗黒竜たちを指差しながら、叫ぶ。

　暗黒竜たちの皮膚が割れていく。

　その下から、さらに黒い皮膚が。

　暗黒竜たちは古い皮膚を脱ぎ捨て、生まれ変わる。

　体長もさっきまでよりもかなり大きくなっている……

　そして、禍まが々まがしく恐ろしい赤い瞳ひとみ……

「暗黒竜のスキル――〈超脱皮〉です！」

　柊さんが顔を青くしながら告げた。

「あのスキルを使うと、暗黒竜のステータスがこれまでの二倍に……」

「に、二倍って……」

　普通の状態でも充分強力だったのに、さらに二倍……

「も、もうダメです……ノアたちは全滅しちゃうです……」

　柊さんがぶるぶる震えながら言う。

　と――

「ここは、わたしが食い止めるわ」

　間ま宮みやさんが静かに言った。

　そして。

　間宮さんの額ひたいに、竜の頭部の形を簡略化したような紋章が出現する。

　それと同時。

　間宮さんの全身から圧倒的な闘気が噴出した。

　闘気が背中に伝わり、羽のように後方に展開する。

　その姿は……

　まるで天使のようだった。

　あれが、マッサージドラゴンが間宮さんに託たくした力……

「行きなさい、嵐あらし子こ」

「で、でも！」

　結ゆう野のは泣きそうな声で告げる。

「由ゆ美みだけを残して行くなんて、そんなこと……」

　その言葉の途中――

　暗黒竜の一体が、みちる号に向けて紫色の光球を放はなってきた。

　うおお、ちょっと待って！　マジやべえ！

　間宮さんが振り返り、その光球のほうに右手を向ける。

　右手に闘気が集中する。

「究極マッサージ術――怒ど流る王おー螺ら――っ！」

　間宮さんが広げていた右手をぎゅっと絞るように閉じると――

　みちる号に迫ってきていた紫色の光球が、ぐにゃりと形を変えたあと爆砕した。

　激しい爆風がみちる号を揺らす。

　うおおお、間宮さんすげえ……

「……空間自体をマッサージし、その空間の歪ゆがみの復元力によって対象物を破壊する……いまのわたしの必殺スキルの一つよ」

「…………」

　なんかもう意味不明だった。

　空間自体をマッサージってどういうこと？

「嵐子。正直、わたしは日ひ村むらって奴やつがどうなろうとどうでもいいのよ」

　間宮さんはこちらに背を向けたまま、告げる。

「え？」

「でもね……」

　間宮さんは顔だけを振り向かせ、結野を見つめる。

「親友は、自分の大切な人は、命がけで守る――それが、わたしのポリシーだから……」

「由ゆ美み……」

　結ゆう野のはぐっと唇くちびるを噛かみしめ、

「由美……死なないでね……」

「当たり前よ。こいつらを倒したら、わたしもすぐにあとを追いかけるから」

「うん。待ってる」

　結野は力強くうなずく。

　胸中に広がる不安を振り切るように。

「――よし！　ここは間ま宮みやに任せて、あたしたちは魔王城に向かうわよ！」

　先輩はみちる号を全速で発進させる。

　間宮さんの背中が小さくなっていく。

「間宮さん……」

　俺おれは前を見つめる。

　後ろはもう振り向かない。間宮さんのためにも。

　大魔王ヒムーラ……待っていろ！




　みちる号が魔王城に近づいていく。












　そのとき。

　突然、みちる号ががくんと高度を落とした。

「せ、先輩!?　どうしたんですか!?」

　先輩は余裕のない顔をしながら、

「……どうやら、暗黒竜ってやつの最初の一撃で動力に損そん傷しようを受けていたみたいだわ。このままだと墜つい落らくしちゃうかも……」

「えええええっ!?」

　墜落って……

「こうなったら――仕方ないわねっ！」

　言って――

　先輩は、みちる号をさらに加速させた。

　みちる号の後部から爆発音。動力の損傷が酷ひどくなったようだ。

「石動いするぎ先輩!?」

「このまま魔王城に突っ込むわ！」

「な――」

　なに言ってんですか!?　正気ですか!?

「アクセルもブレーキもほとんど利かない！　これはもうあの城に突っ込んで船を止めるしか方法はないのよ！」

「めちゃくちゃすぎます！　やめてください！」

「うるせえ！　あたしと、そしてこのみちる号を信じなさい！」

　みちる号は後部から煙を吹き出しながら、魔王城に向かっていく。

　ぐんぐん近づいてくる魔王城。

　そして――

　みちる号は、船首を魔王城に突っ込ませた。

「う、うあああああああああああ！」

「きゃああああああああああああ！」

「ひいいいいいですうううううう！」

「あははははは！　こういうときはもう笑っときなさい！」

　魔王城の城壁を突き破る船首。

　すげえ衝撃と、城壁の構造物が破壊される音。吹っ飛ぶ瓦が礫れき。

　城壁を突き破ったみちる号は、ごりごりと床を削りながら前に進み――

　やがて、死んだように停止した。

「…………」

　……先輩、無茶しすぎです。

　石動いするぎ先輩はのっそりと立ち上がると、

「……みんな、生きてる？」

「なんとか……」

「ううう、瓦が礫れきが顔面に……」

　結ゆう野のと柊ひいらぎさんが応こたえる。

　どうやら、みんな無事だったらしい。

「魔王がいるのは城の最上階。それはゲームの常識だわ。飛行船は城のかなり上のほうに突っ込んだから、魔王がいる場所までそう遠くないはずよ」

　と、石動先輩。

　俺おれたちはみちる号から離れ、床の上に足を下ろした。

　そこは、豪ごう奢しやな支柱が並ぶ、広大な広間だった。

　広間は大理石のような素材でできている。真ん中あたりに、上に向かう階段があった。

　俺たちは、その階段の真下に向かう。

　かなり幅が広く、長い階段。

　その上のほうから――

　なんだか、禍まが々まがしい気配が漏もれている。

　俺たちは本能的に悟った。

　上に――大魔王がいる。

　俺たちはお互い目配せをすると、階段に足を乗せた。

　そのとき、背後に気配が。

「……っ!?」

　俺たちは素早く振り向く。

　視線の先、そこには……

　メイド服を着た幼女が立っていた。




　幼女マシーンＡが現れた！




「よ、幼女マシーン……？」

　確かに、よく見てみると、それは幼女の姿をしたロボットのようだった。

「敵モンスターね！」

　先輩が叫ぶ。俺たちは身構えた。

　幼女マシーンがぴょんと右手を挙あげる。

　すると、柱の陰からもう一体、同じ姿をした幼女マシーンが現れる。




　幼女マシーンＡは仲間を呼んだ！

　幼女マシーンＢが現れた！




　さらに、二体の幼女マシーンがまた仲間を呼ぶ。

　さらに呼ぶ。

　さらにさらに――

　さらにさらにさらに――

「え、えええええ!?」

　俺おれたちは悲鳴のような声を上げる。

　あっという間に――

　広間は、無数の幼女マシーンで埋め尽くされた。

　百体……

　二百体……

　いや、もっともっといるかもしれない。

　俺たちは愕がく然ぜんとしながら、無数の幼女マシーンたちを見つめる。

「な、なんて数ですか……」

　柊ひいらぎさんが震えながら言う。

　驚きよう愕がくと恐怖で固まる俺たち。

　そんな俺たちに向かって――

　階段の近くにいた二十体ほどの幼女マシーンが一斉に襲いかかってきた。

「――っ!?」

　や、やばい！　いったいどう対処すれば……

「スキル――〈百ひやく龍りゆう裂れつ破ぱ〉」

　結ゆう野のの拳こぶしから迸ほとばしった闘気が槍やりのように疾走し――

　襲いかかってきた幼女マシーンたちをすべて打ち落とした。

「ゆ、結野!?」

　唇くちびるを引き結んだ結野は、指先を揃そろえた右の手のひらを前方に突き出す。

「スキル――〈武ぶ王おう霊れい撃げき掌しよう〉」

　手のひらに集まった闘気を放出。

　青色の闘気が津波のように襲いかかり、標的に定めた幼女マシーンたちを吹っ飛ばす。

　す、すげえ……

　結野は「ふう」と息を吐くと、幼女マシーンの群体を見つめながら、

「ここはわたしに任せて……みんなは先に行って」

「な……」

　俺おれは驚きながら、

「なにを言ってんだよ結ゆう野の！　そんなこと……」

「いいから。わたしには敵グループを攻撃できるスキルがいっぱいあるし、ここでモンスターたちを足止めするのには適任だと思うの」

　結野はほほ笑みを浮かべ、

「由ゆ美みだってがんばってるんだから……わたしも、がんばらないと……」

「結野……」

　幼女マシーンが再び俺たちに襲いかかってくる。

　結野はそいつらを見み据すえ、拳こぶしを振り上げようと――

「スキル――〈ゴッドスラッシュ〉」

　拳を振り上げようとする前に――巨大な輝く刃やいばが幼女マシーンたちをなぎ払った。

　派手に弾はじけ飛んでいく幼女マシーンたち。

　天井や支柱にぶつかり、破壊される。

「え……？」

　結野はぽかんとしながら、自分の横に立った人物を見つめる。

「み、美み緒おさん……？」

　さっきスキルを放はなったのは石動いするぎ先輩だった。

「さすがにあんただけじゃキツいわよ。だから、あたしが手伝ってあげるわ」

「美緒さん……」

　先輩は自分の武器を両肩に担かつぐようにして持ちながら、にっと笑みを浮かべる。

　それから、背後にいる俺たちに向け、

「おら、ブタロウにチビッコ！　ここはあたしたちが引き受けるから、さっさと行きなさい！」

「行って、タロー！　柊ひいらぎさん！」

　二人は決意のこもったまなざしで俺と柊さんを見つめる。

　二人の気持ちを無駄にするわけにはいかない。

　俺と柊さんはうなずき合うと、階段を駆け上がった。




　長い階段の最後には、大きな扉があった。

　俺と柊さんは、扉に手をかけ、開く。

　扉の向こうは。

　とてつもなく広い部屋。

　漂白されたような白い空間。

　その空間の真ん中に玉ぎよく座ざがある。

　その玉ぎよく座ざには――

　大魔王ヒムーラが座っていた。

　というか、日ひ村むらだった。

「…………」

　俺おれと柊ひいらぎさんはなんとも言えない感じになって、思わず黙り込む。

　玉座に座る日村の周りには、かわいらしい容姿をした三人の幼女がいる。日村はその幼女たちをはべらしているのだった。

「大魔王ヒムーラ……いや、日村！」

　柊さんが叫ぶ。

「こんなところでなにしてるです!?　ノアたちがどんなに心配したか……というか、なんで大魔王になってるですか!?　あと、幼女化の魔法ってなんですか!?」

　日村はゆっくりと顔を上げ、

「ノア様……」

　静かな口く調ちようで言った。

「いずれはやって来ると思っていました」

「日村……」

「このバーチャルゲーム世界をいろいろ狂わせたのは僕です。装置でゲーム世界に入る前に、僕がプログラムを操作しました。すべて僕の思い通りになるようにゲーム世界を再構成する……とまではいきませんでしたが、最低限の変更はできましたよ」

「えええっ!?」

　柊さんは驚いた顔で、

「プログラムを操作したって……そんなことが、凡人のおまえにできるはずが……」

「ノア様がこの装置を作るあいだに書き記しるしていたノートをこっそり読んだり、いろいろ勉強しました。死ぬほど勉強しました。本当に死にかけたほどに。命をかけたら、凡人だって天才に追いつくことができるんです」

「そ、そこまでして、どうしてこのゲーム世界を……」

「それは、このゲーム世界の中に、僕の理想郷を作り上げるためです」

　と、日村は言った。

　日村は遠い目をしながら、

「ちょっと幼女に話しかけるだけで通報されてしまうような世界……僕はそんな世界にうんざりしていました。しかも、心のよりどころだったスーパー幼女体型であるノア様にまで嫌われて……自分の部屋でずっと引きこもっていろとまで言われて……僕はもう、立ち直れないほどの心の傷を負おいました……」

「…………」

「だから……このゲーム世界内に僕の理想である幼女世界を作り上げ、その世界に引きこもってやろうと思ったのです……」

　俺おれたちは絶句していた。

　そんなアホみたいな理由で、こんな大げさなことを……

「ば、馬ば鹿かなことを言ってないで早く現実世界に戻るです！　このままここに居続けたら、脳に負荷がかかりすぎて植物状態になるおそれも……」

「そうなってもかまいません。僕にはもうなんの希望もないですから」

　お、おいおい、マジですか日ひ村むらくん……

　日村は冷たい瞳ひとみで、

「もうあなたたちと話したくはありません。この世界から出て行ってください」

「そんなことできないです！」

　柊ひいらぎさんは怒鳴るように言った。

「言っても聞かないなら……力ずくで帰還させるです！　ヒットポイントがゼロになってゲームオーバーになれば、問答無用で目が覚めるですから！」

「あなたたちには無理です」

　日村はすくっと立ち上がり、振り返る。

　玉ぎよく座ざの背後に長い階段が出現する。

　日村はその階段に足をかけ、

「僕はお気に入りの屋上庭園でくつろぐことにします。それでは」

「ま、待つです！」

「ノア様たちの相手は、僕の愛する幼女たちがしてくれます」

　日村がそう言うと――

　玉座の周りにいた三人の美しい幼女たちが、日村を守るように立ちふさがった。

「万が一、彼女たちを倒すことができたら、そのときは僕が相手してあげますよ」

　そう言い捨て、日村は階段を昇っていった。

　その後ろ姿が空間に溶けるように消える。




　側近幼女〈ステンノー〉が現れた！

　側近幼女〈エウリュアレー〉が現れた！

　側近幼女〈メデューサ〉が現れた！




　俺と柊さんは身構える。

　大魔王の側近……かなりの強敵に違いない……

　黄色の髪の幼女がステンノー。無骨で大きな槍やりを構えている。

　青色の髪の幼女がエウリュアレー。巨大なハンマーを構えている。

　赤色の髪の幼女がメデューサ。小さな刃やいばを連結させたような鞭むちを構えている。

「日ひ村むら……」

　柊ひいらぎさんは唇くちびるを噛かみしめる。

「絶対……ぶっ倒してやるです……」

　つぶやくと――持っていた杖つえを縦に構え、叫んだ。

「スキル――〈魔力大だい覚かく醒せい〉」

　柊さんの足もとに光り輝く魔法陣が出現する。

　魔法陣から立ち昇った光の粒子が柊さんの体を覆おおう。

　光の粒子は連結して膜となり、柊さんの全身を燐りん光こうとともに包み込む。

　――柊さんはカッと両目を見開き、

「攻撃魔法――〈フェニックスフェザー〉」

　杖の先端を、ステンノーに向けて掲かかげた。

　杖から翼が広がるように炎が噴出する。炎は無数の羽となり、大気を焦こがしながらステンノーに向かっていく。

　回避行動は間に合わない。

　炎の羽を喰くらったステンノーが背後に吹っ飛んでいく。

　おお、すげえ威力の魔法だ……

「魔力大覚醒のスキルを使うと、一時的に魔力を五倍に増幅できるです。でも、その代償として……ヒットポイントを回復する魔法が使えなくなるです……」

「回復魔法が使えなくなる……」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　諸もろ刃はの剣。まさにそんな感じのスキルだった。

　――メデューサが鞭を振り上げる。

　刃を連結させたような鞭が俺たちに向かって急迫する。

　しかも――鞭は、途中で七本に分かれた。

　七つの頭を持つ蛇のように、鞭は俺たちに襲いかかってくる。

「ひ――っ!?」

「防御魔法――〈ライトニングシールド〉」

　六角形の形をした半透明の盾が、いくつも重なるようにして空間に出現。

　鞭の進行を妨さまたげる。

　なんとか攻撃をしのいだ――と思った刹せつ那な。

　いつの間にか接近していたエウリュアレーが、巨大なハンマーを横なぎにして柊さんに叩たたきつけてくる。

「ぎゃあああああですううううう！」

「柊ひいらぎさん！」

　後方にすっ飛んでいく柊さん。

　すっ飛んだ柊さんの体を、メデューサの放はなった鞭むちが空中で掴つかむ。触手のように締しめ上げる。柊さんの喉のどから「かはっ！」と苦く悶もんの声が漏もれる。

　そのとき、いままで倒れていたステンノーが立ち上がり、槍やりの先端を柊さんに向けた。

　まずい。俺おれは反射的にそう思った。

　槍に紫し電でんが絡まる。

　絡まった電光の筋が太さを増していく。

　そして――

　紫色の電光の束たばが、空中に拘束された柊さんに向かって迸ほとばしった。

　電光が柊さんの全身を貫つらぬく。

「ふぎゃあああああああああああああああ！」

　柊さんが床に落ちる。

　全身からぷすぷす煙を放っていた。

「柊さん！　大丈夫ですか!?」

　俺は柊さんのもとに駆け寄り、肩を抱きかかえる。

「う、ううう……いたいです……」

　柊さんは苦悶の表情を浮かべている。

　ヒットポイントは残り一ひと桁けた。瀕ひん死し状態だ。

　しかも、あの紫電には麻ま痺ひの追加効果もあるらしい。柊さんは痺しびれて動けなくなっている。

　メデューサが鞭を振り上げる。俺たちに向かって。

　俺は――

「スキル――〈警察には捕まらないぞ〉」

　数少ないスキルの一つを発動させた。

　回避能力をアップさせるスキル。

　俺は柊さんの体をお姫様だっこするような感じで抱きかかえ、その場から飛び退のいた。

　鞭が、さっきまで俺たちがいた場所を叩たたく。

　なんとか回避成功。床に着地。

　だが――

「――っ!?」

　着地した瞬間を狙ねらって、ステンノーが紫電を放つ。

「く……っ！」

　俺おれは強引に床を蹴けり、紫し電でんの着弾点から離れる。

　本当にギリギリ――攻撃は当たらなかったのだが、攻撃の余波で俺たちは吹っ飛んだ。

　床に投げ出される俺と柊ひいらぎさん。

　柊さんは俺からかなり離れた場所に倒れている。

「くそ……」

　戦力の差は圧倒的。

　このままでは、いずれ……

　ちくしょう。俺がもうちょっと役に立てば……

　と、そのとき。

「あれは……」

　俺は、部屋の隅に宝箱が置いてあることに気付いた。

　ダンジョンや敵の城の中などに宝箱が置いてあるのは、ゲームではよくあること。

　しかもここはラスボスの居城だ。

　もしかすると、なにかいい武器やアイテムが入ってるかもしれない。

　俺は側近幼女たちの隙すきをついて駆け出し、その宝箱に近づいた。

　宝箱を開ける。

　その中には……

「え……？」

　――ピンク色のショーツが入っていた。

「…………」

　俺は呆ぼう然ぜんとそのショーツを見つめる。

　どうやらこれは防具らしい。

　でも、これは明らかに女物で、俺には装備できないはず……

　そう思っていたのだが。

「装備……できる？」

　ショーツを手に取ると、『装備できます』のメッセージが。

　なんとこれは、『職業：ド変態』のプレイヤーだけが装備できる防具らしい。

　しかも――

「な――っ!?　こ、これは下半身の防具じゃなくて、頭部の防具だと!?」

　つまり。

　これは、頭にかぶるものだということだ。

　女物のショーツを頭にかぶる……

　それは、変態すぎる。ド変態すぎる。

　だけど……

　これを装備することによって、ちょっとでも防御力が上がるなら……

「ええい、やけっぱちだ！」

　俺おれは、そのショーツを頭にかぶった。

　唯一空欄だった頭部の装備欄が、防具名『ドブスのショーツ』で埋まる。

　その瞬間――

「え……？」

　俺の全身は、まばゆい光に包まれた。




　砂さ戸ど太た郎ろう

　職業：ド変態

　武器：女王様のポケットティッシュ

　頭部：ドブスのショーツ

　上半身：アニメオタクの残念シャツ

　下半身：あまりにも汚れすぎたブリーフ

　アクセサリー：奴ど隷れいの首輪




　　　↓




　砂戸・Ｍ・太郎

　職業：変態神

　武器：キモい

　頭部：キモい

　上半身：キモい

　下半身：キモい

　アクセサリー：キモい




「へ……？」

　空間が震える。

　俺の全身から放はなたれた余剰エネルギーの波動が、大気を貫つらぬくように広がっていく。

　それとともに――俺のステータスが急上昇する。

　い、いったいなにが起こってるんだ……？

「砂戸くん……すごいステータスです。いったいなにが……」

　床にうつ伏せで倒れていた柊ひいらぎさんが、上半身を起こしてつぶやく。

「も、もしかして……」

　柊ひいらぎさんがハッとした顔をして、

「特殊な装備の組み合わせによって、ステータスが底上げされたですか……？　変態が装備できる防具は、一つ一つはゴミみたいなものだけど、それをすべてコンプリートすると超絶的な特殊効果が得られるとか……そ、そうとしか思えないです！」

　確かにその通りなのだろう。

　でも、このステータスの急上昇はすごい。

　さらに、俺おれは気付く。

　スキルの欄に、新規スキルが表示されていることに。

「スペシャルスキル……〈エンドレスマゾヒズム〉？」

　どうやらステータスの急上昇だけではなく、新しいスキルも覚えたようだ。

　側近幼女たちが、パワーアップした俺に気付く。臨戦態勢に入る。

　そして。

　側近幼女たちは、三人で一斉に攻撃してきた。

「――っ!?」

　いくらパワーアップしたとはいえ、あの三人の一斉攻撃に耐えられるとは思えない。

　このままでは倒されてしまう。

　俺は、藁わらにもすがる気持ちで、叫んだ。

「スペシャルスキル〈エンドレスマゾヒズム〉――発動っ！」

　それと同時、俺は幼女たちの攻撃を全身に受けた。

　痛恨の一撃。

　俺は一瞬で死亡――しなかった。

　それどころか……

「あ、あひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　とっても気持ちよくなっちゃったのでした！

　ぜんぜん痛くない！

　むしろ心ここ地ちいいいい！

　もっと攻撃してって感じいいいいいい！

　俺の全身から溢あふれた力が垂直に放出される。

　光の柱が生まれる。

　その光は……

　マゾヒズムの光。

「う、うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　全身が破裂しそうなほどの圧倒的なパワー！

　俺のヒットポイントが、マジックポイントが、攻撃力が、防御力が、素早さが、魔力が――幼女の攻撃を喰くらうたびにとんでもない勢いで上昇する。

　そう、スペシャルスキル〈エンドレスマゾヒズム〉とは――

　女性から攻撃を受けたら、ステータスが急上昇するというスキルだったのだ。

　俺おれは右みぎ拳こぶしをぐっと握り、胸の前に掲かかげる。

　変態オーラが右拳に収束される。

「ふおおおおおおお……ほわちゃああああああ！」

　俺は、オーラをまとった右拳を一いつ閃せんさせた。

　津波のようなエネルギーの奔ほん流りゆうが、側近幼女たちを呑のみ込む。

　光の中で――幼女たちの姿は溶けるように消えていった。




　側近幼女たちを倒した！




「す、すごい……一撃で……」

　柊ひいらぎさんが両目を見開きながらつぶやく。

　あとは……

　ラスボスの日ひ村むら……大魔王ヒムーラ、ただ一人。

「砂さ戸どくん……」

　柊さんが、苦しそうにしながら言ってくる。

「ノアはもう動けないです……だから、日村のことをお願いするです……」

　柊さんは泣き出しそうな表情で告げる。

「あいつは……馬ば鹿かでロリコンで気持ち悪くて、ノアが幼女体型だからという理由だけでノアに近づいてきた、発明部に入部してきた、とても酷ひどい奴やつです。最悪です。絶対に友達にはなれないです。なりたくないです。だけど……」

　柊さんは全身を襲う苦痛に耐えながら、懸命に言葉を紡つむぐ。

「だけど、あいつは……ノアと一緒にいてくれたです。気持ち悪くて最悪な奴でしたけど、一緒にいてくれたです。ずっと、一緒に……」

　高まった気持ちが涙となって、頬ほおを伝っていく。

「そんな奴が、突然目の前からいなくなるのは……寂さびしいです……」

　柊さん……

「ノアが酷いことを言ったせいで日村がこのゲーム世界に引きこもってしまったのなら、いくらでもあやまるです……あやまるですから……」

「大丈夫ですよ、柊さん」

　俺は力強く告げる。

「あの馬鹿野郎は、俺が必ず現実世界に連れ戻します。約束しますよ」

「砂さ戸どくん……」

　柊ひいらぎさんは安心したような笑みを見せたあと。

　張りつめていたものが途切れたのか、その場でこてんと気絶した。

　俺おれは――

　固い決意とともに、階段に足を乗せた。




　階段の先。

　そこは、綺き麗れいな花が咲く屋上庭園だった。

　めちゃくちゃ広い屋上庭園。

　学校の校庭よりも広いかもしれない。

　日ひ村むらは――

　俺に背を向けた格好で、下界を見下ろしていた。

　俺はその背中にゆっくりと近づいていく。

「……側近幼女たちを倒しましたか。さすがですね、砂戸くん」

　言って――

　日村はゆっくりとこちらに振り返った。

「日村……」

　俺は諭さとすような口く調ちようで告げる。

「現実世界に帰ろう。こんなところにいても、なんにもならない」

「僕は帰りません。あそこに、僕の居場所はありませんから」

「日村、柊さんは――」

「砂戸くん」

　日村は――戦闘態勢に入る。

「僕は……大魔王ヒムーラ。この世界を支配する者……」

　黒いオーラが全身から放出される。

「ご託たくは不要です……ここから先は、拳こぶしで語り合いましょう……」




　大魔王ヒムーラが現れた！




「日村……」

　俺は拳を握りしめる。

　やっぱり、戦うしかないのか……

「上等だ……」

　ぎりっと奥歯を噛かみしめる。

「言ってもわからない馬ば鹿か野郎には、殴ってわからせるしかないよな……」

　エンドレスマゾヒズムによって上昇したステータスはそのまま維持している。

　いまの俺おれは――

　誰だれにも負ける気がしない。

　俺の全身から変態オーラが噴出する。

　日ひ村むらの顔色が変わった。

「ひむらああああああああああああ！」

　超高速の突進。

　俺は日村を正面から殴りつけた。

　屋上庭園の地面を削りながら吹っ飛ぶ日村。

「く……」

　日村はすぐさま立ち上がり、俺を見み据すえる。

　そして。

「スキル――〈ブラックロリボール〉」

　日村の周囲に、暗黒のエネルギー球体がいくつも出現する。

　暗黒の球体たちが、黒い尾を引きながら俺に向かってくる。

　俺は、

「はあああああああああああああああああ！」

　拳こぶしの連打でその球体をすべて打ち落とした。

「な……」

　日村の表情が驚きよう愕がくに染まる。

　俺は日村に向かって飛ひ翔しようすると。

　変態オーラを乗せた蹴けりを、日村の顔面に炸さく裂れつさせた。

「が、がは……っ！」

　派手に吹っ飛ぶ日村。

　仰あお向むけで地面に倒れ込む。

　勝てる。

　俺はそう確信した。

「ふ……ふふふ……」

　日村は、ゆっくりと立ち上がる。口元に笑みを作りながら。

「なかなかやりますね、砂さ戸どくん……」

　その笑みに余裕のようなものを感じた俺は、眉まゆをひそめた。

「これは、僕も本気を出さないといけないようです」

「本気だと？」

「ええ」

　日ひ村むらはうなずくと――

「スキル――〈超魔変身〉」

　と、言った。

　刹せつ那な。

　日村の全身が黒い繭まゆに包まれる。

「……っ!?」

「ふ、おおお、おおおおおおお……」

　――日村の全身の筋肉が膨張する。

　――皮膚が硬質化し、鎧よろいのように変形する。

　――額ひたいから二本の捻ねじれた形をした角が伸びる。

　――そして、背中から突き出た黒い翼が、日村を覆おおっていた繭を破裂させる。

「ふう……」

　日村はにたりと笑った。

「変身完了です……」

　俺おれは戦せん慄りつしながら日村を見つめる。

　こいつ、マジで変身しやがった……

　大魔王ヒムーラの真の姿。

　それはあまりにも禍まが々まがしかった。

　呑のまれそうになっていた俺は、

「変身したから、なんだっていうんだよっ！」

　自分を鼓こ舞ぶし、日村に向かって猛進する。

　日村は直立不動のまま、動かない。

「うおりゃああああああああああああ！」

　俺は渾こん身しんの力を込めた右ストレートを日村の腹に突き刺した。

　だが――

「え……？」

　日村は微び動どうだにしない。

「く、くそ！」

　俺は、変態オーラを収束させた拳こぶしを日村の全身に叩たたき込む。

　何発も、何発も。

　何発も何発も何発も。

　が、しかし。

　日村はまったくの無傷だった。

「この程度なんですか？　せっかく変身したのですから、もうちょっと楽しませてくださいよ」

「だ、黙れ！」

　俺おれは上段蹴げりを日ひ村むらの顔の側面にぶち当てる。

　しかしダメージを与えられない。

「やれやれ、とても貧弱ですね……」

　日村はため息をつく。

「蹴りというのは……こうやるのです！」

　言って、日村は後ろ回し蹴りを放はなった。

「が――っ！」

　強烈すぎる衝撃。

　日村の蹴りを腹に喰くらった俺は、三十メートルほど後方に吹っ飛ばされた。

「げ、げふ……」

　ちくしょう……

　なんて威力だ……

　俺は立ち上がり、日村を睨にらみ付ける。

　そんな俺に向かって――

　日村は、右の手のひらを向ける。

「スキル――〈ファイナルロリフラッシュ〉」

　日村の手のひらから黒い閃せん光こうが生まれる。

　そして――




　気が付くと……

　俺は、地面に埋もれるようにして倒れていた。

「が……う……」

　い、いま、いったいなにが……？

　そうか、俺は日村の攻撃スキルを喰らって……

「ぐ……げ、げは……！　え……？」

　俺は自分のステータスを確認して、愕がく然ぜんとする。

　ヒットポイント、残り一ひと桁けただと？

　そ、そんな馬ば鹿かな……

「脆もろい……かわいそうなくらい、脆いですね……」

　日村が哀あわれみの視線を送ってくる。

　駄目だ……

　勝てない……

　絶対に勝てない……

　それでも――

「へえ……まだ立ち上がるんですか……」

　日ひ村むらがちょっと驚いた顔で言う。

　なんとか立ち上がった俺おれは、強いまなざしで日村を見み据すえる。

　柊ひいらぎさんと約束したんだ……

　だから、まだ負けるわけにはいかないんだ……

「……まだ目は死んでないようですね」

　日村は両目を細める。

「なら、まずはその心を折ってあげましょう」

　言うと、日村は右手の人差し指を俺のほうに向けてきた。

「スキル――〈ロリブレイク〉」

　その人差し指から――針のような光が発射される。

　光は俺の喉のどを貫つらぬいた。

「ごは……！」

　俺は呻うめく。

　が――

「あ、あれ？」

　衝撃はあるが、痛みはない。

　ヒットポイントも減ってない。

　どうして……

　そこで、気付いた。

　俺が装備していたアクセサリー――奴ど隷れいの首輪が破壊されていることに。

「装備破壊スキルです。ダメージはないですが、装備を破壊することができます」

「な……」

　そんなスキル、反則だ……

　奴隷の首輪が破壊されたことによって、最強変態装備に穴が空いてしまう。

　俺は、当初の最弱キャラクターに戻ってしまった。

　もちろん、エンドレスマゾヒズムの効果も切れてしまう。

「そ、そんな……」

　日村はさらにロリブレイクを放はなち――

　女王様のポケットティッシュと。

　アニメオタクの残念シャツが破壊される。

「あ、あああ……」

　装備を失うたびに、俺おれの心の柱に亀き裂れつが走る。

　日ひ村むらは指先を俺の頭に向けると。

　細い光を発射した。

　光はドブスのショーツを破壊し――

　俺はその衝撃で、後ろ向きに倒れた。

「……ブリーフだけは残しておいてあげましょう。最後の慈じ悲ひです」

　日村が告げる。

「…………」

「もしも、仲間が助けに来ることなどを期待しているのなら、それは無駄ですよ。これを見てください」

　日村が近くの空間に視線を向けると、そこがぐにゃりと歪ゆがみ――

　そこに、間ま宮みやさんの姿が現れた。

　どうやらそれは、遠くにいる間宮さんの姿を映し出しているようだった。

　間宮さんは、ボロボロになりながら地面に倒れ込んでいる。

「すべての暗黒竜を倒したのはすごいですが……そこで力尽きてしまったようです。かろうじて生きているようですが、瀕ひん死し状態。ここに向かうことはできないでしょう」

　ま、間宮さん……

「彼女だけではありません」

　次に映し出されたのは、飛行船が突っ込んだ広間に倒れている結ゆう野のと石動いするぎ先輩。

「幼女マシーンを全滅させたあと、同じように力尽きました」

　柊ひいらぎさんが気絶している姿も映し出される。

　柊さんに俺を助ける力など残っていないことは、充分にわかっている……

「砂さ戸どくんの仲間たちは、みんなボロボロです」

　日村は淡々と告げた。

「僕の勝ちですね、砂戸くん」

「…………」

　心が――

　折れた。

　もう立ち上がれない。

「……とどめを刺してあげましょう」

　日村が右手を掲かかげる。

　暗黒の炎が、その手を包む。

「この地獄の炎で、肉も骨もすべて焼き尽くしてあげます……」

　黒い炎が怒り狂うように暴れている。

　俺おれは死を覚悟した。




　そのときだった――

　声が、聞こえたのは。




「…………」

　俺は――ふらふらしながら、立ち上がった。

　日ひ村むらが怪け訝げんな顔をする。

「まだ立ち上がってくるとは……ですが、もうおしまいです」

　冷徹に告げる。

「さようなら、砂さ戸どくん。スキル――〈ヘルフレイム〉」

　炎が獲物を見つけた肉食獣のように勢いよく俺に向かってくる。

　絶望的な黒き炎。

　俺は息を吸い込み、

「防御魔法――」

　言葉を放はなった。

「――〈エレメンタルフィールド〉」

　その瞬間、俺の足の下に魔法陣が描かれる。

　魔法陣から出現した光り輝く網が暗黒の炎を絡め取り、霧む散さんさせる。

「な……っ!?」

　日村の喉のどから驚きよう愕がくの声が漏もれる。

　エレメンタルフィールド。炎属性、風属性、水属性、土属性の攻撃を完全に無効化する、最高位の防御魔法。

「馬ば鹿かな……どうして砂戸くんが魔法を……？　職業が変態のキャラクターは魔法を使えないはずなのに……」

　日村は信じられないというような顔をしている。

「……もしかすると、プログラムをいじった影響でバグが発生してしまったのかもしれません。まあ、いいでしょう。今度は確実にしとめま――」

　その言葉の途中。

　俺は、超高速の動きで、日村の眼前に迫った。

「――っ!?」

　背中には闘気の翼――マッサージドラゴンの力が展開されている。

　そして、拳こぶしに闘気を集中させ、

「スキル――〈武ぶ神しん霊れい光こう拳けん〉」

　防御力無視の必殺スキルを日ひ村むらの胸に叩たたきつける。

「が、があああああああ!?」

　大ダメージを喰くらった日村が背後に吹っ飛ぶ。

「な……マッサージドラゴンの力に、武闘家のスキルだと……？」

　日村は眼球がこぼれそうなほど両目を見開いていた。

　さらに――

「スキル――〈ギガバットインパクト〉」

　俺おれの右手に、闘気で形成されたバットが握られる。

　俺はそのバットを腰だめに構え――突き出す。

　バットの先端が日村の額ひたいにめり込む。

　爆裂。

　地面が揺れるほどの衝撃。

　激突と同時に爆砕して破壊エネルギーとなったバットが、日村を襲う。

「お、おおお、おおおおおおおおおお――っ!?」

　日村は叫びながら、もんどり打って地面に倒れた。

　うつぶせで倒れ込む。












「馬ば鹿かな……そんな馬鹿な……」

　日ひ村むらは顔を上げ、

「砂さ戸どくん、これはいったい――」

「隠しスキル――〈友情パワー〉」

　俺おれは告げる。

「パーティー全員のヒットポイントが一ひと桁けたになったとき……パーティーの誰だれか一人に、自分の力を託たくすことができるというスキル……」

　石動いするぎ先輩。

　結ゆう野の。

　柊ひいらぎさん。

　一時的にパーティーに加わった間ま宮みやさん。

　もう駄目だと思ったとき、彼女たちの声が聞こえた。

　俺に力を託すと――そんな声が。

　彼女たちが託してくれた力が、俺の中で合わさり、エンドレスマゾヒズムをも凌りよう駕がする究極パワーを俺に与えてくれたのだ。

　再び立ち上がる力を、与えてくれたのだ。

「な、なるほど、そんなスキルが……これは誤算でした……」

　日村は苦痛に顔を歪ゆがめながら、立ち上がる。

「ですが……僕だって、まだ負けたわけではありません……」

　言って、日村は右手を高く掲かかげる。

　そこになにやら禍まが々まがしい形をした剣が出現した。

　よく見ると、その剣の刃は『ロ』と『リ』の形をつなげてぐちゃっと潰つぶしたような形をしている。

　その剣からは、恐ろしいほどのエネルギーが発生している。

　あれが日村の切り札なのだろう。

　俺は――

　日村と同じように、右手を高く掲げた。

　俺の右手に、俺のパワーを剣の形に成形したものが握られる。

　この剣は、俺に託されたすべての力を具現化したもの。

　俺と日村は互いに剣を振り上げる。

「日村……」

「砂戸くん……」

　お互い、本能的に理解していた。

　これが――最後の一撃になると。

　お互いの剣が光を増す。

　大気を震わせる、白と黒の光。

　交差する視線。

「日ひ村むら……！」

「砂さ戸どくん……！」

　俺おれと。

　日村は。

　同時に、大地を蹴けった。

　お互いに向かって飛ひ翔しようする。

　二人とも防御は考えていない。

　ありったけの力を。

　想おもいを。

　剣に乗せ――

「ひむらあああああああああああああああああああ――――っっっ！」

「さどくううううううううううううううううううん――――っっっ！」

　――振り下ろした。

　白と黒のエネルギーの波動が真正面から激突する。

　轟ごう音おんが響き、雲が吹っ飛び、屋上庭園の地面がはがれ、すべてが光に包まれる。

　そして……




　静まる屋上庭園。

　俺と日村は、互いに背中を向けた格好で立っている。

　やがて――

「……げ、げぶっ！」

　呻うめき声を発し、地面に倒れたのは――日村だった。

　俺は天を仰ぎ見るような格好で、つぶやく。

「……勝ったよ、みんな」

　俺はそっと息を吐き出すと。

　くるりと振り返り、日村のほうに歩み寄った。

　日村は絶命寸前だったが、まだ息があった。

　ぶるぶると震えながら尻しり餅もちをつき、俺を見上げてくる。

　もう変身も解けてしまっている。普通の日村の格好だった。

「……お見事です、砂戸くん」

　日村は微笑を浮かべながら告げる。

「もう僕にはなんの力もありません」

「日ひ村むら……」

「さあ、砂さ戸どくん。とどめをお願いします」

「…………」

「ヒットポイントがゼロになってゲームオーバーになれば、問答無用で目が覚める――ノア様はそう言ってましたが、それは間違っています。普通のキャラクターならそうですが、僕はゲーム世界のラスボスと同化した存在。ヒットポイントがゼロになったら、精神が無となり消滅するだけです。……でも、それも当然の報むくいでしょう」

「…………」

「遠慮はいりませんよ、砂戸くん。さあとどめを」

　そんなことを言う日村の全身に――

　淡く優しい光がまとわりつく。




『――日村。ごめんなさいです』




「え……？」

　日村は呆ぼう然ぜんとその光を見つめる。

「これは……回復魔法？　どうして……」

「俺おれがやったんじゃない。魔法は、柊ひいらぎさんの力だ……」

　俺は日村を見下ろしながら、告げる。

「日村。柊さんは反省してたぞ。おまえに酷ひどいことを言ってしまったことを反省してた。あやまりたいって言ってた」

「ノア様が……？」

「ああ。それと、こんなことも言っていた。――おまえがいなくなるのは、寂さびしいって」

　日村が両目を見開く。

「ノア様……」

「日村。おまえは寂しくないのか？　柊さんや、俺たちや、現実世界の幼女たちと会えなくなることが寂しくないのか？　もう一度……会いたいと、思わないのか？」

　俺がそう告げると。

　日村は――

　ぽろぽろと涙を流しながら、

「会いたいです……」

　震える声で言った。

「僕も会いたいです……ノア様や現実世界の幼女たちに……」

　……『俺おれたち』のところは抜けてしまっているが、まあいいか。

　俺はほほ笑みながら。

　日ひ村むらに右手を差し伸べた。

「会えるさ。いつでも」

　おまえが会いたいと願えば、いつでも――

　日村は。

　その手を握った。




　俺たちが無事に現実世界に帰還してから数日後の、ある日。

　俺が自分の部屋でくつろいでいると、家のインターホンが鳴った。

　玄関に出ると、そこにいたのは――

「柊ひいらぎさん？」

「は、はいです」

　柊さんは微妙に顔を赤くしながら告げた。

　私服姿の柊さん。手には工具箱のようなものを持っている。

　俺はちょっと驚きながら、

「えっと……どうしたんですか？　急に訪ねてきて」

「約束を果たしにきたです」

「約束？」

「コンポが調子悪いから直してほしい……砂さ戸どくんはそう言ったです。だから、直しに来たです」

「あ……」

　確かに俺はそんなことを言った。

「だから、わざわざ……」

　つぶやくと、柊さんはこくりとうなずいた。少し照れた様子で。

「えっと……じゃあ、家に入りますか？」

　幸い、いま家に姉貴と母さんはいない。ほんと、いなくてたすかった。

「い、いいですか？」

「ええ、まあ。いま、家には俺だけしかいないですけど」

「さ、砂戸くんだけ!?」

　柊さんは顔を真っ赤にしながら言う。

「やめときますか？」

　尋たずねると。

　柊さんはすごく真剣な顔をしながら、

「だ、大丈夫です……ノア、覚悟はできてるですから……」

「はあ……」

　なんの覚悟ができてるのかよくわからなかったので、俺おれはぼんやりうなずいた。

　自室に案内する。

「ここが砂さ戸どくんの部屋……」

　柊ひいらぎさんはなんか感動したような顔をしている。

「あ、コンポはこれです」

「は、はいです」

　柊さんは慌あわてた様子でコンポの前に座る。

　お茶を用意しようかとも思ったが、コンポを直してくれたあとのほうがいいだろうと思い、俺はベッドに腰掛けた。作業をしている柊さんをおとなしく見守る。

　と――

「砂戸くん……」

「なんですか？」

「本当にありがとうでした……日ひ村むらのこと……」

「いえいえ。ほんと、最悪なことにならなくてよかったですよ」

　現実世界から帰ってきた日村は、いまはもう普段通りに過ごしていた。












　あんなハチャメチャなことがあったことなど忘れてしまってるかのように。

　柊ひいらぎさんはコンポの前でせわしなく両手を動かしながら、

「砂さ戸どくんのおかげです。ノア、砂戸くんにはたすけられてばかりです」

「そんなこと気にしなくていいですよ」

　俺おれは軽く笑いながら告げた。

「気にするです……ノア、どうやって砂戸くんに恩を返せばいいのか……」

「恩だなんて……」

「ノア、この恩を返すためだったら、どんなことでもするです。ほ、本当に、どんなことでも……砂戸くんが望むなら、どんなことでも……」

　柊さんはなぜか顔を赤らめながらつぶやく。

「…………」

　俺は――

　すくっとベッドから立ち上がった。

「柊さん……」

「さ、砂戸くん……？」

　柊さんは驚いた顔を俺に向ける。

「どうしたですか、そんな真剣な顔をして……ハッ!?　ま、まさか！」

　柊さんはあせあせとした様子で、

「どんなことでもするって意味深なことを言っちゃったですから、砂戸くんの中のアレ的なスイッチが入ってしまって……それで……」

　顔が真っ赤になる。

　それから、うつむき加減で、

「い、いいですよ……砂戸くんが、そうしたいなら……」

「柊さん……あの……」

　俺は強こわ張ばった顔をしながら、コンポのほうに指先を向ける。

「それ……なんですか？」

「へ……？」

　柊さんが直しているコンポ。

　それは、いつの間にかコンポではなくなっていた。

　部屋にある電化製品をくっつけたりいろいろして、なんか巨大で不気味な機械の塊かたまりになってしまっている。

「は、はわっ!?　いろいろ変なことを考えながら手を動かしてたら、知らないあいだにこんなものを……」

　機械の塊がウィィィンと音を立てて起動する。

　なんか機械の塊かたまりからコードみたいなのが触手のように出てきて、俺おれと柊ひいらぎさんの体をくっつけつつ縛り上げた。

「な……！」

「ひあ……！」

　そして。

　機械の塊からジェット噴射のような炎が飛び出て――屋根を突き破りつつ飛ひ翔しようした。

「ぬおう!?　家の屋根が！」

「た、たいへんなことに……」

　機械は俺たちを拘束したまま、どんどん高度を増していく。

「ひ、柊さん！　これはいったいなんの機械ですか!?　あと、どこに向かっちゃってるんですか!?」

「わ、わわわ、わからないです！　ノアにもわからないです！」

　柊さんは涙目で叫ぶ。

「わからないって……」

「もしかしたら、このまま宇宙まで行ってしまうかも……」

「う、宇宙……」

　マジでございますか……？

　俺と柊さんは――

　顔を青くしながら、絶叫した。






あとがき









　どうも、松まつ野の秋あき鳴なりです！

　今回の『えむえむっ！』は番外編でございます。番外編とかほざきながら、やってることはいつもと同じじゃねえかこのブタ作家とか言わないでください。気持ちよくなってしまうじゃないですか。冗談です。




　コミュニケーション能力というのはとても大切ですね。

　なんだその唐突なストーリー展開は、ついに論理的な思考が不可能になったのかとか思われそうですが……なんか最近はよくそんなことを考えるのです。

　僕は悲しくなるほどのコミュニケーション不全人間なのですが、このままではいかん、もっといい感じに他人とコミュニケーションを取れるようになりたいと思い、『Ｃノート』というものを作成しました。ＣはコミュニケーションのＣです。

　飲み会などに行ったあと、その飲み会での反省点みたいなもの（もっと自分から話しかけるべきだった、あのときはこういうリアクションをするべきだった、もっと幹事的な人間と絡むべきだったとか）をそのノートに書き留め、その反省点を次の機会に生かす。それを繰り返し、最終的には天下無敵のコミュニケーションマイスターになる。

　うむ、なかなか前向きな取り組みだと思ったのですが……一つ問題がありました。それは、基本的に友達が少ないので飲み会自体に行く機会があんまりないということです。

　というわけで、作成してから一ヶ月以上経たつのに、いまだ『Ｃノート』は白紙のままです。表紙に威い勢せいよく書かれた『Ｃノート』の文字がやたら切ないです。ぎゃふん。




　謝辞ですにゃ。今回もワンダフルなイラストを描いてくださったQP:flapperの小お原はらトメ太た様とさくら小こ春はる様、ありがとうございました。担当のＳ様、編集長のＭ様、ありがとうございます。装丁を担当してくださった松まつ井い様、校正様、編集部の皆様、営業の皆様、いつもありがとうございます。

　最後はもちろん読者様に。ありがとうございます。本当に感謝しております。

　それでは、次巻でお会いできればうれしいです。


二〇〇九年　十月　松野秋鳴











　著者

　松野秋鳴（まつの・あきなり）

　　兵庫県川西市在住。第一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞優秀賞を受賞してデビュー。インターネットの検索履歴に「明るい人間になる方法」「人と会話するときのコツ」とかいうフレーズが残っている、なんかいろいろダメっぽい人。

　　でも本当はそんなにダメじゃない。

　　ごめん、松野ウソついた！




　イラストレーター

　QP:flapper（きゅーぴーふらっぱー）

　　さくら小春と小原トメ太によるユニット。

　　ゲームの原画、ライトノベルの挿絵、よくわからない漫画を描いたりしています。

　　代表作は『鎖－クサリ－』（Leaf）キャラクターデザイン＆原画担当、『ラッキーチャンス！』（電撃文庫）挿絵、など。

　　公式ＨＰ「QPchick（キューピチック）」

　　http://qp.banbi.net/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／QP:flapper

　　装丁／松井庸介（KARORI DESIGN）
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